
 

 

200 

 

【益田市０３】益田市木部町 R9沿い 井戸正朋君頌徳碑 

所在地 益田市木部町 R9沿い 

北緯３４°４４′４２．４６″／東経１３１°５２′２５．３７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【益田市０４】益田市木部町 R9沿い 泰雲院殿子孫榮 

所在地 益田市木部町 R9沿い 

北緯３４°４４′４２．４６″／東経１３１°５２′２５．３７″（前碑と共通） 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
朋
君
頌
徳
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
９
号
の
緩
い
カ
ー
ブ
の
外
側

で
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の
す
ぐ
上
に
な
る
。

海
難
者
慰
霊
塔
と
と
も
に
立
っ
て

い
る
。
以
前
は
す
ぐ
隣
に
理
容
亀
嶋

館
が
あ
っ
た
が
、
拡
幅
工
事
に
伴

い
、
転
居
さ
れ
た
よ
う
だ
。 

碑
の
後
ろ
に
は
日
本
海
が
広
が
り
、

高
島
も
見
え
る
位
置
だ
が
、
こ
こ
を

選
ん
で
建
立
さ
れ
た
の
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
。 

髙
島
に
も
井
戸
公
碑
が
１
基
あ
り
、

２
つ
の
碑
が
向
か
い
合
う
よ
う
な

位
置
に
立
っ
て
い
て
興
味
深
い
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
茶
色
っ
ぽ
い
、
大

き
な
自
然
石
。
傷
み
は
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
15
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ28/幅14/奥行14 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
子
孫
榮 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
碑
（
№
３
）
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
。

写
真
を
単
独
で
み
る
と
大
き
さ
が

わ
か
ら
な
い
が
、
高
さ
は
28
㌢
と
非

常
に
小
さ
な
碑
で
、
親
子
の
よ
う
。

前
面
以
外
に
文
字
が
な
い
の
で
わ

か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
前
碑
を
建

立
し
た
発
起
人
さ
ん
た
ち
が
「
お
世

話
に
な
っ
た
井
戸
公
の
ご
子
孫
も

栄
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
の
祈

り
を
込
め
た
の
だ
ろ
う
。 

碑
石
は
№
３
と
違
い
、
目
が
粗
く
堅

そ
う
に
な
い
灰
色
の
自
然
石
。
傷
み

は
な
い
よ
う
だ
。
小
さ
な
碑
だ
が
、

大
切
に
し
た
い
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
15
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ196/幅110/奥行40 

台石 高さ11/幅175/奥行75 
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【益田市０５】益田市遠田町井ノ迫 海岸道路 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 益田市遠田町井ノ迫 海岸道路 地蔵堂横 

北緯３４°４３′７２．４４″／東経１３１°５１′２３．９５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【益田市０６】益田市元町吉田 延命寺 大師堂横 （梵）泰雲院殿義岳良忠居 

所在地 益田市元町吉田 延命寺 大師堂横 

北緯３４°４０′２５．３２″／東経１３１°５０′１９．８６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
十
方
信
者 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
明
治
廿
五
年
／
十
月

弐
六
日
（
左
に
）
十
方
信
者
造
立 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

遠
田
港
近
く
の
海
岸
道
路
沿
い
に

あ
る
地
蔵
堂
広
場
に
あ
る
。
碑
は
台

石
を
４
段
も
積
み
、
周
囲
に
ツ
ツ
ジ

を
植
え
て
公
園
の
よ
う
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。 

 

近
所
の
方
に
よ
る
と
、
山
の
中
に
あ

っ
た
も
の
を
こ
こ
に
移
設
し
た
と

い
い
、
今
で
も
毎
年
地
区
で
供
養
し

て
い
る
と
い
う
。
い
つ
も
ど
な
た
か

が
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
、
調
査
時
も
き
れ
い
だ
っ
た
。 

 

碑
石
は
灰
色
の
自
然
石
で
白
っ
ぽ

い
苔
が
い
く
ら
か
生
え
て
い
る 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
９
月
17
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ139/幅33/奥行16 

【
建
立
年
】
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］（
梵
）
泰
雲
院
殿
義
岳
良

忠
居 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
七

日 

井
戸
平
左
エ
門
正
明
［
碑
石
左

面
］
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
吉
日
／

初
代
延
命
寺
住
職
植
松
宥
教
［
碑
石

後
面
］
雲
松
子
上
田
□
心
子
□ 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

延
命
寺
の
太
子
堂
の
横
に
立
つ
。
台

石
は
な
く
、
背
の
高
い
碑
の
一
部
が

土
に
埋
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
「
居

士
」
の
「
士
」
が
見
え
な
い
。 

碑
石
は
軟
ら
か
そ
う
に
見
え
る
灰

色
の
墓
石
型
。
傷
み
も
、
苔
も
な
く
、

す
ら
り
と
立
っ
て
い
る
。 

  

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
６
月
10
日
） 

碑石 高さ173/幅60/奥行30 
台石１段目 
 高さ8/幅110/奥行55 

台石２段目 
 高さ18/幅150/奥行105 

台石３段目 
 高さ40/幅210/奥行200 

台石４段目 
 高さ20/幅300/奥行370 



 

 

202 

 

【益田市０７】益田市高津町 高津川土手 芋塚 

所在地 益田市高津町 高津川土手 地蔵堂横 

北緯３４°４０′１２．３８″／東経１３１°４３′１０．４９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【益田市０８】益田市小浜町 明圓寺 井戸正明殿碑 

所在地 益田市小浜町 明圓寺境内 

北緯３４°４０′２４．８５″／東経１３１°４３′５２．５８″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
芋
塚 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

高
津
川
の
土
手
の
道
路
に
あ
る
地

蔵
堂
の
横
に
立
つ
。
比
較
的
小
さ
な

碑
で
、
全
体
の
感
じ
が
新
し
い
。
彫

っ
て
あ
る
文
字
が
少
な
く
、
建
立
者

は
彫
っ
て
な
い
が
、
地
蔵
堂
の
南
側

の
後
ろ
の
方
に
立
っ
て
お
り
、
あ
る

い
は
個
人
の
方
が
地
蔵
堂
の
隣
に

建
て
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
わ
れ
て

建
て
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

碑
石
は
硬
そ
う
な
茶
色
の
自
然
石
。

１
段
目
の
台
石
も
同
素
材
だ
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
０
年
９
月
17
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
（
発
起
者
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
殿
碑 

［
一
段
目
台
石
］
（
前
面
）
発
起
者
／
戸

田
／
佐
々
木
近
太
郎
／
小
浜
／
浜
野

海
十
／
キ
ア
ミ
／
宮
内
房
太
郎
／
世

話
人
／
小
浜
／
大
島
久
五
郎
／
中
村

助
太
／
浜
田
源
助
／
戸
田
／
藤
岡
助

十
／
児
玉
新
治
／
伊
藤
元
吉
（
左
面
）

キ
ア
ミ
／
大
石
伊
太
郎
／
森
内
末
松

／
原
田
吉
蔵
／
飯
浦
／
松
江
ヒ
デ
（
右

面
）
一
金
壱
円
／
三
浦
直
三
郎
／
一
金

五
十
戔
／
戸
田
／
綾
部
政
之
助
／
キ

ア
ミ
／
宮
内
□
蔵
／
仝
コ
バ
ア
／
田

村
寛
一 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

明
圓
寺
の
石
段
を
上
が
っ
た
右
手

に
あ
り
、
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
井
戸
公
碑
の
う
ち
最
も
西
に
位

置
す
る
碑
だ
。
茶
色
っ
ぽ
い
大
き
な

自
然
石
で
、
前
面
だ
け
磨
い
て
灰
色

面
を
出
し
て
文
字
を
彫
っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
６
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ50/幅29/奥行29 

台石１段目 

 高さ21/幅55/奥行55 

台石２段目（コンクリート） 

 高さ6/幅71/奥行72 

碑石 高さ183/幅63/奥行31 
台石１段目 
 高さ29/幅64/奥行45 

台石２段目 
 高さ17/幅98/奥行75 

台石３段目 
 高さ26/幅156/奥行126 



 

 

203 

 

【益田市０９】益田市高島 灯台への道沿い 井戸正明君之碑 

所在地 益田市高島 灯台への道沿い 

北緯３４°５０′０６．６７″／東経１３１°５０′２０．６５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【益田市１０】益田市美都町小原堀 四つ山城址北登口 なし 

所在地 益田市美都町小原堀 四つ山城址北登口 

北緯３４°４１′０５．６６″／東経１３１°５５′３０．１６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
） 

【
建
立
者
】
高
島
婦
人
會 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
之
碑 

［
碑
石
後
面
］
昭
和
十
二
年
二
月
十
一

日
／
高
島
婦
人
會
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

現
在
は
無
人
島
の
高
島
。
渡
船
で
渡

る
計
画
を
立
て
、
天
気
と
相
談
の
上

や
っ
と
上
陸
。
集
落
跡
を
過
ぎ
、
灯

台
に
向
か
う
途
中
の
道
の
北
側
に

立
っ
て
い
た
。
灯
台
の
た
め
に
手
入

れ
さ
れ
て
い
る
の
か
、
碑
の
周
囲
は

草
も
な
く
、
御
影
石
の
碑
石
も
き
れ

い
な
ま
ま
、
島
内
で
手
配
し
た
と
思

わ
れ
る
台
石
の
上
に
乗
っ
て
い
た
。 

米
が
で
き
な
か
っ
た
高
島
で
、
サ
ツ

マ
イ
モ
は
長
く
島
の
住
民
の
命
を

支
え
て
き
た
。
そ
の
恩
に
応
え
よ
う

と
昭
和
12
年
に
婦
人
会
の
皆
さ
ん

の
力
で
こ
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
13
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ120/幅50/奥行37 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

美
都
町
小
原
の
県
道
３
０
９
号
か

ら
西
に
折
れ
る
と
こ
の
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
、
四
つ
山
城
址
へ
の
北
登
り

口
に
な
る
。
こ
の
三
差
路
の
内
側
に

広
場
が
あ
り
、
そ
こ
に
小
さ
な
地
蔵

堂
と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

台
石
は
な
く
、
碑
石
は
少
し
地
中
に

埋
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

石
質
は
そ
う
硬
そ
う
に
な
い
、
茶
色

が
か
っ
た
灰
色
の
自
然
石
で
、
傷
み

は
な
い
よ
う
だ
が
白
や
緑
の
苔
が

少
し
生
え
て
い
る
。 

地
蔵
と
一
緒
に
、
登
山
す
る
人
を
静

か
に
見
守
っ
て
い
る
。 

 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
６
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ77/幅33/奥行19 

台石 高さ20/幅98/奥行102 



 

 

204 

 

【益田市１１】益田市美都町東仙道 元ＪＡ事務所前 井戸正朋之碑 

所在地 益田市美都町東仙道 元ＪＡ事務所前 

北緯３４°４０′４４．３７″／東経１３１°５５′５７．４１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【益田市１１】益田市美都町東仙道 元ＪＡ事務所前 井戸正朋之碑 続き（説明板） 
 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
朋
之
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

美
都
町
の
仙
道
郷
の
東
仙
道
郵
便

局
の
隣
に
元
Ｊ
Ａ
の
事
務
所
が
あ

り
、
そ
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
事
務

所
前
が
庭
園
に
な
っ
て
い
る
が
、
最

初
に
訪
れ
た
と
き
に
は
庭
木
が
生

長
し
て
い
て
碑
が
見
え
な
く
な
っ

て
い
た
。
公
民
館
で
そ
の
こ
と
を
話

す
と
、
数
日
後
に
、
館
長
さ
ん
か
ら

再
整
備
し
た
と
の
連
絡
。
碑
が
見
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

碑
は
硬
そ
う
な
灰
色
の
自
然
石
で

上
部
が
割
れ
て
い
て
針
金
が
巻
か

れ
て
い
る
。
碑
の
下
部
も
石
の
厚
み

も
薄
く
一
部
が
欠
け
て
い
る
の
で
、

存
続
が
心
配
だ
。
碑
の
隣
に
は
説
明

板
も
あ
る
（
下
欄
に
記
載
）
。 

彰 

徳 
 

冷
害
の
為
に
一
粒
の
米
も
麦
も 

と
れ
な
か
っ
た 

芋
大
官
様
が
芋
を
作
る 

こ
と
を
教
え
ら
れ
た 

そ
れ
に 

よ
っ
て
村
人
は
救
わ
れ
た 

い
つ
ま
で
も 

こ
の
恩
を
忘 

れ
て
は 

な
ら
な
い 

 

河
野
家
の
お
許
し
を
得
て
こ
の 

所
に
移
し
永
く
徳
を
称
え
る 

  

   

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ100/幅40/奥行23 

台石 高さ27/幅70/奥行102 

写
真
右
は
再
整
備
に
よ
っ
て
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
井
戸
公
碑

と
説
明
板
。 

井
戸
公
碑
は
別
の
場
所
に
あ
っ

た
も
の
を
約
60
年
前
に
こ
の
場

所
に
移
設
し
た
と
い
う
。 

碑
の
前
に
立
て
て
あ
る
説
明
板

は
厚
さ
20
㌢
の
御
影
石
の
表
面

を
磨
き
上
げ
て
碑
文
を
彫
っ
て

い
る
。
高
さ
63
㌢
、
幅
75
㌢
。 

 
 

（
調
査
日 ２

０
２
１
年
７
月
１
日
） 



 

 

205 

 

【益田市１２】益田市美都町丸茂下 大智寺 泰雲院殿 

所在地 益田市美都町丸茂下 大智寺 境内 

北緯３４°４０′２６．２１″／東経１３２°００′０５．６６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【益田市１３】益田市美都町丸茂 明正寺 なし 

所在地 益田市美都町丸茂 明正寺 裏庭 

北緯３４°４２′０８．０１″／東経１３１°５９′１１．１３″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
42
年
（
１
９
０
９
） 

【
建
立
者
】
（
願
主
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
後
面
］
明
治
四
十
二
年
三
月
二
十

一
日
立
／
願
主
／
塩
溝
幾
太
／
久
保

朝
治
／
世
話
人
／
弥
重
か
つ
よ
／
同

柳
治
／
同
せ
つ
子
／
高
東
運
送
渡
辺

岩
市
／
竹
藤
文
二
／
小
椋
徳
太
／
寺

尾
三
一
良
／
大
谷
亀
太
良
／
野
崎
代

作
／
十
方
施
主
／
川
上
宅
十
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
１
９
１
号
沿
い
に
あ
る
大
智

寺
の
境
内
に
立
っ
て
い
る
。
碑
石
は

目
の
細
か
い
茶
色
の
自
然
石
。
ご
住

職
が
言
わ
れ
る
ま
ま
に
碑
石
を
叩

い
て
み
る
と
、
中
が
空
洞
に
な
っ
て

い
る
の
か
金
属
音
が
す
る
。
不
思
議

な
感
覚
だ
。 

碑
石
に
彫
ら
れ
た
文
字
も
多
く
て

情
報
量
が
多
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
６
月
10
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

大
智
寺
と
同
じ
丸
茂
だ
が
、
国
道
か

ら
は
か
な
り
距
離
が
あ
る
よ
う
に

見
え
た
の
で
、
北
側
の
県
道
48
号
か

ら
向
か
っ
た
。 

ご
住
職
か
ら
裏
庭
に
あ
る
と
聞
い

て
、
本
堂
を
回
っ
て
裏
庭
に
。
か
な

り
広
い
庭
で
、
そ
の
中
央
付
近
の
山

側
に
立
っ
て
い
た
。 

碑
石
に
は
文
字
は
何
も
彫
っ
て
な

い
。 

石
質
は
灰
色
の
自
然
石
で
、
前
面
に

は
白
っ
ぽ
い
苔
が
多
い
。
側
面
に
は

節
理
が
あ
る
の
で
、
剥
離
が
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
は
傷

み
も
な
く
持
っ
て
い
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
７
月
１
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ153/幅56/奥行44 

台石１段目 

 高さ31/幅129/奥行100 

台石２段目 

 高さ20/幅182/奥行172 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ118/幅60/奥行12 

台石 高さ28/幅125/奥行不明 



 

 

206 

 

【益田市１４】益田市美都町宇津川 K34沿い 新宮橋近く 泰雲院殿之碑 

所在地 益田市美都町宇津川 K34沿い 新宮橋近く 

北緯３４°４１′２７．６８″／東経１３２°０１′４２．５６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【益田市１５】益田市美都町板井川 神田橋近く 泰雲院殿之碑 

所在地 益田市美都町板井川 神田橋近く K34沿い 

北緯３４°４２′１８．４５″／東経１３２°０２′５６．６２″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
10
年
（
１
９
２
１
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
河
野
為
市
刻 

［
碑
石
後
面
］
大
正
十
年
四
月
一
日
健

之 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
34
号
新
宮
橋
の
東
側
を
少
し

南
に
お
り
た
細
い
道
沿
い
に
立
っ

て
い
る
。 

台
石
は
２
段
と
も
大
き
な
石
を
き

ち
ん
と
組
み
合
わ
せ
て
あ
り
、
頑
丈

な
構
造
に
見
え
る
。 

す
ぐ
前
に
座
っ
た
地
蔵
が
あ
り
、
動

か
す
に
は
少
し
大
き
か
っ
た
し
、
割

烹
着
と
帽
子
が
可
愛
く
、
ま
る
で
石

碑
を
守
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

の
で
、
そ
の
ま
ま
写
真
を
撮
っ
た
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
黒
っ
ぽ
い
自
然

石
で
あ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
１
年
７
月
１
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
12
年
（
１
９
２
３
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
大
正
十
二
年
七
月
四
日

建
之 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

美
都
町
板
井
川
の
県
道
34
号
に
か

か
る
神
田
橋
の
す
ぐ
東
の
三
差
路

の
道
路
沿
い
に
、
地
蔵
と
並
ん
で
立

っ
て
い
る
。
路
側
帯
の
外
側
の
砂
利

の
場
所
に
石
を
10
個
以
上
並
べ
て

置
き
場
所
を
造
り
、
井
戸
公
碑
は
そ

の
上
に
さ
ら
に
１
段
の
台
石
を
積

ん
で
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
少
し
茶
色
が
か
っ
た
灰
色

の
自
然
石
で
、
傷
み
は
な
い
よ
う

だ
。
石
質
が
固
い
の
か
碑
銘
の
文
字

の
彫
り
が
浅
い
よ
う
だ
。 

 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
７
月
１
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ107/幅63/奥行31 

台石１段目 

 高さ33/幅127/奥行130 

台石２段目 

 高さ50/幅190/奥行170 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ135/幅43/奥行45 

台石 高さ14/幅106/奥行不明 



 

 

207 

 

【益田市１６】益田市美都町板井川 茶ノ木橋先道路沿い なし 

所在地 益田市美都町板井川 茶ノ木橋先道路沿い 

北緯３４°４２′０３．４５″／東経１３２°０３′４０．３１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【益田市１７】益田市美都町長橋 祠内 南无阿弥陀佛 井戸正明君碑 

所在地 益田市美都町長橋 祠内 

北緯３４°４０′３０．６０″／東経１３２°０３′１７．２６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。
昔
か
ら

芋
塚
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。 

板
井
川
沿
い
の
道
路
か
ら
茶
ノ
木

橋
を
渡
っ
て
山
の
方
に
入
り
、
約
２

０
０
㍍
山
道
を
進
む
と
左
手
の
カ

ー
ブ
の
内
側
に
立
っ
て
い
る
。
道
路

は
弥
栄
町
に
至
る
の
で
、
昔
こ
こ
は

街
道
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

碑
の
下
に
石
が
あ
る
が
、
台
石
か
ど

う
か
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
こ
こ

で
は
台
石
な
し
と
し
た
。 

文
字
も
何
か
彫
っ
て
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
今
は
全
く
読
め
な
い
。 

白
い
石
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
元
々

は
灰
色
の
自
然
石
で
、
苔
が
生
え
て

お
り
、
多
少
剥
離
も
見
え
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
１
年
７
月
１
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ95/幅47/奥行13 

【
建
立
年
】
大
正
２
年
（
１
９
１
３
） 

【
建
立
者
】
河
野
升
太 

［
碑
石
前
面
］
南
无
阿
弥
陀
仏
／
井
戸

正
明
君
碑
（
右
に
）
大
正
二
年
六
月

（
左
に
）
施
主 

河
野
升
太 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

美
都
町
長
橋
の
国
道
１
９
１
号
と

長
橋
川
の
間
に
細
い
道
が
あ
り
、
そ

の
道
か
ら
少
し
上
が
っ
た
と
こ
ろ

に
地
蔵
堂
が
あ
る
。
そ
の
地
蔵
堂
の

隣
に
張
り
出
す
形
で
小
さ
な
お
堂

が
あ
っ
て
、
扉
を
開
け
る
と
こ
の
碑

だ
け
が
収
ま
っ
て
い
る
。 

 

河
野
さ
ん
が
石
碑
と
一
緒
に
こ
の

工
作
物
も
建
て
た
の
だ
ろ
う
。
非
常

に
狭
く
、
碑
は
後
ろ
の
壁
に
も
た
れ

か
か
っ
て
い
る
の
で
、
碑
石
後
面
の

文
字
は
読
め
な
か
っ
た
。 

 

碑
石
は
灰
色
の
自
然
石
で
、
壁
と
天

井
が
あ
る
の
で
傷
み
も
苔
も
な
い
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
７
月
１
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ105/幅35/奥行24 



 

 

208 

 

【益田市１８】益田市美都町宇津川横見 二ツ倉との境 井戸平左エ門つか 

所在地 益田市美都町宇津川横見 二ツ倉との境 

北緯３４°４１′０７．９４″／東経１３２°０２′３９．５０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【益田市１９】益田市美都町宇津川右田原 仏の峠 なし 

所在地 美都町宇津川右田原 仏の峠の尾根 

北緯３４°４２′２２．４０″／東経１３２°００′４８．６９″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
（
発
起
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
エ
門
つ
か 

［
碑
石
右
面
］
ホ
キ
人
／
サ
イ
ト
ウ
／

イ
チ
ベ
エ 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
の
案
内
に
よ
る
。
美
都
町

宇
津
川
の
横
見
と
二
ツ
倉
を
結
ぶ

旧
道
沿
い
に
あ
る
。
こ
の
道
は
現
在

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
車
も

入
ら
な
い
が
、
以
前
は
２
つ
の
集
落

の
行
き
来
の
た
め
の
往
来
が
か
な

り
あ
っ
た
。
碑
は
倒
れ
て
い
る
が
上

か
ら
見
え
る
２
面
の
文
字
は
読
む

こ
と
が
で
き
た
。 

碑
石
は
灰
色
の
自
然
石
で
傷
み
は

少
な
く
、
苔
が
少
し
あ
る
。 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ165/幅56/奥行22 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
案
内
に
よ
る
。 

県
道
48
号
か
ら
の
山
道
を
登
り
詰

め
た
あ
た
り
に
立
っ
て
い
る
。
尾
根

筋
の
こ
こ
は
分
か
れ
道
に
な
っ
て

お
り
、
北
側
に
降
り
る
と
三
隅
町
下

古
和
に
出
る
。
山
道
を
歩
く
人
た
ち

の
道
標
と
い
う
意
味
も
あ
っ
て
こ

こ
に
建
て
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
。
た
だ
、
こ
の
碑
は
、
地
元
に
は

「
山
姥
（
や
ま
ん
ば
）
が
運
び
上
げ

た
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い

る
。 

碑
石
は
そ
う
堅
そ
う
に
な
い
茶
色

が
か
っ
た
自
然
石
で
、
傷
み
は
な
い

よ
う
だ
が
、
緑
や
白
の
苔
が
か
な
り

生
え
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
25
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ133/幅47/奥行40 

（調査日２０２２年３月 25日） 
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【益田市２０】益田市美都町宇津川右田原 中の原 なし 

所在地 益田市美都町宇津川右田原 中の原 

北緯３４°４２′０８．３４″／東経１３２°００′５２．５８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。
こ
の
場

所
は
県
道
48
号
の
改
良
区
間
に
な

っ
て
お
り
、
新
し
い
道
と
古
い
道
が

並
行
し
て
走
っ
て
い
る
。
旧
道
沿
い

に
は
民
家
も
あ
り
、
道
沿
い
に
地
蔵

堂
も
あ
っ
て
、
そ
の
上
の
小
山
に
な

っ
た
場
所
の
上
の
平
ら
な
面
に
あ

る
。
地
元
の
方
に
よ
る
と
前
年
イ
ノ

シ
シ
が
周
囲
を
掘
っ
て
倒
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。 

前
碑
（
№
19
）
と
近
く
、
直
線
距
離

で
約
４
５
０
㍍
の
近
さ
に
あ
り
、
山

道
と
街
道
の
２
カ
所
に
立
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ130/幅40/奥行17 

（調査日２０２２年３月 25日） 



 

 

210 

 

【津和野町０１】津和野町日原 丸立寺 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 鹿足郡津和野町日原 丸立寺境内 

北緯３４°３２′５７．６４″／東経１３１°５０′０６．６１″ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【
建
立
年
】
文
久
３
年
（
１
８
６
３
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日
［
碑
石
後
面
］
前
御
代

官
／
井
戸
平
左
衛
門
尉
正
明
［
台
石

（
亀
）
後
面
］
文
久
三
／
亥
十
一
月

／
奉
敬
建 

［
調
査
の
経
過
］ 

丸
立
寺
の
山
門
を
入
っ
て
右
手
に

あ
る
。
広
い
台
石
の
上
に
亀
の
形
の

台
石
を
組
み
、
そ
の
上
に
碑
石
が
乗

っ
て
い
る
。
そ
ば
に
あ
る
解
説
板
に

よ
る
と
「
亀
の
台
座
は
亀
趺
（
き
ふ
）

と
い
い
、
中
国
の
伝
説
上
の
生
物
贔

屓
（
ひ
き
＝
亀
に
似
た
神
獣
）
で
す
」

と
あ
る
。 

井
戸
公
碑
の
中
で
こ
の
形
の
碑
は

川
本
町
№
25
と
こ
の
碑
だ
け
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
１
年
６
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ142/幅75/奥行37 

台石１段目（亀の形） 

 高さ70/幅214/奥行218 

台石２段目 

 高さ8/幅242/奥行240 



 

 

211 

 

【邑南町０１】邑南町日和上郷 K112沿い 嗟仁公井戸君碑 

所在地 邑智郡邑南町日和上郷 K1112沿い 

北緯３４°５５′０７．３５″／東経１３２°２３′１０．１５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町０２】邑南町日貫 山之内 K297沿い 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 邑智郡邑南町日貫 山之内 K297沿い 金屋子神社下 

北緯３４°５４′０２．８０″／東経１３２°２０′３７．１１″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
20
年
（
１
８
８
７
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
嗟
仁
公
井
戸
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
廿
年
丁
亥
四
月
／

世
話
人
／
南
原
勇
次
郎
／
寺
本
助

市 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

碑
が
あ
る
の
は
県
道
１
１
２
号
沿

い
で
、
南
は
邑
南
町
矢
上
、
北
は
桜

江
町
川
戸
に
通
じ
る
道
路
。
改
良
が

終
わ
っ
た
区
間
に
、
隣
に
あ
る
地
蔵

堂
と
一
緒
に
移
設
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
。
共
通
の
土
台
の
上
に
並
ん
で
立

っ
て
い
る
。
碑
銘
の
最
初
の
文
字

「
嗟
」
は
地
元
資
料
で
は
「
嘆
き
悲

し
む
と
き
に
発
す
る
声
『
あ
あ
』」
と

解
釈
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
な
ら

っ
た
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
濃
い
茶
色
の
自

然
石
で
、
傷
み
は
な
い
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
７
日
） 

碑石 高さ101/幅31/奥行31 
台石１段目 
  高さ15/幅49/奥行49 
台石２段目 
  高さ21/幅67/奥行67 
台石３段目 
  高さ23/幅92/奥行92 

【
建
立
年
】
明
治
27
年
（
１
８
９
４
） 

【
建
立
者
】
山
之
内
連
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
丑
五
月
廿

六
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門

正
明
君
碑
［
二
段
目
台
石
前
面
］
山

之
内
連
中
［
同
右
面
］
石
工
／
□
□

屋
□
□
□
／
明
治
廿
七
年
／
十
二

月
日
建
之 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
２
９
７
号
沿
い
、
金
屋
子
神
社

の
下
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
３
段
積
ん
で

大
き
な
土
台
を
造
り
、
そ
の
上
に
ほ

か
の
３
基
の
石
碑
と
共
に
立
っ
て

い
る
。 

碑
石
は
軟
ら
か
そ
う
な
灰
色
の
墓

石
型
で
苔
は
ほ
と
ん
ど
な
く
文
字

は
し
っ
か
り
読
め
る
が
、
一
部
に
剥

離
が
あ
り
、
亀
裂
も
少
し
あ
る 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
12
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ155/幅58/奥行56 
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【邑南町０３】邑南町日貫 泊里 K７沿い 井戸正明君碑 

所在地 邑智郡邑南町日貫 泊里 K７沿い 

北緯３４°５２′４３．５０″／東経１３２°２０′２４．７５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町０４】邑南町日貫 東屋 不明 

所在地 邑智郡邑南町日貫 東屋 道路沿い 

北緯３４°５２′１３．１９″／東経１３２°２０′５６．４４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
泊
里
原
・
川
下
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
廿
五
年
第
八
月 

建
設
者
／
泊
里
原
／
川
下
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
７
号
沿
い
に
、
草
相
撲
の
横
綱

初
代
鎧
嶋
の
碑
と
並
ん
で
立
っ
て

い
る
。
新
日
貫
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口

か
ら
約
４
０
０
㍍
で
、
日
貫
で
は
最

も
西
の
碑
と
な
る
。
広
い
道
路
沿
い

の
草
地
で
、
６
年
前
は
大
き
な
木
の

枝
が
あ
っ
て
よ
く
見
え
な
か
っ
た

が
、
そ
の
後
手
入
れ
さ
れ
て
、
今
回

は
草
も
な
く
き
れ
い
だ
っ
た
。 

碑
石
は
軟
ら
か
そ
う
な
茶
色
が
か

っ
た
灰
色
の
自
然
石
で
、
苔
が
か
な

り
あ
り
、
碑
石
の
上
部
の
裏
面
に
は

一
部
剥
落
し
た
痕
跡
も
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
12
日
） 

碑石 高さ62/幅25/奥行23 
台石１段目 
  高さ18/幅46/奥行38 
台石２段目 
  高さ18/幅58/奥行58 
台石３段目 
  高さ25/幅93/奥行96 
台石４段目 
  高さ83/幅187/奥行213 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
不
明
（
読
め
ず
） 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
丑
年
五
月
□

□
日
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門

正
明
碑
［
同
後
面
］（
セ
メ
ン
ト
補
修

の
上
か
ら
）
平
成
十
二
年
六
月
吉
日

／…
…
…

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

東
屋
の
道
路
沿
い
の
谷
側
に
、
こ
の

碑
の
た
め
に
石
を
組
ん
だ
土
台
を

造
り
、
そ
の
上
に
４
段
も
台
石
が
あ

る
墓
石
型
の
碑
。
小
ぶ
り
な
が
ら
台

石
の
段
数
と
い
い
装
飾
と
い
い
格

調
高
い
造
り
だ
が
、
傷
み
が
激
し

い
。
近
く
の
草
む
ら
に
倒
れ
て
い
た

も
の
を
移
設
し
た
と
い
う
が
、
碑
石

裏
面
の
「
平
成
十
二
年
」
が
そ
の
時

期
か
。
明
る
い
と
こ
ろ
に
再
び
立
っ

て
、
碑
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
12
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ182/幅80/奥行70 

台石 高さ26/幅133/奥行94 
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【邑南町０５】邑南町日貫 東屋横手 井戸正明君 

所在地 邑智郡邑南町日貫 東屋横手 三差路の辻 

北緯３４°５２′３０．７８″／東経１３２°２１′３３．１４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町０６】邑南町日貫 宝光寺 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 邑智郡邑南町日貫 宝光寺境内 

北緯３４°５３′０５．４１″／東経１３２°２１′３０．４７″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
６
年
（
１
９
１
７
） 

【
建
立
者
】
横
手
連
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
（
右
に
）

大
正
六
年
九
月
中
旬
（
左
に
）
横
手

連
中
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

東
屋
横
手
の
三
差
路
の
辻
、
山
側
に

立
っ
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
を
４
段
積

ん
で
こ
の
碑
を
建
て
る
場
所
を
作

っ
て
い
る
。 

竹
や
草
が
あ
っ
た
の
で
少
し
切
っ

て
写
真
を
撮
っ
た
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
灰
色
の
自
然
石

で
卵
形
。
傷
み
は
な
く
、
碑
石
に
は

白
っ
ぽ
い
苔
が
少
し
あ
り
、
台
石
に

は
緑
色
の
苔
が
生
え
て
い
る
。 

    （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
12
日
） 

碑石 高さ155/幅66/奥行30 
台石１段目 
  高さ25/幅95/奥行95 
台石２段目 
  高さ29/幅163/奥行122 

【
建
立
年
】
明
治
28
年
（
１
８
９
５
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
右
に
）
享
保
十
八
年
（
左
に
）

五
月
廿
六
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

宝
光
寺
に
は
井
戸
公
の
位
牌
と
、
遺

訓
と
肖
像
が
描
か
れ
た
掛
軸
が
あ

り
、
毎
年
12
月
に
こ
の
二
つ
を
本
堂

に
供
え
て
芋
法
事
を
営
ん
で
い
る
。

碑
石
に
は
建
立
年
が
彫
ら
れ
て
い

な
い
が
、
位
牌
に
「
境
内
石
碑
明
治

廿
八
年
十
月
廿
四
日
建
」
と
書
い
て

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
建
立

年
と
し
た
。 

 

碑
は
境
内
に
上
が
っ
た
右
側
に
あ

る
。
石
質
は
硬
そ
う
な
濃
い
茶
色
の

自
然
石
で
、
白
っ
ぽ
い
苔
は
あ
る

が
、
傷
み
は
な
い
よ
う
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
12
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ73/幅61/奥行21 
台石１段目 
  高さ14/幅63/奥行46 
台石２段目（ブロック） 
  高さ84/幅120/奥行91 
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【邑南町０７】邑南町日貫 花の木 K295沿い 井戸明君 

所在地 邑智郡邑南町日貫 花の木 K295沿い 

北緯３４°５３′１０．３２″／東経１３２°２１′４８．５４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町０８】邑南町日貫 福原 K295沿い 井戸正明碑 

所在地 邑智郡邑南町日貫 福原 K295沿い 

北緯３４°５３′４２．９６″／東経１３２°２２′１９．３４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
23
年
（
１
８
９
０
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
君 

［
碑
石
右
面
］
明
治
二
十
三
年
八
月
一

二
日
□
□
／
享
保
十
八
年
五
月
二

十
六
日 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

日
貫
か
ら
日
和
に
向
か
う
県
道
２

９
５
号
沿
い
に
あ
る
。
道
路
沿
い
と

い
っ
て
も
２
㍍
以
上
高
い
場
所
に

あ
っ
て
、
し
か
も
３
段
目
の
台
石
が

高
く
、
周
囲
は
木
々
に
囲
ま
れ
て
い

る
の
で
、
わ
か
ら
ず
に
通
り
過
ぎ
る

こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
３
段
目

の
台
石
は
巨
石
を
お
に
ぎ
り
の
よ

う
な
形
に
し
て
上
の
碑
を
支
え
る

と
い
う
、
と
て
も
珍
し
い
形
だ
。 

 

碑
石
は
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
自
然
石
で
、

傷
み
も
苔
も
な
い
。 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
12
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
６
年
（
１
９
１
７
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
碑 

［
碑
石
右
面
］
大
正
六
年
八
月
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
２
９
５
号
沿
い
に
あ
り
、
前
碑

（
№
07
）
か
ら
約
２
㌔
、
日
和
方
面

に
進
ん
だ
地
点
。
道
路
か
ら
少
し
入

っ
て
い
る
が
、
前
碑
の
よ
う
に
高
く

は
な
い
の
で
目
に
入
り
や
す
い
。
た

だ
、
周
囲
が
竹
林
で
す
ぐ
に
竹
が
枝

を
伸
ば
す
の
で
、
何
本
か
竹
を
切
っ

て
撮
影
し
て
い
る
。 

少
し
茶
色
が
か
っ
た
灰
色
の
自
然

石
で
、
前
面
の
上
半
分
を
平
ら
に
し

て
碑
銘
を
彫
っ
て
い
る
。
碑
石
も
楕

円
形
、
１
段
目
の
台
石
も
楕
円
形

で
、
苔
が
あ
っ
て
白
っ
ぽ
く
見
え
、

全
体
的
に
穏
や
か
な
感
じ
が
す
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
12
日
） 

碑石 高さ116/幅52/奥行42 
台石１段目 
  高さ18/幅102/奥行64 
台石２段目 
  高さ14/幅108/奥行75 
台石３段目 
  高さ130/幅194/奥行不明 

碑石 高さ132/幅43/奥行44 
台石１段目 
  高さ27/幅114/奥行76 
台石２段目（コンクリート） 
  高さ12/幅164/奥行101 
台石３段目 
  高さ20/幅218/奥行不明 
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【邑南町０９】邑南町日貫 青笹下之段 井戸君 

所在地 邑智郡邑南町日貫 青笹下之段 

北緯３４°５２′５８．００″／東経１３２°２２′３３．８５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町１０】邑南町日貫 青笹上之段 井戸君 

所在地 邑智郡邑南町日貫 青笹上之段 道路沿い 

北緯３４°５３′１１．９４″／東経１３２°２３′３３．８６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
７
年
（
１
９
１
８
） 

【
建
立
者
】
下
之
谷
連
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君 

［
碑
石
左
面
］
大
正
七
年
八
月
七
日
建

之
／
下
之
段
連
中 

石
工
高
橋
乙

十
郎 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
に
場
所
を
聞
い
て
山
に

入
っ
た
が
発
見
で
き
ず
、
そ
の
こ
と

を
伝
え
る
と
、
地
元
の
方
が
２
人
で

碑
ま
で
の
道
と
碑
の
周
囲
を
き
れ

い
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
現
在
は
道

も
な
く
、
田
ん
ぼ
の
奥
の
山
の
中
、

と
い
う
表
現
に
な
る
が
、
碑
の
下
に

は
石
組
み
の
擁
壁
が
続
い
て
お
り
、

昔
は
こ
こ
は
人
々
が
行
き
交
う
道

沿
い
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

碑
石
に
傷
み
は
な
く
、
文
字
も
最
近

彫
っ
た
よ
う
に
く
っ
き
り
読
め
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
16
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
６
年
（
１
９
１
７
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君 

［
碑
石
右
面
］
大
正
六
年
十
一
月 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
碑
（
№
09
）
と
違
い
、
道
路
沿
い

に
あ
る
。
道
路
建
設
の
都
合
で
た
ま

た
ま
そ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
建
立

年
は
こ
ち
ら
が
１
年
早
い
の
で
、
前

碑
は
こ
の
碑
を
参
考
に
し
た
こ
と

が
想
像
で
き
る
。
碑
銘
も
同
じ
だ
。 

２
段
目
の
台
石
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
で
、
上
部
が
何
か
を
た
め
る
よ
う

に
深
さ
10
セ
ン
チ
ほ
ど
彫
っ
て
あ

る
。
水
が
溜
ま
る
台
石
は
唯
一
な
の

で
、
元
々
別
の
用
途
だ
っ
た
工
作
物

を
台
石
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

碑
石
は
茶
色
っ
ぽ
く
見
え
る
が
御

影
石
で
、
傷
み
も
、
苔
も
ほ
ぼ
な
い
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
12
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ111/幅62/奥行40 

台石 高さ25/幅106/奥行不明 

碑石 高さ115/幅66/奥行27 
台石１段目 
  高さ25/幅81/奥行66 
台石２段目（コンクリート） 
  高さ91/幅205/奥行134 
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【邑南町１１】邑南町日貫 簾 K7南 100ｍ 井戸正明君 

所在地 邑智郡邑南町日貫 簾 K7南 100ｍ 道路沿い 

北緯３４°５２′２９．８１″／東経１３２°２２′５９．６０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町１２】邑南町矢上峠ノ原 小掛谷集会所 井戸正明君 

所在地 邑智郡邑南町矢上峠ノ原 小掛谷集会所 

北緯３４°５２′３７．７２″／東経１３２°２３′５７．５４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
吉
原
組
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君 

［
碑
石
右
面
］
明
治
廿
五
年
二
月
中
旬

／
建
之
施
主
吉
原
組
中
／
世
話
人

拾
二
名
［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

以
前
は
県
道
７
号
沿
い
に
あ
っ
た

が
、
県
道
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
、
地

蔵
堂
と
一
緒
に
約
１
０
０
㍍
南
に

移
動
し
安
置
さ
れ
た
。
道
路
沿
い
の

側
溝
横
に
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

基
礎
を
し
て
お
り
、
そ
の
上
に
立
つ

井
戸
公
碑
の
台
石
も
か
な
り
大
き

な
石
を
使
っ
て
い
る
。
見
た
と
こ
ろ

碑
石
と
同
じ
石
質
の
よ
う
だ
。 

碑
石
は
茶
色
っ
ぽ
い
自
然
石
で
傷

み
は
な
く
、
近
年
の
移
動
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
苔
も
少
な
目
だ
。 

  （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
12
日
） 

碑石 高さ70/幅57/奥行29 
台石１段目 
  高さ48/幅84/奥行68 
台石２段目 
  高さ8/幅180/奥行130 
台石３段目（石組） 
  高さ46/幅232/奥行203 

【
建
立
年
】
明
治
31
年
（
１
８
９
８
） 

【
建
立
者
】
小
掛
谷
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君 

［
碑
石
後
面
］
享
保
十
六
年
丑
五
月
廿

六
日
／
明
治
三
十
一
年
十
一
月
建

立
之
／
施
主
小
掛
谷
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
７
号
の
北
側
の
１
段
高
手
に

小
掛
谷
集
会
所
が
あ
り
、
そ
の
庭
の

北
側
に
立
っ
て
い
る
。
同
じ
並
び
に

は
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
広
い
基
礎
の
上

に
地
蔵
な
ど
が
並
ぶ
。
大
き
な
木
も

数
本
あ
っ
て
、
神
聖
な
ゾ
ー
ン
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

井
戸
公
碑
は
そ
の
奥
ま
っ
た
場
所

に
あ
り
、
碑
石
と
１
段
目
の
台
石
は

楕
円
形
、
２
段
目
の
台
石
は
薄
い
が

１
枚
の
石
、
そ
し
て
３
段
目
は
い
ろ

い
ろ
な
大
き
さ
の
石
を
不
規
則
に

積
ん
だ
石
組
み
に
な
っ
て
い
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ113/幅56/奥行42 

台石 高さ36/幅102/奥行153 
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【邑南町１３】邑南町矢上峠ノ原 小掛谷 K7沿い 井戸正明碑 

所在地 邑智郡邑南町矢上峠ノ原 小掛谷 K7沿い 

北緯３４°５２′４９．４０″／東経１３２°２４′１９．４０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町１４】邑南町矢上 諏訪神社参道 井戸正明君之碑 

所在地 邑智郡邑南町矢上 諏訪神社参道 

北緯３４°５３′２１．３５″／東経１３２°２６′３４．１９″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
32
年
（
１
８
９
９
） 

【
建
立
者
】
荻
原
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
碑 

［
碑
石
左
面
］
明
治
三
十
二
年
建
之 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
荻
原
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

同
じ
小
掛
谷
で
の
２
基
目
で
、
こ
ち

ら
は
「
荻
原
中
」
と
な
っ
て
い
る
。

前
碑
（
№
12
）
の
約
７
０
０
㍍
東
と

近
い
。
道
路
沿
い
に
小
さ
な
石
組
で

高
さ
95
㌢
の
基
礎
を
造
り
、
そ
の
上

に
大
き
な
石
を
使
っ
た
台
石
を
２

段
積
ん
で
、
大
ぶ
り
な
自
然
石
の
碑

が
立
つ
。
碑
銘
部
分
は
平
ら
に
し
て

磨
い
て
あ
り
、
白
く
な
っ
て
い
る
。

ほ
か
は
茶
色
が
か
っ
て
お
り
、
傷
み

は
な
い
が
白
っ
ぽ
い
苔
が
少
し
あ

る
。 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
10
年
（
１
９
２
１
） 

【
建
立
者
】
片
平
松
□ 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
之
碑
（
右

に
）
大
正
十
年
八
月 

［
碑
石
後
面
］
施
主
／
片
平
松
□ 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

諏
訪
神
社
は
矢
上
高
校
と
矢
上
小

学
校
の
間
に
あ
る
。
神
社
を
向
い
て

参
道
の
左
側
に
こ
の
碑
が
立
つ
。 

 

拝
殿
前
に
も
３
㍍
を
超
す
井
戸
公

碑
が
あ
り
、
こ
の
碑
は
そ
の
32
年

後
、
し
か
も
施
主
名
か
ら
見
て
個
人

が
奉
納
さ
れ
た
よ
う
な
の
で
、
境
内

の
大
き
な
碑
に
影
響
を
受
け
て
建

立
を
決
め
ら
れ
た
か
。 

碑
石
は
ユ
ニ
ー
ク
な
変
形
の
自
然

石
で
、
元
々
台
石
が
な
か
っ
た
の

か
、
現
在
は
碑
石
の
下
部
が
埋
ま
っ

て
い
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
31
日
） 

碑石 高さ191/幅96/奥行34 
台石１段目 
  高さ33/幅142/奥行83 
台石２段目 
  高さ50/幅260/奥行187 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ118/幅73/奥行18 
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【邑南町１５】邑南町矢上 諏訪神社拝殿向い 井戸君嘉恵碑 

所在地 邑智郡邑南町矢上 諏訪神社拝殿向い 

北緯３４°５３′１７．１４″／東経１３２°２６′３３．３５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町１６】邑南町中野 加茂神社拝殿左手 井戸明府碑 

所在地 邑智郡邑南町中野 加茂神社拝殿左手 

北緯３４°５４′１６．６４″／東経１３２°２７′４３．５７″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
22
年
（
１
８
８
９
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
嘉
恵
碑
（
右
に
）

和
歌
（
左
に
）
當
村
中
／
明
治
二
十

弐
季
晩
秋
吉
日
建
之
／
世
話
人
／

岸
大
氏
／
八
田
利
太 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
碑
（
№
14
）
の
前
か
ら
杉
の
巨
木

の
並
木
を
過
ぎ
て
拝
殿
前
に
出
る

と
、
広
い
庭
に
、
拝
殿
に
向
か
う
よ

う
に
立
つ
。
幅
も
あ
り
、「
そ
そ
り
立

つ
」
と
表
現
し
た
く
な
る
ほ
ど
大
き

な
碑
だ
。
碑
石
前
面
の
碑
銘
の
右
側

に
和
歌
が
彫
っ
て
あ
る
が
行
書
体

で
、
彫
り
が
浅
い
こ
と
も
あ
っ
て
読

み
切
れ
な
か
っ
た
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
赤
味
の
強
い
茶

色
の
自
然
石
で
、
傷
み
は
な
い
が
緑

色
の
苔
が
少
し
あ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
31
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
10
年
（
１
９
２
１
） 

【
建
立
者
】
中
野
村
戸
主
會 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
碑
（
左
に
）

大
社
教
管
長
千
家
尊
有
書
㊞
㊞
㊞ 

［
碑
石
左
面
］
中
野
村
戸
主
會
／
大
正

十
年
八
月
建
設 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

拝
殿
の
左
側
に
高
さ
約
２
㍍
の
石

垣
を
積
み
、
そ
の
上
に
あ
る
境
内
社

に
並
ん
で
、
左
側
に
立
っ
て
い
る
。

矢
上
の
諏
訪
神
社
の
碑
も
大
き
い

が
、
こ
ち
ら
も
大
型
の
碑
だ
。
石
垣

の
上
の
玉
垣
に
囲
ま
れ
て
い
る
の

で
境
内
か
ら
は
か
な
り
高
く
見
え

る
。 

碑
石
は
茶
色
の
自
然
石
で
傷
み
は

な
く
、
白
っ
ぽ
い
苔
が
少
し
生
え
て

い
る
。
全
体
が
少
し
前
に
傾
い
て
い

る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ291/幅160/奥行30 

台石 高さ42/幅250/奥行140 

碑石 高さ230/幅144/奥行54 
台石１段目 
  高さ34/幅131/奥行116 
台石２段目 
  高さ64/幅212/奥行183 
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【邑南町１７】邑南町中野 長円寺山門前 泰雲院殿大居士石碑 

所在地 邑智郡邑南町中野 長円寺山門前 

北緯３４°５４′１９．５５″／東経１３２°２７′４９．２６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町１８】邑南町中野掛屋 道路沿い 井戸正朋君碑 

所在地 邑智郡邑南町中野掛屋 K297東側道路沿い 

北緯３４°５４′３９．９３″／東経１３２°２８′１１．７６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
右
面
］
泰
雲
院
殿
大
居
士
石
碑 

［
碑
石
前
面
］
南
无
阿
弥
陀
佛 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑
／
五
月

廿
六
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

加
茂
神
社
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
長

円
寺
。
山
門
の
前
の
右
手
に
立
っ
て

お
り
、
正
面
に
は
「
南
无
阿
弥
陀
佛
」

を
彫
り
、
右
面
に
井
戸
公
の
法
名
を

彫
っ
て
い
る
が
、「
義
岳
良
忠
」
の
な

い
も
の
で
、
珍
し
い
。 

碑
石
は
前
面
か
ら
だ
と
墓
石
型
に

近
い
が
、
全
体
と
し
て
は
自
然
石
の

形
を
生
か
し
た
も
の
。 

１
段
目
の
台
石
は
円
形
に
近
い
形

で
、
２
段
目
は
大
き
め
で
形
を
そ
ろ

え
た
石
で
囲
ん
で
い
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
朋
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
世
話
人
／
掛
屋
／
小
笠

原
松
太
郎
／
土
地
寄
附
人
／
藤
下

豊
市
［
碑
石
左
面
］
釈
昇
映
謹
書
［
碑

石
後
面
］
碑
文
（
次
葉
に
記
載
） 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
２
９
７
号
を
東
へ
少
し
入
っ

た
道
路
沿
い
の
広
場
に
立
っ
て
い

る
。
前
２
基
（
№
16
・
17
）
と
か
な

り
近
い
。 

碑
石
後
面
の
碑
文
（
次
葉
に
記
載
）

に
よ
る
と
昭
和
天
皇
の
即
位
記
念

に
建
立
し
て
い
る
。 

碑
石
は
目
の
細
か
い
硬
そ
う
な
灰

色
の
自
然
石
で
、
碑
石
と
１
段
目
台

石
の
間
は
セ
メ
ン
ト
で
補
修
し
て

あ
る
が
、
傷
み
は
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
31
日
） 

碑石 高さ131/幅34/奥行32 
台石１段目 
  高さ18/幅68/奥行59 
台石２段目 
  高さ37/幅123/奥行125 
 

碑石 高さ148/幅78/奥行39 
台石１段目 
  高さ30/幅105/奥行82 
台石２段目 
  高さ26/幅163/奥行162 
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【邑南町１８】邑南町中野掛屋 道路沿い 井戸正朋君碑 続き（碑文） 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町１９】邑南町井原上町 満行寺参道 井戸正明君碑 

所在地 邑智郡邑南町井原上町 満行寺参道入口 

北緯３４°５４′０２．８０″／東経１３２°２０′３７．１１″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

1.  

 

 

 

 

 

 

井
戸
君
為
銀
山
大
森
代
官
時
領
内
穀
不
実
立 

賑
恤
法
直
救
之
且
教
甘
藷
栽
培
永
備
災
飢
饉 

至
甚
負
責
一
身
以
非
常
手
段
助
之
鴻
沢
通
神 

矣
享
保
十
八
年
五
月
六
十
二
才
而
歿
茲
建
碑
表 

美
績
以
使
勤
焉 

  
 
 
 
 

昭
和
三
年
十
一
月 

釈
敦
實
撰
并
書 

 
 
 
 
 

御
即
位
大
典
記
念
建 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
野
村 

橋
田
勘
治
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆
井
田 

藤
田 

 

巌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

掛 

屋 
小
笠
原
光
子 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
中
ノ
村
石
工
上
田
忠
三

郎
／
明
治
二
十
五
年
／
五
月
二
十

六
日
建
之
村
中
［
碑
石
左
面
］
世
話

人
／
藤
岡
吉
三
郎
／
森
岡
森
三
郎

／
武
分
忠
四
郎 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
２
６
１
号
か
ら
東
へ
入
る
と

す
ぐ
に
あ
る
満
行
寺
。
参
道
の
入
口

が
曲
が
り
角
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
突
き
当
り
に
碑
が
あ
る
。
庫
裏
の

塀
の
基
礎
と
壁
を
鉤
の
手
に
欠
い

て
、
外
を
通
る
人
か
ら
も
見
え
る
よ

う
に
、
こ
の
碑
だ
け
塀
の
外
に
出
し

て
あ
る
。 

 

碑
石
は
茶
色
の
大
ぶ
り
な
自
然
石
。

傷
み
は
な
く
、
苔
が
少
し
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
７
日
） 

碑文面（碑石後面） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ193/幅115/奥行67 

台石 高さ22/幅154/奥行123 
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【邑南町２０】邑南町市木麦尾 集会所 井戸正明墓 

所在地 邑智郡邑南町市木麦尾 集会所前道路沿い 

北緯３４°５０′３６．６９″／東経１３２°２３′３７．９６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町２１】邑南町上田所中野原 旧道沿い 井戸君碑 

所在地 邑智郡邑南町上田所中野原 旧道沿い 

北緯３４°４９′３４．９９″／東経１３２°２９′１７．４３″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
麦
尾
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
墓
（
右
に
）

明
治
二
十
五
年
十
一
月
（
左
に
）
麦

尾
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
３
２
７
号
（
原
山
雲
海
ロ
ー

ド
）
の
カ
ー
ブ
か
ら
西
北
に
折
れ
て

４
５
０
㍍
進
む
と
三
差
路
に
な
り
、

そ
の
広
場
に
集
会
所
「
醇
厚
舎
」
が

あ
る
。
集
会
所
の
道
路
側
に
ブ
ロ
ッ

ク
で
広
い
２
段
の
基
礎
を
作
っ
て
、

石
碑
な
ど
を
建
て
て
お
り
、
井
戸
公

碑
は
そ
の
中
央
に
立
つ
。 

 

安
定
感
の
あ
る
重
厚
な
台
石
に
乗

る
碑
石
は
ほ
ぼ
円
形
の
自
然
石
。
前

面
に
碑
銘
、
建
立
年
、
建
立
者
が
大

き
な
字
で
彫
っ
て
あ
り
、
わ
か
り
や

す
く
、
気
持
ち
の
い
い
碑
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
15
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
44
年
（
１
９
１
１
） 

【
建
立
者
】
中
ノ
原
・
玉
田 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
碑 

［
碑
石
左
面
］
明
治
四
十
四
年
二
月
建

之
／
中
ノ
原
／
玉
田 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
２
６
１
号
と
並
行
し
て
い
る

西
側
の
道
路
沿
い
に
立
っ
て
い
る
。

国
道
と
碑
の
間
に
は
田
ん
ぼ
し
か

な
い
の
で
、
国
道
か
ら
も
よ
く
見
え

る
。
上
田
所
郵
便
局
の
す
ぐ
南
だ
。 

側
溝
を
ま
た
ぐ
と
す
ぐ
に
あ
り
、
１

枚
岩
の
厚
い
台
石
の
上
に
乗
っ
て

い
る
碑
石
は
濃
い
茶
色
の
自
然
石
。

奥
行
も
あ
り
、
前
面
の
碑
銘
の
文
字

は
深
さ
５
㌢
の
深
さ
に
く
っ
き
り

と
彫
っ
て
あ
る
。
文
字
の
周
り
が
剥

落
し
て
い
な
い
ほ
ど
に
、
全
体
に
傷

み
は
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
15
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ96/幅91/奥行30 

台石 高さ29/幅127/奥行72 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ141/幅58/奥行60 

台石 高さ48/幅150/奥行113 
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【邑南町２２】邑南町上亀谷朝原 大歳神社 井戸君碑 

所在地 邑智郡邑南町上亀谷朝原 大歳神社 

北緯３４°５０′１８．５２″／東経１３２°３０′３４．３５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町２３】邑南町出羽 町道沿い 井戸君碑 

所在地 邑智郡邑南町出羽 町道沿い 

北緯３４°５１′２７．９４″／東経１３２°３２′３７．０７″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
朝
原
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
碑 

［
碑
石
前
面
］
明
治
三
十
年
十
一
月
二

十
二
日
／
朝
原
中
［
碑
石
左
面
］
発

起
人
三
上
才
七
［
そ
の
ほ
か
］
文
字

な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

大
歳
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
す

ぐ
右
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
囲
み
の
中
に
立

っ
て
い
る
。
隣
の
石
柱
（
写
真
下
）

に
表
「
君
公
高
徳
広
人
知
傳
誠
心
以

奉
／
境
内
移
敬
同
志
数
名
再
建
謹

言
」
裏
「
旧
跡
地
西
北
十
五
米
／
平

成
二
年
松
月
吉
日
／
発
起
人
／
上

田
治
郎
一
／
三
上
正
行
／
土
佐
豊

／
日
高
勇
／
田
代
秀
一
」
と
あ
る
の

で
、
平
成
２
年
に
こ
こ
に
移
設
さ
れ

た
よ
う
だ
。
地
元
の
皆
さ
ん
に
大
切

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
15
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

出
羽
地
内
の
町
道
沿
い
に
立
つ
。
電

柱
「
瑞
穂
（
幹
）
62
」
の
横
に
な
る
。

す
ぐ
隣
に
小
さ
な
御
影
石
の
石
柱

が
あ
り
「
町
道
小
河
内
淀
原
線
／
工

事
の
た
め
移
転
建
設
／
平
成
十
六

年
十
一
月
吉
日
」
と
あ
る
。
山
田
か

ら
移
転
し
た
よ
う
だ
が
、
石
柱
は
前

碑
（
№
22
）
を
参
考
に
し
た
と
思
わ

れ
る
。
移
転
の
経
過
が
よ
く
わ
か

る
。 

大
き
め
の
石
を
組
ん
だ
広
い
２
段

目
の
台
石
に
は
し
っ
か
り
目
地
が

入
れ
て
あ
り
、
そ
の
上
に
１
段
目
台

石
と
碑
石
が
乗
っ
て
い
る
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
15
日
） 

碑石 高さ132/幅67/奥行45 
台石１段目 
  高さ39/幅170/奥行88 
台石２段目 
  高さ31/幅190/奥行200 
 

碑石 高さ150/幅94/奥行21 
台石１段目 
  高さ27/幅126/奥行69 
台石２段目（石組） 
  高さ61/幅241/奥行176 
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【邑南町２４】邑南町原村 西福寺 井戸公頌徳碑 

所在地 邑智郡邑南町原村 西福寺 本堂左奥 

北緯３４°５２′１４．５８″／東経１３２°３３′２３．４２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町２５】邑南町高見 高福寺 井戸明君碑 

所在地 邑智郡邑南町高見 高福寺境内 

北緯３４°５４′２７．７４″／東経１３２°３３′１８．１３″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
43
年
（
１
９
１
０
） 

【
建
立
者
】
和
田
・
原
村
・
上
原 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
頌
徳
碑
（
右
に
）

享
保
十
八
年
五
月
二
十
七
日
逝
去

（
左
に
）
明
治
四
十
三
年
七
月
二
十

七
日
建
之
／
味
は
ひ
の
深
き
井
戸

な
り
源
清
水
／
古
川
春
龍
（
下
に
）

和
田
／
原
村
／
上
原 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

西
福
寺
の
近
く
の
３
つ
の
集
落
の

皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
建
て
ら

れ
て
お
り
、
俳
句
も
添
え
ら
れ
て
風

流
だ
。
台
石
が
３
段
も
あ
り
、
総
高

さ
は
３
４
８
㌢
と
、
邑
南
町
で
最
も

高
い
。 

 

広
い
庭
だ
が
、
と
て
も
よ
く
手
入
れ

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
碑
も
最
近
磨
い

た
か
の
よ
う
に
き
れ
い
で
、
調
査
も

気
持
ち
よ
く
で
き
た
。 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
15
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
32
年
（
１
８
９
９
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
君
碑 

［
碑
石
後
面
］
明
治
三
十
二
年
三
月
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
31
号
の
西
側
に
あ
る
高
福
寺
。

本
堂
の
右
手
に
、
「
開
基
善
信
と
乳

母
の
碑
」
と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。 

碑
石
は
高
さ
も
幅
も
あ
っ
て
大
ぶ

り
な
碑
で
、
台
石
も
１
枚
岩
を
使
っ

て
い
る
。 

碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
硬
そ
う
な

自
然
石
で
、
傷
み
は
な
い
。
緑
色
と

白
っ
ぽ
い
苔
が
少
し
生
え
て
い
る
。 

 
 
 

     

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
15
日
） 

碑石 高さ239/幅107/奥行55 
台石１段目 
  高さ31/幅103/奥行113 
台石２段目 
  高さ37/幅212/奥行225 
台石３段目 
  高さ41/幅287/奥行287 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ194/幅123/奥行31 

台石 高さ39/幅137/奥行122 
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【邑南町２６】邑南町八色石 龍岩保養館 井戸正明君 

所在地 邑智郡邑南町八色石 龍岩保養館入口スロープ沿い 

北緯３４°５６′２６．２０″／東経１３２°３３′２３．８８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【邑南町２７】邑南町鱒渕馬野原上 集会所裏山 井戸正明君碑 

所在地 邑智郡邑南町鱒渕馬野原上 集会所裏山 

北緯３４°５２′５２．８８″／東経１３２°３１′２０．４２″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
７
年
（
１
９
１
８
） 

【
建
立
者
】
松
島
松
次
郎 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
（
右
に
）

大
正
七
年
四
月
（
左
に
）
松
島
松
次

郎
建
之 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
年
六
月
廿
七

日
死
去
／
享
年
六
十
二
才 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
31
号
の
す
ぐ
東
に
あ
る
八
色

石
の
龍
岩
保
養
館
の
、
道
路
か
ら
建

物
に
上
が
る
ス
ロ
ー
プ
の
横
に
地

蔵
堂
と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。
松
島

さ
ん
と
い
う
個
人
の
方
の
建
立
に

な
っ
て
お
り
、
情
報
が
正
し
く
伝
わ

ら
な
か
っ
た
か
、
井
戸
公
の
命
日

（
５
月
26
日
）
が
違
う
日
に
な
っ
て

い
る
。
碑
石
は
硬
い
石
の
よ
う
で
、

碑
銘
以
外
の
文
字
は
彫
り
が
浅
く
、

読
み
に
く
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
15
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
３
年
（
１
９
１
４
） 

【
建
立
者
】
馬
野
原
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
碑 

［
碑
石
左
面
］
大
正
三
年
四
月
一
日
建

之
／
馬
野
原
中
［
碑
石
後
面
］（
徳
利

と
短
冊
、
盃
の
絵
）
酒
さ
い
飲
バ
み

わ
は
た
か
て
も
や
ど
の
可
ゝ
志
ち

に
を
く
か
な
／
雲
州
石
夢
／
石
工

矢
上
植
田
勘
治
郎 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
２
６
１
号
か
ら
県
道
７
号
を

東
へ
約
２
・
５
㌔
進
む
と
馬
野
原
集

会
所
。
そ
の
裏
山
の
頂
上
に
薬
師
如

来
堂
と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。
す
ら

り
と
背
の
高
い
碑
で
、
下
の
県
道
か

ら
も
よ
く
見
え
る
が
、
こ
の
碑
の
特

徴
は
裏
面
の
詩
だ
。
石
工
さ
ん
が
彫

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
非
常
に
珍
し

く
、
ほ
か
に
は
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
15
日
） 

碑石 高さ83/幅70/奥行14 
台石１段目 
  高さ21/幅65/奥行53 
台石２段面 
  高さ14/幅98/奥行74 
 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ178/幅75/奥行36 

台石 高さ34/幅186/奥行160 
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【川本町０１】川本町因原 児童公園入口 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 邑智郡川本町因原 児童公園入口左手道路沿い               （芋殿№09） 

北緯３４°５７′４３．０９″／東経１３２°２８′１３．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町０２】川本町日向 丸谷産業横（新碑） 泰雲院殿 

所在地 邑智郡川本町日向 丸谷産業横（新碑）                  （芋殿№20） 

北緯３４°５８′２８．０６″／東経１３２°２８′５９．０８″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
20
年
（
１
８
８
７
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五
月
廿

六
日
［
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明
碑
［
後

面
］
明
治
廿
年
四
月
四
日
造
之
［
二
段
目
台

石
前
面
］
村
中
／
世
話
人
／
日
高
常
四
郎

／
日
高
豊
平
／
年
五
十
六
才
／
石
工
／
山

中
平
八
［
同
左
面
］
四
十
戔
／
中
垣
亀
市
郎

／
四
十
松
川
秀
三
郎
／
三
十
戔
／
左
田
野

菊
太
郎
／
丸
橋
常
十
郎
／
二
十
五
戔
／
中

垣
圓
次
郎
／
二
十
戔
／
原
田
房
太
良
／
十

五
中
垣
順
二
良
／
渡
里
利
三
良
／
中
垣
幸

十
良
／
左
田
野
清
七
／
植
田
平
四
郎
／
田

平
清
四
良
／
十
五
佐
々
七
三
郎
［
同
後
面
］

市
川
林
治
［
同
右
面
］
十
戔
／
日
高
傳
三
郎

／
野
田
幸
助
／
市
川
信
市
／
佐
田
ノ
岩
吉

／
佐
田
ノ
庄
太
／
中
垣
要
吉
／
佐
田
野
弥

吉
／
道
垣
忠
四
良
／
十
五
藤
田
千
恵
次
／

中
垣
順
二
良
／
丸
橋
徳
三
良
／
岡
村
浅
吉

／
二
十
中
田
文
三
良
／
堂
面
新
四
良
／
田

平
啓
市
／
堂
免
三
市
／
月
森
秀
市
／
宮
前

後
三
良 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

児
童
公
園
の
入
口
に
た
く
さ
ん
の

石
碑
と
地
蔵
と
と
も
に
並
ぶ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
元
年
（
１
９
１
２
） 

【
建
立
者
】
日
向
区
中
・
青
年
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
三
年
五
月
廿
六

日 

［
碑
石
左
面
］
大
正
元
年
十
二
月
吉
日

／
日
向
区
中
／
外
／
青
年
中
／
世

話
人
／
渡
邊
梅
市
／
木
村
繁
市
／

石
工
山
本
小
三
郎
／
渡
邊
岩
市 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

江
の
川
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
丸
谷

産
業
の
横
の
道
路
沿
い
に
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
基
礎
の
上
の
地
蔵
堂
の

隣
に
２
つ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
そ

の
右
側
が
こ
の
碑
で
、
青
年
た
ち
も

建
立
に
関
わ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

左
隣
に
あ
る
小
さ
な
碑
は
旧
碑
で
、

上
部
が
欠
損
し
た
た
め
、
こ
の
碑
が

新
し
く
建
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ157/幅95/奥行48 

台石 高さ31/幅123/奥行98 

碑石 高さ112/幅34/奥行32 
台石１段目 
  高さ23/幅56/奥行56 
台石２段目 
  高さ28/幅80/奥行80 
台石３段目 
  高さ31/幅107/奥行107 

（「芋殿さんの碑」の掲載番号↑） 
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【川本町０３】川本町日向 丸谷産業横（旧碑） …………士 

所在地 邑智郡川本町日向 丸谷産業横（旧碑）                 （芋殿 なし） 

北緯３４°５７′４３．０９″／東経１３２°２８′１３．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 
 

【川本町０４】川本町中倉 芋殿さん公園 泰雲院殿碑 

所在地 邑智郡川本町中倉 芋殿さん公園                              （芋殿№23） 

北緯３４°５８′３５．５２″／東経１３２°２９′３３．７７″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］…

…
…

士 
［
碑
石
右
面
］
癸
丑
／
六
日 

［
碑
石
左
面
］
門
□
正
明 

［
調
査
の
経
過
］ 

前
碑
（
№
02
）
の
旧
碑
で
あ
る
。 

こ
の
碑
の
欠
損
を
受
け
て
新
碑
が 

建
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
碑
は
墓
石
型
で
、
幅
も
奥
行 

き
も
小
さ
め
な
の
で
、
碑
石
の
高 

さ
は
90
㌢
ま
で
と
想
像
す
る
。
前 

面
の
文
字
に
「
士
」
が
あ
る
の
で 

「
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士
」
だ
っ 

た
か
。 

２
段
の
台
石
は
後
日
有
志
の
方
が 

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
傷
み
は
な 

い
。 

一
部
と
は
い
え
、
碑
の
姿
が
残
っ 

て
い
る
の
で
、
１
基
と
数
え
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

【
建
立
年
】
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
係
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑
（
左
に
）

菅
了
法
書
㊞
㊞ 

［
碑
石
左
面
］
昭
和
八
年
六
月
改
建
／

世
話
係 

青
年
団
／
睦
会 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

江
の
川
の
東
側
の
高
手
に
位
置
す

る
中
倉
。
地
区
の
曲
が
り
角
を
利
用

し
て
こ
の
碑
だ
け
の
た
め
の
公
園

「
中
倉
芋
殿
さ
ん
公
園
」
が
作
ら
れ

て
い
て
感
動
し
た
。
道
路
側
に
は
生

け
垣
が
あ
っ
て
碑
は
見
え
に
く
い

が
、
中
に
入
る
と
、
舗
装
し
た
広
場

に
こ
の
碑
と
案
内
板
が
あ
る
。 

 

「
昭
和
８
年
改
建
」
と
あ
る
の
で
、

そ
の
と
き
に
今
の
姿
に
な
っ
た
の

か
、
公
園
整
備
の
と
き
だ
っ
た
か
わ

か
ら
な
い
が
、
特
別
な
場
所
を
与
え

ら
れ
た
碑
は
誇
ら
し
げ
に
見
え
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ37/幅24/奥行19 
台石１段目 
  高さ12/幅36/奥行37 
台石２段目 
  高さ9/幅46/奥行46 

新
旧
碑
が
並
ん
で
い
る
姿 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ169/幅75/奥行30 
台石１段目 
  高さ24/幅103/奥行76 
台石２段目（石組） 
  高さ84/幅208/奥行173 
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【川本町０５】川本町市井原 全長寺下 泰雲院殿 

所在地 邑智郡川本町市井原 全長寺下 K31沿い                                  （芋殿№27） 

北緯３４°５８′３１．３４″／東経１３２°３０′１７．０７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町０６】川本町谷 大町氏宅横 K31沿い 井戸君碑 

所在地 邑智郡川本町谷 大町氏宅横 K31沿い                                      （芋殿№17） 

北緯３４°５９′０３．３３″／東経１３２°２９′４９．０５″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
市
井
原
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日 

［
碑
石
左
面
］
市
井
原
組
中
／
世
話
人

／
横
田
房
市
／
井
手
吾
市 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

市
井
原
の
県
道
31
号
の
角
に
、
田
ん

ぼ
を
一
部
狭
く
し
て
建
て
ら
れ
て

い
る
。
建
立
年
が
不
明
だ
が
、
前
碑

（
№
04
）
と
構
造
が
似
て
い
る
。
自

然
石
の
碑
で
碑
銘
が
同
じ
、
台
石
が

２
段
で
２
段
目
は
石
組
み
で
あ
る
。 

総
高
さ
も
３
㌢
し
か
違
わ
な
い
。 

 

サ
ツ
マ
イ
モ
に
見
立
て
た
か
、
細
丸

い
石
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
黒
っ
ぽ
い
自
然

石
で
傷
み
は
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
谷
組
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
碑
（
右
に
）
明

治
三
十
年
建
立
（
下
に
）
建
立
／
谷

組
中
／
世
話
人
／
片
山
熊
太
郎
／

土
井
為
治 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
碑
（
№
05
）
と
同
じ
県
道
31
号
沿

い
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
自
然
石

の
碑
石
に
２
段
の
台
石
、
２
段
目
は

石
組
み
と
い
う
構
造
は
似
て
い
る

が
、
碑
銘
は
違
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
の
上
部
が
厚
く
、
下
部
が
細

い
。
前
か
ら
見
て
も
下
部
が
狭
い
の

で
安
定
が
悪
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

１
２
０
年
以
上
こ
う
し
て
立
ち
続

け
て
い
る
。
た
だ
、
隣
に
植
え
た
庭

木
が
大
き
く
な
っ
て
枝
も
広
が
り
、

碑
が
隠
れ
が
ち
で
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ152/幅59/奥行48 
台石１段目 
  高さ29/幅110/奥行82 
台石２段目（石組） 
  高さ93/幅196/奥行188 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ146/幅60/奥行38 
台石１段目 
  高さ36/幅91/奥行60 
台石２段目（石組） 
  高さ67/幅187/奥行不明 
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【川本町０７】川本町川本 法隆寺 井戸明府頌徳碑 

所在地 邑智郡川本町川本 法隆寺 鐘楼門横                                      （芋殿№22） 

北緯３４°５９′２３．３１″／東経１３２°２９′４１．５４″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町０８】川本町畑野 鶴ヶ城 井戸君之碑 

所在地 邑智郡川本町畑野 鶴ヶ城                                                （芋殿№18） 

北緯３４°５９′３６．６９″／東経１３２°３１′１１．８５″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
頌
徳
碑 

［
碑
石
左
面
］
昭
和
五
年
四
月
二
十
二

日
建
立 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

川
本
町
内
に
は
昭
和
以
降
に
建
て

ら
れ
た
（
再
建
を
含
む
）
碑
が
多
い

が
、
こ
の
碑
も
そ
の
う
ち
の
一
つ

で
、
昭
和
５
年
の
建
立
。 

 

比
較
的
新
し
い
こ
と
、
し
か
も
堅
そ

う
な
自
然
石
を
使
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
新
品
同
様
の
外
観
で
、

そ
の
上
こ
の
碑
に
は
白
っ
ぽ
い
苔

も
ほ
と
ん
ど
生
え
て
な
い
。 

 

石
段
を
上
が
っ
て
鐘
楼
門
を
く
ぐ

っ
た
す
ぐ
左
手
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ

た
庭
に
立
っ
て
い
る
。 

  
 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
31
年
（
１
８
９
８
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
之
碑 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
年
十
二
月
廿

五
日 

［
碑
石
後
面
］
明
治
三
十
一
年
五
月
四

日
建
之
／
當
村
中
／
世
話
人
／
松

田
乙
市
／
宮
田
国
市
／
上
田
品
市

／
石
田
菊
市
／
上
原
与
市 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

美
郷
町
境
の
畑
野
地
区
。
集
落
の
奥

ま
っ
た
と
こ
ろ
に
三
差
路
が
あ
り
、

そ
の
辻
が
小
山
に
な
っ
て
い
て
、
そ

の
上
に
、
集
落
を
見
下
ろ
す
よ
う
に

碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

「
當
村
中
」
が
横
書
き
し
て
あ
る
の

だ
が
、
今
風
に
左
か
ら
彫
っ
て
あ

る
。
明
治
時
代
に
横
書
き
を
左
か
ら

書
く
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
２
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ119/幅56/奥行22 

台石 高さ21/幅75/奥行48 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ143/幅77/奥行47 
台石１段目 
  高さ32/幅140/奥行72 
台石２段目（石組） 
  高さ104/幅246/奥行216 
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【川本町０９】川本町木路原 元踏切沿い 井戸朙府碑 

所在地 邑智郡川本町木路原 元踏切沿い K40沿い                                （芋殿№21） 

北緯３４°５９′４８．６３″／東経１３２°３０′２８．３５″ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町１０】川本町久座仁 警察官舎下 井戸明君碑 

所在地 邑智郡川本町久座仁 警察官舎下 K291沿い                               （芋殿№19） 

北緯３４°５９′５２．９６″／東経１３２°３０′０７．１３″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
３
年
（
１
９
１
４
） 

【
建
立
者
】
木
路
原
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
朙
府
碑 

［
碑
石
右
面
］
大
正
三
年
十
一
月
二
十

五
日
建
之
［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八

年
五
月
廿
七
日
［
碑
石
後
面
］
世
話

人
／
品
川
幸
一
／
中
島
菊
市
／
松

嶋
竹
市
／
木
原
梅
太
／
甲
山
龍
三

郎
［
二
段
目
台
石
前
面
］
木
路
原
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

江
の
川
沿
い
を
通
る
県
道
40
号
沿

い
東
側
の
天
満
宮
に
、
大
き
な
石
を

組
ん
だ
高
さ
約
１
１
０
㌢
の
基
礎

を
造
り
、
そ
の
上
に
地
蔵
堂
、
祠
、

井
戸
公
碑
が
並
ん
で
い
る
。 

 

碑
石
は
硬
そ
う
な
茶
色
が
か
っ
た

自
然
石
で
、
傷
み
は
な
い
よ
う
だ

が
、
白
っ
ぽ
い
苔
に
覆
わ
れ
て
い

る
。
調
査
日
に
は
前
の
花
立
て
に
白

と
紫
の
花
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

【
建
立
年
】
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）

再
建 

【
建
立
者
】
川
下
村
有
志
者 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
二
十

六
日
［
碑
石
左
面
］
明
治
三
十
九
年

九
月
吉
日
建
之
［
三
段
目
台
石
前

面
］
川
下
村
有
志
者
［
同
左
面
］
発

起
人
／
三
宅
惇
／
三
宅
嘉
一
郎
／

世
話
人
／
百
田
善
次
郎
／
江
﨑
國

太
／
江
﨑
熊
市 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

江
の
川
沿
い
の
県
道
２
９
１
号
沿

い
に
立
つ
。
昭
和
62
年
に
碑
石
の
み

更
新
さ
れ
た
（
平
成
２
年
川
本
町
歴

史
研
究
会
「
芋
殿
さ
ん
の
碑
」）
が
、

同
じ
文
字
が
彫
ら
れ
た
。
台
石
は
明

治
39
年
の
も
の
で
文
字
も
当
時
の

も
の
。
昭
和
の
建
立
者
名
は
「
芋
殿

さ
ん
の
碑
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ140/幅90/奥行26 
台石１段目 
  高さ18/幅127/奥行88 
台石２段目（石組） 
  高さ34/幅166/奥行151 

碑石 高さ77/幅31/奥行25 
台石１段目 
  高さ19/幅47/奥行42 
台石２段目 
  高さ13/幅67/奥行54 
台石３段目 
  高さ25/幅74/奥行63 
台石４段目 
  高さ12/幅82/奥行79 
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【川本町１１】川本町谷戸 小笠原氏宅横 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 邑智郡川本町谷戸 小笠原氏宅横  K187沿い                               （芋殿№25） 

北緯３４°５９′５１．４７″／東経１３２°２８′５４．７３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町１２】川本町三島 龍源寺 井明府之碑 

所在地 邑智郡川本町三島 龍源寺                                                （芋殿№13） 

北緯３４°５８′４３．６２″／東経１３２°２９′０２．４３ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）

再
建 

【
建
立
者
】
谷
戸
区
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
昭
和
二
十
九
年
十
二
月

再
建
之
／
谷
戸
区
中
／
地
主
小
笠

原
義
加
［
そ
の
ほ
か
］（
花
立
て
に
）

施
主
上
阪
米
市 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
１
８
７
号
沿
い
に
立
つ
。
石
組

み
の
３
段
目
台
石
は
こ
の
敷
地
全

体
の
基
礎
に
な
っ
て
お
り
、
碑
の
部

分
だ
け
前
に
出
し
た
形
。
昭
和
29
年

の
再
建
と
な
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら

く
前
碑
の
姿
と
刻
字
内
容
を
踏
襲

し
、
碑
石
だ
け
御
影
石
に
変
更
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
全
体
の
印
象
は

か
な
り
前
の
時
代
の
石
碑
の
雰
囲

気
を
持
っ
て
い
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

【
建
立
年
】
平
成
10
年
（
１
９
９
８
）

再
建 

【
建
立
者
】
三
嶋
中 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
逝
去 

［
碑
石
左
面
］
明
治
廿
二
年
三
月
建
之 

［
碑
石
後
面
］
碑
文
（
次
葉
に
掲
載
） 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
三
嶋
中
［
同
右

面
］
是
光
虎
次
良
／
木
村
幸
三
良
／

玉
川
房
次
郎
／
車
間
乕
市
／
地
主

／
玉
川
助
市
［
同
左
面
］
発
起
人
／

森
脇
恒
三
郎
／
世
話
人
／
森
脇
猪

太
郎
／
丸
山
嘉
六
／
前
島
佐
吉 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

こ
の
碑
は
当
初
三
島
神
社
下
の
道

路
沿
い
に
あ
っ
た
が
、
平
成
７
年
の

防
災
事
業
の
際
に
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
、
福
光
石
だ
っ
た
も
の
を
御

影
石
と
し
、
同
寸
法
、
同
内
容
で
龍

源
寺
境
内
に
再
建
さ
れ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
２
日
） 

碑石 高さ94/幅33/奥行27 
台石１段目 
  高さ29/幅56/奥行56 
台石２段目 
  高さ24/幅65/奥行63 
台石３段目（石組） 
  高さ91/幅148/奥行153 
台石４段目 
  高さ30/幅184/奥行不明 

碑石 高さ100/幅34/奥行34 
台石１段目 
  高さ44/幅61/奥行61 
台石２段目 
  高さ25/幅77/奥行77 
台石３段目（石組） 
  高さ31/幅102/奥行102 
台石４段目 
  高さ30/幅133/奥行133 
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【川本町１２】川本町三島 龍源寺 井明府之碑 続き（碑文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町１３】川本町木谷 木谷石塔横 井明府之碑 

所在地 邑智郡川本町木谷 木谷石塔横                                            （芋殿№11） 

北緯３４°５８′１３．２１″／東経１３２°２８′０８．１８″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑 
 
 

文 

享
保
大
飢
饉
の
折
石
見
銀
山
領
民
の
命
を
救
っ
た
代
官
井
戸
平
佐
衛 

門
正
明
公
（
通
称
芋
殿
さ
ん
）
の
遺
徳
を
た
た
え
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八 

八
九
）
三
月
、
三
島
地
区
民
一
同
に
よ
り
頌
徳
碑
が
建
立
さ
れ
た
。 

 
 

爾
来
そ
の
碑
を
通
し
て
地
区
民
は
遺
徳
を
語
り
継
い
で
き
た
が
、
平
成 

七
年
（
一
九
九
五
）
宅
地
等
水
防
災
対
策
事
業
の
た
め
龍
源
寺
境
内
に 

移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
建
立
後
百
六
年
を
経
て
風
化
が
甚
し 

く
、
崩
壊
寸
前
で
あ
っ
た
た
め
新
た
に
原
形
そ
の
ま
ま
に
復
元
し
て
建
立
し 

た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

平
成
十
年
八
月 

三
島
自
治
会 

【
建
立
年
】
平
成
15
年
（
２
０
０
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
死
去 

［
碑
石
左
面
］
明
治
廿
一
年
十
二
月
建

之
／
平
成
十
五
年
六
月
再
建 

［
前
石
前
面
］
當
村
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

川
下
橋
の
す
ぐ
近
く
、
県
道
40
号
を

西
に
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
、
木
谷
石

塔
の
す
ぐ
隣
に
立
っ
て
い
る
。 

前
碑
も
こ
の
場
所
に
福
光
石
で
立

っ
て
い
た
が
、
平
成
15
年
に
御
影
石

で
再
建
さ
れ
た
。
大
き
さ
も
刻
字
内

容
も
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

「
當
村
中
」
と
彫
ら
れ
た
前
碑
の
台

石
の
一
部
を
前
石
と
し
て
残
し
て

い
る
よ
う
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
２
日
） 

碑石 高さ97/幅35/奥行27 
台石１段目 
  高さ20/幅50/奥行52 
台石２段目 
  高さ25/幅67/奥行67 
台石３段目 
  高さ15/幅91/奥行91 
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【川本町１４】川本町尾原 R261沿い 泰雲院殿いもどのさん 

所在地 邑智郡川本町尾原 R261沿い                                             （芋殿№24） 

北緯３４°５７′４４．９４″／東経１３２°２７′２９．７４″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町１５】川本町木屋原 K32沿い 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 邑智郡川本町木屋原 K32沿い                                            （芋殿№02） 

北緯３４°５９′２２．３３″／東経１３２°２７′４２．５７″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
い
も
ど
の
さ

ん 
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
ヱ
門
正
朋 

［
三
段
目
台
石
前
面
］
昭
和
二
十
九
年

十
一
月
二
十
三
日 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
２
６
１
号
沿
い
の
北
側
の
高

手
に
あ
る
墓
地
に
上
が
る
石
段
の

下
に
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

左
右
と
後
ろ
は
ブ
ロ
ッ
ク
６
段
を

積
ん
で
こ
の
碑
の
た
め
の
場
所
を

き
ち
ん
と
造
り
、
碑
を
建
て
て
い

る
。 

碑
銘
の
「
泰
雲
院
殿
」
の
下
の
「
い

も
ど
の
さ
ん
」
が
珍
し
い
。 

 

碑
石
は
福
光
石
で
、
き
れ
い
な
形
で

残
っ
て
お
り
、
苔
は
少
な
め
だ
が
、

部
分
的
に
剥
離
が
少
し
あ
る
。 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
２
日
） 

【
建
立
年
】
嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
） 

【
建
立
者
】
木
屋
原
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日
示
寂 

［
碑
石
左
面
］
前
御
代
官
／
井
戸
平
左

衛
門
正
明
君
碑
／
嘉
永
五
壬
子
亗

／
十
月
廿
六
日
立
［
二
段
目
台
石
前

面
］
木
屋
原
中
／
南
山
万
平
（
現
在

は
補
強
の
た
め
読
め
な
い
）
［
同
右

面
］
石
工
／
弥
助 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
32
号
沿
い
に
地
蔵
と
並
ん
で

立
つ
。
総
高
さ
１
２
３
㌢
と
小
ぶ
り

だ
が
、
台
石
、
刻
字
な
ど
て
い
ね
い

な
造
り
。 

傷
み
が
各
所
に
見
ら
れ
、
補
修
が
い

ろ
い
ろ
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
２
日
） 

碑石 高さ85/幅32/奥行25 
台石１段目 
  高さ25/幅48/奥行41 
台石２段目 
  高さ25/幅65/奥行58 
台石３段目 
  高さ24/幅84/奥行76 
91 

碑石 高さ65/幅26/奥行26 
台石１段目 
  高さ17/幅47/奥行46 
台石２段目 
  高さ21/幅60/奥行64 
台石３段目 
  高さ20/幅60/奥行64 
91 
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【川本町１６】川本町田原 K32沿い 井戸正明之碑 

所在地 邑智郡川本町田原 K32沿い                                              （芋殿№15） 

北緯３４°５８′５３．３６″／東経１３２°２６′１９．１５″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町１７】川本町三原 南部峠 集会所向い 井戸君之碑 

所在地 邑智郡川本町三原 南部峠 集会所向い 消防格納庫裏                      （芋殿№14） 

北緯３４°５９′２０．２１″／東経１３２°２５′０７．９１″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
當
村
筑
紫
原
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
之
碑
（
右
に
）

明
治
二
十
五
年
（
左
に
）
壬
辰
十
月

建
之
（
下
に
）
當
村
筑
紫
原
中
／
世

話
人
／
大
畑
源
治
／
大
畑
縁
三
郎

／
大
畑
順
太
郎
／
室
田
雪
左
衛
門

／
渡
辺
種
一
郎 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
碑
（
№
15
）
の
前
の
県
道
32
号
を

約
３
・
５
㌔
西
に
進
む
と
、
前
碑
と

同
じ
よ
う
に
道
路
沿
い
に
地
蔵
と

並
ん
で
立
っ
て
い
る
。 

 

前
碑
は
木
陰
に
立
っ
て
い
た
が
、
こ

ち
ら
は
周
囲
に
大
き
な
木
は
な
く

日
当
た
り
が
い
い
。 

 

碑
石
は
濃
い
灰
色
の
す
ら
り
と
し

た
自
然
石
で
、
傷
み
は
な
く
、
白
っ

ぽ
い
苔
が
少
し
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
２
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
33
年
（
１
９
０
０
） 

【
建
立
者
】
當
三
原
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
卅
三
年
十
一
月
三

日
建
立 

［
碑
石
左
面
］
碑
文
（
次
葉
に
記
載
） 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
當
三
原
中
［
同

右
面
］
地
所
寄
進
／
北
野
己
松
治
／

世
話
人
／
山
口
斗
三
郎
／
梅
田
保

吉
／
森
口
勝
四
郎
／
三
宅
豊
七 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
２
基
と
同
じ
県
道
32
号
沿
い
の

三
原
多
目
的
集
会
所
の
前
を
東
に

少
し
進
む
と
消
防
格
納
庫
が
あ
り
、

そ
の
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
。 

 

山
も
迫
っ
て
お
り
、
日
当
た
り
も
悪

い
の
か
、
福
光
石
の
碑
は
剥
離
、
亀

裂
が
あ
り
、
碑
石
左
面
の
碑
文
も
読

む
の
が
難
し
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ164/幅62/奥行37 
台石１段目 
  高さ23/幅106/奥行65 
台石２段目（石組） 
  高さ16/幅158/奥行96 

碑石 高さ98/幅37/奥行34 
台石１段目 
  高さ28/幅52/奥行50 
台石２段目 
  高さ29/幅72/奥行72 
台石３段目（石組） 
  高さ30/幅102/奥行105 
台石４段目 
  高さ15/幅137/奥行不明 
台石５段目 
  高さ12/幅188/奥行不明 
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【川本町１７】川本町三原 南部峠 集会所向い 井戸君之碑 続き（碑文） 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町１８】川本町田窪中石 K46沿い 酬鴻澤 

所在地 邑智郡川本町田窪中石 K46沿い                                          （芋殿№12） 

北緯３４°５９′３９．５５″／東経１３２°２４′１７．０６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑
文
（「
芋
殿
さ
ん
の
碑
」
よ
り
） 

井
戸
君
諱
ハ
正
明
平
左
衛
門
ト
称
ス
、
君
即
チ
徳
川
幕
府
ノ
臣
僚
ニ
シ
テ

享
保
頃
、
我
大
森
ニ
代
官
ノ
職
ヲ
奉
シ
新
ニ
來
ル
ヤ
□
保
凶
饉
餓
途
ニ
□

ケ
猛
獣
人
ニ
迫
ル
、
任
ヲ
受
ケ
ル
ノ
日
浅
ク
□
ニ
シ
テ
救
済
ノ
術
ヲ
策
ス

ル
ニ
由
□
ク
断
呼
ト
シ
テ
治
下
今
年
ノ
租
税
蠲
□
以
テ
餓
民
ヲ
救
ヒ
倉
出

シ
ヲ
シ
テ
速
ニ
堵
ニ
安
ズ
ル
ヲ
得
□
シ
□
タ
リ
キ
、
后
大
イ
ニ
備
荒
ノ
策

ヲ
講
シ
遠
ク
西
域
ニ
甘
藷
ヲ
購
ヒ
、
勧
以
之
裁
エ
シ
メ
爾
後
漸
ク
繁
殖
シ

今
日
ノ
民
尚
之
ニ
因
リ
生
ラ
遂
ク
ル
モ
ノ
幾
百
万
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
、
其
鴻

澤
齒
牙
ノ
諭
ヲ
待
タ
サ
ル
ナ
リ
、
聞
ク
君
ハ
後
、
幕
府
ノ
召
牒
ニ
依
リ
江

都
ニ
上
ル
ノ
途
次
備
中
笠
岡
ニ
自
截
セ
リ
ト
、
亦
タ
其
所
以
ヲ
解
セ
ス
、

然
シ
ト
モ
□
ニ
施
セ
シ
モ
ノ
ハ
、
事
専
断
ニ
渉
ル
ヲ
以
幕
府
必
ス
、
大
イ

ニ
罰
ス
ル
処
ア
ラ
ン
ヲ
知
リ
、
既
然
死
ニ
就
キ
以
テ
志
士
ノ
義
ヲ
全
フ
セ

シ
ナ
リ
ト
嗚
呼
君
ハ
仁
義
ノ
士
ナ
リ
、
豈
其
ノ
厚
徳
ニ
背
ク
可
キ
乎
、
故

ニ
今
茲
明
治
丗
三
年
十
一
月
碑
ヲ
建
テ
□
謝
ノ
為 

君
ノ
芳
名
ヲ
萬
世
ニ
伝
ン
ト
翌
ス
ル
ナ
リ 

【
建
立
年
】
明
治
21
年
（
１
８
８
８
） 

【
建
立
者
】
中
石
中 

［
碑
石
前
面
］
酬
鴻
澤 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
□
／
井
戸
平
左
衛
門
正
朋 

［
碑
石
左
面
］
明
治
廿
一
年
九
月
建
之 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
中
石
中 

［
同
左
面
］
世
話
人
／
飯
田
亀
治
郎
／

佐
々
木
佐
市
／
松
田
政
治
郎
／
渡

辺
甚
作
／
石
工
／
重
田
市
十
郎
／

坪
内
久
市 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
46
号
沿
い
に
石
を
組
ん
で
広

い
基
礎
を
２
段
に
渡
っ
て
造
り
、
石

造
り
の
地
蔵
堂
と
こ
の
碑
が
立
っ

て
い
る
。
碑
の
台
石
も
４
段
あ
っ

て
、
ど
の
石
も
大
き
め
だ
。
碑
文
は

い
ず
れ
も
達
筆
で
彫
り
も
深
く
、
読

み
や
す
い
が
各
所
に
傷
み
が
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
７
日
） 

碑石 高さ98/幅34/奥行34 
台石１段目 
  高さ30/幅55/奥行55 
台石２段目 
  高さ29/幅73/奥行74 
台石３段目 
  高さ31/幅94/奥行94 
台石４段目 
  高さ24/幅147/奥行140 
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【川本町１９】川本町田窪堂庭 上石 井戸正明碑 

所在地 邑智郡川本町田窪堂庭 上石 K46沿い                                    （芋殿№08） 

北緯３４°５９′５５．８５″／東経１３２°２３′４３．８１″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町２０】川本町南佐木 K32沿い 泉石油向い 井戸平左衛門正朋公之碑 

所在地 邑智郡川本町南佐木 K32沿い 泉石油向い                                （芋殿№26） 

北緯３４°５９′５８．８５″／東経１３２°２４′５６．１９″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
19
年
（
１
８
８
６
） 

【
建
立
者
】
當
村
上
石
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
［
碑
石
左
面
］
明
治
十
九
年
十
一

月
十
八
日
建
之
［
二
段
目
台
石
前

面
］
當
村
上
石
中
［
同
左
面
］
世
話

人
／
原
田
佐
一
郎
／
中
村
傳
三
郎

／
岡
本
武
吉
郎
／
岡
本
伝
一
郎
／

原
田
弥
七
郎
／
大
島
清
四
郎
／
重

富
米
吉
／
横
田
㐂
七
／
角
諦
造
［
四

段
目
台
石
後
面
］
金
子
稔
／
大
嶋
利

昭
／
吉
本
昌
子
／
中
本
弘
喜
／
原

田
忠
昭 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

５
段
の
台
石
の
う
ち
４
、
５
段
目
は

新
し
い
。
県
道
改
良
工
事
で
令
和
２

年
に
移
築
し
、
台
石
が
追
加
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
。
４
段
目
台
石
の
名
前
も

そ
の
と
き
の
皆
さ
ん
の
名
前
と
思

わ
れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）

再
建 

【
建
立
者
】
南
佐
木
一
同 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
朋
公

之
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
32
号
と
46
号
の
交
差
点
の
角

に
石
碑
の
た
め
の
小
公
園
が
整
備

し
て
あ
り
、
そ
こ
に
井
戸
公
碑
の
ほ

か
、
関
係
の
３
基
の
石
碑
が
あ
る
。

こ
の
碑
の
両
脇
に
は
１
対
の
石
灯

籠
も
あ
る
。
ほ
か
の
石
碑
の
一
つ

「
授
遺
徳
」
に
、「
県
道
拡
幅
に
よ
っ

て
昭
和
52
年
に
南
佐
木
の
皆
さ
ん

が
再
建
し
た
」
と
あ
る
の
で
、
再
建

時
期
を
昭
和
52
年
と
し
た
。
小
公
園

全
体
に
玉
垣
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
皆
さ
ん
に
大
切
に
さ
れ
る

だ
ろ
う
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
７
日
） 

碑石 高さ102/幅34/奥行33 
台石１段目 
  高さ25/幅54/奥行54 
台石２段目 
  高さ29/幅73/奥行73 
台石３段目 
  高さ31/幅94/奥行95 
台石４段目 
  高さ26/幅120/奥行121 
台石５段目（石組） 
  高さ48/幅166/奥行166 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ175/幅106/奥行42 
台石１段目 
  高さ47/幅128/奥行106 
台石２段目 
  高さ35/幅175/奥行147 
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【川本町２１】川本町白地 K32沿い 大田市境 不明 

所在地 邑智郡川本町白地 K32沿い大田市境                                      （芋殿№06） 

北緯３５°００′４２．７３″／東経１３２°２４′０７．９６ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町２２】川本町湯谷上組 真光寺裏 報遺徳 

所在地 邑智郡川本町上組 真光寺裏                                              （芋殿№07） 

北緯３４°５９′３６．６９″／東経１３２°３１′１１．８５″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
18
年
（
１
８
８
５
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
文
字
読
め
ず 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明
［
碑
石
左

面
］
明
治
十
八
年
十
二
月
創
立
［
一

段
目
台
石
前
面
］
當
村
中
［
同
左
面
］

世
話
人
／
森
田
勝
四
郎
／
藤
田
徳

四
郎
／
寺
本
円
四
郎
／
窪
田
芳
七

郎
［
同
右
面
］
地
處
寄
附
／
平
田
勘

吉 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
32
号
の
、
ほ
ぼ
温
泉
津
町
境
で

あ
る
。
前
碑
（
№
20
）
か
ら
約
２
・

０
㌔
、
大
田
市
温
泉
津
町
福
田
の
碑

ま
で
約
１
・
１
㌔
と
近
い
。
広
い
県

道
沿
い
だ
が
、
周
り
の
木
が
大
き
く

て
非
常
に
暗
い
。
ほ
か
の
面
の
文
字

は
よ
く
読
め
る
が
、
前
面
の
碑
銘
だ

け
が
剥
離
し
て
い
て
読
め
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
19
年
（
１
８
８
６
） 

【
建
立
者
】
湯
谷
村
之
上
組
中 

［
碑
石
前
面
］
報
遺
徳 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

二
十
六
日
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
碑
石
左
面
］
維
時
明
治
十
有
九
年
／

丙
戌
十
一
月
吉
祥
日
建
立
之
［
二
段

目
台
石
前
面
］
湯
谷
組
之
上
組
中 

［
同
左
面
］
世
話
人
／
熊
谷
為
一
良
／

熊
谷
清
三
良
／
山
田
嘉
一
良
／
地

主
／
中
野
淳
信
／
石
工
福
光
／
山

中
源
一
郎
［
同
右
面
］
福
田
信
太
良

／
山
下
吉
太
良
／
木
村
政
九
良
／

清
水
清
太
良
／
世
話
人 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
46
号
の
東
約
２
５
０
㍍
の
道

路
沿
い
の
高
手
に
立
つ
。
福
光
石
で

傷
み
も
苔
も
あ
る
が
文
字
は
読
め

る
。
台
石
が
５
段
と
段
数
も
多
く
、

最
下
段
に
は
巨
石
が
並
ぶ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
７
日
） 

碑石 高さ112/幅44/奥行29 
台石１段目 
  高さ28/幅86/奥行72 
台石２段目 
  高さ24/幅113/奥行100 
台石３段目 
  高さ28/幅145/奥行153 
91 

碑石 高さ86/幅31/奥行31 
台石１段目 
  高さ21/幅55/奥行55 
台石２段目 
  高さ25/幅80/奥行80 
台石３段目 
  高さ26/幅115/奥行111 
台石４段目 
  高さ26/幅160/奥行158 
台石５段目 
  高さ52/幅230/奥行274 
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【川本町２３】川本町北佐木 石川氏宅横 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 邑智郡川本町北佐木 石川氏宅横                                          （芋殿№30） 

北緯３５°００′３３．９７″／東経１３２°２５′２６．４７″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町２４】川本町湯谷 K187沿い中原橋たもと 報遺勣 

所在地 邑智郡川本町湯谷 K187沿い中原橋たもと三差路辻                          （芋殿№16） 

北緯３５°００′３７．０１″／東経１３２°２６′４５．５１″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 
［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
年
／

五
月
二
十…

…

／
井
戸
平
左
衛
門

正
明
［
碑
石
左
面
］
幾
す
ゑ
も
君
の

恵
於
和
州
連
な
よ
／
可
多
み
に
の

こ
す
石
福
み
の
塚
［
二
段
目
台
石
前

面
］
當
村
中
／
庄
屋
伊
兵
衛 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

北
佐
木
の
県
道
46
号
沿
い
。
ブ
ロ
ッ

ク
３
段
の
基
礎
の
上
に
地
蔵
堂
と

こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
が
、
周
り
の

木
々
が
か
な
り
大
き
い
の
で
、
道
路

か
ら
姿
が
見
え
に
く
い
。
道
路
か
ら

上
が
る
３
段
の
石
段
が
目
安
か
。
福

光
石
で
か
な
り
剥
落
し
て
い
る
。
碑

石
左
面
に
和
歌
が
彫
ら
れ
て
い
る

の
が
興
味
深
い
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
27
年
（
１
８
９
４
） 

【
建
立
者
】
湯
谷
本
郷
□
中 

［
碑
石
前
面
］
報
遺
勣 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
碑
石
左
面
］
明
治
二
十
七
年
午
四
月

十
八
日
謹
建
［
二
段
目
台
石
前
面
］

湯
谷
本
郷
□
中
［
同
右
面
］
石
工
祖

式
／
山
本
長
四
郎
［
三
段
目
台
石
前

面
］
三
谷
村
長
／
寺
本
三
治
郎
／
仝

村
助
長
発
起
／
仝
地
所
寄
付
者
／

寺
本
卯
一
郎
／
周
旋
人
／
井
下
安

太
郎
／
遠
藤
庄
作
／
畑
野
市
太
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

台
石
は
３
段
だ
が
そ
の
下
に
石
を

か
な
り
積
ん
だ
、
２
段
で
１
１
４
㌢

の
基
礎
が
あ
る
の
で
、
碑
は
少
し
高

い
場
所
に
な
る
。
硬
い
石
で
、
白
っ

ぽ
い
苔
が
か
な
り
あ
る
が
、
傷
み
は

な
く
、
文
字
も
よ
く
読
め
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
２
日
） 

碑石 高さ100/幅34/奥行34 
台石１段目 
  高さ30/幅54/奥行54 
台石２段目 
  高さ30/幅78/奥行78 
台石３段目 
  高さ25/幅102/奥行107 
台石４段目 
  高さ16/幅164/奥行不明 

碑石 高さ75/幅33/奥行31 
台石１段目 
  高さ20/幅52/奥行47 
台石２段目 
  高さ20/幅70/奥行67 
台石３段目 
  高さ19/幅90/奥行84 
91 
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【川本町２５】川本町三俣 八幡宮 井戸明府洪徳碑 

所在地 邑智郡川本町三俣 K187沿い 八幡宮                             （芋殿№05） 

北緯３５°００′４６．４５″／東経１３２°２７′５１．５２″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町２５】川本町三俣 八幡宮 井戸明府洪徳碑 続き（碑文） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
安
政
３
年
（
１
８
５
６
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
洪
徳
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
丑
亗
五
月
廿

六
日
逝
／
安
政
三
辰
壬
十
一
月
建

之
［
碑
石
左
面
］
碑
文
（
下
欄
に
記

載
）［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
村
中
／

庄
屋
／
情
三
郎
／
見
習
／
直
三
郎

／
頭
百
姓
／
五
良
蔵
／
百
姓
代
／

権
三
郎
／
同
／
良
兵
ヱ
／
同
／
逸

作 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
１
８
７
号
の
Ｔ
字
路
に
あ
る

八
幡
宮
の
拝
殿
左
手
に
あ
る
。
周
囲

の
植
木
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て

お
り
、
手
入
れ
し
て
調
査
し
た
。
１

段
目
の
台
石
は
亀
の
姿
で
、
頭
も
足

も
あ
る
（
津
和
野
町
№
01
も
）。
碑

石
は
福
光
石
で
剥
落
や
亀
裂
が
あ

る
が
文
字
は
読
め
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
２
日
） 

原
ニ
井
戸
名
君
當
料
ノ
御
代
官
タ
ル
叓
絻
ニ
三
星
其
時
前
代
未
聞
ノ
凶
作 

有
テ
民
〃
手
ヲ
空
フ
シ
テ
餓
死
ヲ
待
ノ
ミ
ナ
リ
名
君
是
ヲ
嘆
キ
玉
フ
ヿ
限
ナ
シ 

爰
ニ
□
キ
人
ノ
言
ハ
ニ
依
テ
君
救
民
糧
食
ノ
為
ニ
薩
海
ニ
杖
ヲ
ト
ハ
シ
身
心
ヲ
労 

シ
玉
ヘ
テ
蕃
藷
ヲ
求
府
内
ノ
郡
村
ヘ
彼
ノ
種
ヲ
八
頭
宛
御
配
分
ア
リ
即
ハ
チ 

坿
畠
ノ
地
ニ
蒔
テ
実
ル
叓
年
ヲ
□
ハ
ス
今
ニ
至
テ
州
民
□
味
食
ス
ル
ヿ
限
リ
ナ
シ 

是
偏
ヘ
ニ
□
君
ノ
御
深
恵
ナ
リ
仰
ク
ヘ
シ
信
ス
ヘ
シ 

敬
白 

 

碑石 高さ93/幅30/奥行30 
台石１段目（亀の形） 
  高さ19/幅50/奥行70 
台石２段目 
  高さ26/幅77/奥行76 
台石３段目 
  高さ13/幅97/奥行97 
台石４段目 
  高さ48/幅164/奥行130 
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【川本町２６】川本町笹畑 笹遊里入口交差点 泰雲院殿碑 

所在地 邑智郡川本町笹畑 笹遊里入口交差点                   （芋殿№04） 

北緯３４°５９′５６．１２″／東経１３２°２７′５１．８８″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町２６】川本町笹畑 笹遊里入口交差点 泰雲院殿碑 続き（碑文「芋殿さんの碑」より） 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
） 

【
建
立
者
】
笹
畑
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
碑
石
右
・
左
面
］
碑
文
（
下
欄
に
記

載
）［
碑
石
裏
面
］
福
光
／
石
工
／
甚

四
郎 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
笹
畑
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

材
木
（
№
27
）
と
並
び
、
川
本
町
で

最
古
の
碑
だ
。
大
安
寺
の
東
北
約
２

５
０
㍍
、
ふ
れ
あ
い
公
園
笹
遊
里
の

手
前
の
十
字
路
に
立
っ
て
い
る
。
長

文
の
碑
文
が
彫
っ
て
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
読
め
ず
、
平
成
２
年
に
発
行
さ

れ
た
「
芋
殿
さ
ん
の
碑
」
の
編
集
時

点
で
も
完
全
に
は
読
め
て
い
な
い
。 

４
段
の
台
石
の
下
に
石
組
み
で
高

さ
73
㌢
、
幅
２
１
５
㌢
の
基
礎
が
造

ら
れ
て
い
る
が
、
平
成
20
年
ご
ろ
に

自
治
会
の
皆
さ
ん
が
修
理
さ
れ
た

と
聞
い
た
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
２
日
） 

左 面 

碑石 高さ68/幅27/奥行27 
台石１段目 
  高さ20/幅47/奥行47 
台石２段目 
  高さ22/幅67/奥行67 
台石３段目 
  高さ19/幅79/奥行79 
台石４段目 
  高さ16/幅102/奥行101 

君
諱
正
朋
姓
井
戸
氏
通
称
平
左
ヱ
門
江
府
以 

 
 
 

享
保 

 

春
奉 

 
 

命 

奉 
 

山
矣 

 
 

人 
 
 

□
度
而
視
象 

世 
 

南
国 

之
僧
來
謁
君 

謝
救
危 

召
春
薩
州
甘
藷
有
其
味
甘
且 

 

人
養
之
以 

助 
 

領
利
平
民
ヱ
門
之
大 

 
 

人
抱 

 
 

得
芋
百
斤
勧
分
哉
村 

民
芸 

之 

年
裁
植
施
以
辺
境
総 

 
 
 
 

同
壬
子
秋
有
蝗
州
民
大 

餓
嘗
是
也 

 

而
君 

 

日 

天
救
可
餓
死
者
州
民
大
悦
戴
君
如
父
母 

時
君
有
官
庫 

授
備
後
州
笠
岡 

疾
而
卆 

 

享
保
十
八
年
癸
丑
夏
五 

月
廿
六
日
也
州
民
哀
慕
元
特
回
建
碑
於
各
士
以
奉
祀 

救
可
餓
死
者
州
民
大
悦
戴
君 

 

父
母
時
君
有
宮
庫 

 

備
後
州
笠
岡 

 

疾
而
卆
焉 

享
保
十
八
年
癸
丑
夏
五
月
廿
六
日
也
哀
慕 

特
回
建
碑 

扮
各
土
以
奉
祀 

 
 

天
歩
戊
申
季
冬
茲
郷
之
人
将
建
其
碑
來
請
伃
□ 

□
不
敏
聊
録
数
字
以
授
之
銘
曰 

維
山
嶽
降
君
博
恤
窮
民 

本
文
百
世 

大
哉
其
仁 

嘉
永
戊
申
季
冬
大
国
村
照
善
坊
釋
令
□
慎
撰 

右 面 



 

 

240 

 

【川本町２７】川本町材木入口 小川沿い旧道 井戸明□□ 

所在地 邑智郡川本町材木入口 小川沿い旧道                   （芋殿№01） 

北緯３５°００′３６．１５″／東経１３２°２９′０３．９３″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町２８】川本町馬野原 澤田氏宅下 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 邑智郡川本町馬野原 澤田氏宅下                     （芋殿№29） 

北緯３５°０１′２１．４６″／東経１３２°２８′５６．２１″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
） 

【
建
立
者
】
材
木
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
□
□ 

［
碑
石
右
面
］
嘉
永
元
年
申
十
二
月
／

善
法
日 

［
碑
石
左
面
］
施
主
材
木
中
／
世
話
人

／
同
松
右
エ
門
／
倉
吉 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

材
木
地
区
に
あ
る
現
在
の
道
路
の

東
側
に
小
川
が
あ
り
、
そ
の
対
岸
に

立
っ
て
い
る
。
多
く
の
方
に
お
願
い

し
て
探
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
い
ま

で
は
す
っ
か
り
苔
に
覆
わ
れ
て
い

る
の
で
、
道
路
か
ら
で
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

「
材
木
千
軒
」
と
い
う
ほ
ど
人
が
住

ん
で
い
た
が
今
は
人
家
は
な
い
と

い
う
材
木
。
井
戸
公
碑
は
多
少
の
剥

落
や
傷
み
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
残

っ
て
立
っ
て
い
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
31
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
馬
野
原
區
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
朋
［
一
段
目

台
石
前
面
］
馬
野
原
區
中
［
同
右
面
］
世
話

人
／
伊
藤
共
次
郎
／
仝
苗
清
九
郎
／
仝
苗

吉
太
郎
［
二
段
目
台
石
前
面
］
寄
附
人
別
／

伊
藤
常
一
郎
／
仝
苗
吉
太
郎
／
今
岡
助
太

郎
／
伊
藤
助
次
郎
／
仝
苗
若
次
郎
／
仝
苗

新
二
郎
／
今
岡
梅
吉
／
今
岡
吉
太
郎
／
原

田
松
太
郎
／
伊
藤
徳
次
郎
／
松
浦
栄
四
郎

／
石
田
常
四
郎
／
伊
藤
鉄
三
郎
／
沖
田
浅

八
／
太
田
磯
吉
／
三
谷
村
中
隠
居
秀
吉
／

今
岡
乙
一
郎
／
亀
川
元
次
／
亀
川
常
吉
／

三
宅
仙
三
郎
／
林
喜
作
／
松
尾
嘉
助
／
前

田
市
蔵
／
池
永
哀
亮
／
中
田
梅
次
郎
／
伊

藤
友
市
／
二
百
田
忠
吉
／
原
田
マ
チ
／
中

隠
居
マ
キ
／
切
□
亀
太
郎
／
中
百
田
シ
ズ 

［
二
段
目
台
石
右
面
］
福
光
石
工
／
山
中
庄

太
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

馬
野
原
地
区
の
道
路
沿
い
に
立
つ
。

記
録
に
よ
る
と
昭
和
60
年
に
こ
こ

に
移
転
し
て
い
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

碑石 高さ61/幅24/奥行23 
台石１段目 
  高さ14/幅38/奥行38 
台石２段目 
  高さ14/幅45/奥行不明 
台石３段目 
  高さ76/幅122/奥行不明 
91 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ105/幅31/奥行25 
台石１段目 
  高さ31/幅54/奥行49 
台石２段目 
  高さ30/幅79/奥行73 

（調査 2022.5.24） 
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【川本町２９】川本町川内 下谷氏裏山 川内旧道 井戸明府紀念碑 

所在地 邑智郡川本町川内 下谷氏裏山 川内旧道                 （芋殿№10） 

北緯３５°０２′１０．８０″／東経１３２°２９′２０．０８″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【川本町３０】川本町半部 高良氏宅裏山 （台石のみ） 

所在地 邑智郡川本町半部 高良氏宅裏山                     （芋殿№03） 

北緯３５°０１′０９．３３″／東経１３２°２９′４４．６０″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
21
年
（
１
８
８
８
） 

【
建
立
者
】
川
内
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
紀
念
碑 

［
碑
石
左
面
］
明
治
二
十
一
年
四
月
建

之 
川
内
村
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
31
号
か
ら
山
の
中
に
入
り
、
笹

が
生
い
茂
る
中
を
草
刈
り
し
な
が

ら
発
見
し
た
。
碑
の
前
は
旧
道
で
大

森
街
道
だ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
こ
を

西
に
進
ん
で
、
祖
式
町
猪
ノ
目
か
ら

大
森
に
至
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

碑
石
は
少
し
茶
色
が
か
っ
た
硬
そ

う
な
自
然
石
で
、
草
や
笹
に
覆
わ
れ

て
い
た
が
傷
み
も
な
く
、
苔
も
少
な

い
。
台
石
と
比
べ
る
と
非
常
に
き
れ

い
な
状
態
だ
。
斜
面
の
土
砂
が
か
な

り
落
ち
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
、
台

石
の
奥
行
が
測
定
で
き
な
か
っ
た
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
９
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］（
台
石
の
み
） 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
確
認
で
き
ず 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

平
成
２
年
３
月
発
行
の
「
芋
殿
さ
ん

の
碑
」（
川
本
町
歴
史
研
究
会
）
に
よ

る
と
碑
銘
「
泰
雲
院
殿
義
岳
良
□
□

□
」、
建
立
年
は
嘉
永
７
年
（
１
８
５

４
）、
建
立
者
は
「
半
部
組
中
」
と
な

っ
て
い
る
。 

県
道
31
号
沿
い
の
高
良
氏
宅
の
裏

山
を
少
し
上
が
る
と
、
斜
面
に
石
碑

の
台
石
と
思
わ
れ
る
石
群
が
あ
り
、

そ
の
一
部
と
思
わ
れ
る
石
も
数
個

散
乱
し
て
い
て
、
こ
こ
に
井
戸
公
碑

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
残
っ
て

い
る
碑
か
ら
は
文
字
が
確
認
で
き

な
か
っ
た
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
９
日
） 

（単位：ｃｍ） 

台石の一部 

  23×70×30など数個存在 

台石 高さ21/幅75/奥行48 

碑石 高さ134/幅73/奥行40 
台石１段目 
  高さ24/幅125/奥行不明 
台石２段目 
  高さ30/幅140/奥行不明 
台石３段目 
  高さ34/幅152/奥行不明 
91 



 

 

242 

 

【川本町３１】川本町多田 三宅氏墓地 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 邑智郡川本町多田 三宅氏墓地                      （芋殿№28） 

北緯３５°００′２５．６９″／東経１３２°３０′２５．４５″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 
［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
丑
五
月
廿
六

日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
31
号
沿
い
の
三
宅
氏
宅
の
墓

地
は
東
側
の
高
手
に
あ
り
、
そ
こ
に

こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

福
光
石
で
、
碑
石
は
高
さ
48
㌢
、
総

高
さ
も
１
１
０
㌢
と
小
ぶ
り
だ
が
、

台
石
を
３
段
積
み
、
し
か
も
３
段
目

に
は
か
な
り
大
き
な
石
を
組
み
合

わ
せ
る
と
い
う
て
い
ね
い
な
造
り

だ
。
苔
は
少
し
あ
る
も
の
の
、
傷
み

は
な
い
よ
う
で
、
彫
ら
れ
て
い
る
文

字
は
は
っ
き
り
読
む
こ
と
が
で
き

た
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
24
日
） 

碑石 高さ48/幅19/奥行19 
台石１段目 
  高さ12/幅30/奥行31 
台石２段目 
  高さ11/幅40/奥行39 
台石３段目 
  高さ39/幅77/奥行63 
91 
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【美郷町０１】美郷町沢谷 K166沿い 千原八幡宮 井戸正明之碑 

所在地 邑智郡美郷町沢谷 K166沿い 千原八幡宮 宮司宅前 

北緯３５°０３′１９．３６″／東経１３２°３８′４６．８２″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町０２】美郷町浜原 上川戸 K166沿い 井戸明府碑 

所在地 邑智郡美郷町浜原 上川戸 K166沿い 

北緯３５°０３′２７．８０″／東経１３２°３７′０７．２８″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
20
年
（
１
８
８
７
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
之
碑 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

十
六
日
皈
幽
／
三
拾
二
世
／
訓
導 

高
橋
□
□
［
碑
石
後
面
］
明
治
二
拾

年
十
一
月
五
日
建
之
／
寄
附
人
／

村
尾
和
道
／
世
話
人
／
菅
田
源
十

郎
／
畑
野
浦
三
郎
／
敬
□ 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
１
６
６
号
沿
い
の
千
原
八
幡

宮
の
宮
司
宅
前
に
立
つ
。 

 

碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
自
然
石
で
、

白
っ
ぽ
い
苔
は
少
し
あ
る
が
傷
み

は
な
く
、
文
字
は
は
っ
き
り
読
め

る
。
碑
石
後
面
下
部
に
彫
っ
て
あ
る

文
字
が
一
部
台
石
で
隠
れ
て
い
る

の
で
、
１
段
目
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
台

石
は
後
日
の
施
工
か
も
し
れ
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
18
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
川
戸
上
區
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
碑
（
下
に
）

川
戸
上
區
中 

［
碑
石
後
面
］
特
志
者
／
大
田
恒
松
出

張
員
清
水
忠
哉
／
三
上
勝
市
／
曽

根
品
市
／
三
上
忠
市
／
畑
野
初
市

／
高
橋
乙
市
／
曽
根
清
吉
／
三
上

辰
太
郎
／
潮
奥
野
倉
太
郎
／
新
田

藤
二
郎
／
明
治
廿
五
年
七
月
廿
五

日
／
発
記
者
／
中
原
源
造
／
世
話

人
／
三
上
忠
市
／
三
上
勝
市
／
曽

根
品
市
／
畑
野
初
市
／
板
井
貞
市 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
１
６
６
号
の
直
線
部
分
の
道

沿
い
に
高
さ
約
１
㍍
の
基
礎
を
し

て
、
地
蔵
堂
、
大
正
天
皇
即
位
記
念

碑
と
共
に
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
硬
そ
う
な
灰
色
の
自
然
石
。

傷
み
は
な
く
苔
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ126/幅63/奥行35 

台石 高さ13/幅78/奥行不明 

碑石 高さ131/幅60/奥行26 
台石１段目（コンクリート） 
  高さ16/幅48/奥行38 
台石２段目 
  高さ14/幅93/奥行58 
台石３段目（コンクリート） 
  高さ12/幅134/奥行113 
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【美郷町０３】美郷町浜原 新町 桂根八幡宮参道 井明府之碑 

所在地 邑智郡美郷町浜原 新町 桂根八幡宮参道階段左手 

北緯３５°０３′３８．３２″／東経１３２°３５′５９．７６″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町０４】美郷町浜原 滝原地蔵畑 町道山側 泰雲院儀岳良忠大居士 

所在地 邑智郡美郷町浜原 滝原地蔵畑 町道山側 

北緯３５°０２′５６．９２″／東経１３２°３５′５５．６１″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

。 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
26
年
（
１
８
９
３
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
之
碑
（
右
に
）

明
治
廿
六
年
己
一
月
建
之 

［
碑
石
後
面
］
世
話
人
／
藤
井
幸
太
郎

／
柿
山
寅
市
／
野
津
増
之
助
／
大

野
作
太
郎
／
和
田
宇
三
郎
／
児
島

丈
次
郎
／
静
間
源
吉
／
奥
野
只
市 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

道
路
か
ら
東
に
参
道
が
伸
び
、
参
道

が
階
段
に
な
る
と
左
手
に
こ
の
碑

が
立
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
立
方
体
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
台
石
の
上
に
丸
い

形
の
自
然
石
の
碑
石
が
乗
っ
て
い

る
。 

 

碑
石
は
硬
そ
う
な
明
る
い
灰
色
で
、

白
っ
ぽ
い
苔
が
わ
ず
か
に
あ
る
が

傷
み
は
な
く
、
非
常
に
き
れ
い
な
状

態
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
22
日
） 

【
建
立
年
】
安
政
４
年
（
１
８
５
７
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
儀
岳
良
忠
大
居

士
（
右
に
）
享
保
十
八
年
（
左
に
）

癸
丑
五
月
二
十
六
日 

［
碑
石
右
面
］
安
政
四
年
／
丁
巳
八
月

建
立
／
世
話
人
／
才
蔵
／
安
兵
エ

／
早
太
郎 

［
碑
石
左
面
］
小
原
町
／
石
工
安
吉 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

細
い
道
路
沿
い
に
立
っ
て
い
る
。 

安
政
４
年
の
建
立
で
美
郷
町
内
で

最
も
古
く
、
ほ
か
に
君
谷
の
久
喜

原
、
吾
郷
の
越
堂
と
堂
平
の
３
基
が

同
じ
年
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
黒
っ
ぽ
い
自
然
石
で
、
傷
み

は
な
い
が
、
白
っ
ぽ
い
苔
が
生
え
て

い
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ109/幅83/奥行45 

台石（コンクリート） 

  高さ82/幅128/奥行110 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ107/幅42/奥行19 
台石１段目 
  高さ29/幅90/奥行64 
台石２段目 
  高さ25/幅128/奥行115 
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【美郷町０５】美郷町浜原 信喜 町道山側 井戸正明君之碑 

所在地 邑智郡美郷町浜原 信喜 町道山側 三島家墓地入口 

北緯３５°０２′１７．４９″／東経１３２°３７′１４．６７″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町０６】美郷町粕淵 高畑土居上 大谷氏宅前 井戸君頌徳碑 

所在地 邑智郡美郷町粕淵 高畑土居上 K40沿い 大谷氏宅前 

北緯３５°０３′４６．０６″／東経１３２°３５′０４．８０″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
３
年(

１
９
１
４
） 

【
建
立
者
】
信
喜
区
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
大
正
三
年
八
月
建
之 

［
碑
石
左
面
］
信
喜
区
中 

世
話
人
／

高
橋
忠
太
郎
／
波
多
野
房
市
／
吉

川
順
太
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

道
路
か
ら
南
へ
未
舗
装
の
道
を
少

し
入
る
と
三
島
家
の
墓
地
が
あ
り
、

そ
の
入
り
口
に
こ
の
碑
が
立
っ
て

い
る
。
以
前
は
こ
の
碑
の
前
が
道
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
す
ら
り
と

背
の
高
い
自
然
石
で
、
苔
は
生
え
て

い
る
も
の
の
、
傷
み
は
な
い
よ
う

だ
。 

 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
18
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
12
年
（
１
９
２
３
） 

【
建
立
者
】
在
郷
軍
人
會
高
畑
班 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
頌
徳
碑 

［
碑
石
右
面
］
帝
国
在
郷
軍
人
會
／
粕

淵
村
分
會
／
高
畑
班
主
催 

［
碑
石
左
面
］
大
正
十
二
年
十
月
建
立 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
40
号
の
広
い
直
線
の
道
路
沿

い
に
立
つ
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
い
硬
そ
う
な
黒

っ
ぽ
い
自
然
石
。
１
段
目
の
台
石
は

幅
１
７
３
㌢
の
１
枚
岩
、
２
段
目
の

台
石
は
３
段
の
石
を
き
ち
ん
と
組

ん
で
お
り
、
全
体
と
し
て
格
調
高

い
。 

 

台
石
に
は
少
し
苔
が
見
ら
れ
る
が
、

碑
石
に
は
苔
は
な
く
傷
み
も
な
い
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ222/幅73/奥行52 

台石 高さ18/幅90/奥行84 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ166/幅74/奥行65 
台石１段目 
  高さ23/幅173/奥行116 
台石２段目（石組） 
  高さ80/幅268/奥行230 
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【美郷町０７】美郷町君谷 志君 神田橋南の丘の上 不明 

所在地 邑智郡美郷君谷 志君 神田橋南の丘の上 

北緯３５°０４′２５．８２″／東経１３２°３３′１９．８４″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町０８】美郷町君谷 日焼畑 小林入口から 100ｍ 泰雲院殿儀岳良忠居士 

所在地 邑智郡美郷町君谷 日焼畑 小林入口から 100ｍ 

北緯３５°０４′２１．５０″／東経１３２°３１′２５．２２″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

以
前
は
歩
い
て
上
が
れ
る
道
が
あ

り
、
丘
の
上
が
広
場
に
な
っ
て
い

て
、
田
村
屋
地
蔵
堂
と
い
う
地
蔵
堂

が
あ
っ
た
。
地
蔵
は
下
の
舗
装
路
横

に
降
ろ
さ
れ
て
、
井
戸
公
碑
だ
け
が

残
っ
て
い
た
が
、
地
震
か
何
か
で
碑

石
が
倒
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
そ
の
も
の
は
灰
色
の
硬
そ
う

な
自
然
石
で
、
倒
れ
て
い
る
姿
を
観

察
し
て
も
傷
み
は
な
い
よ
う
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
６
日
） 

【
建
立
年
】
安
政
５
年
（
１
８
５
８
） 

【
建
立
者
】
惣
森
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
儀
岳
良
忠
居

士
（
右
に
）
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

廿
六
日 

［
碑
石
右
面
］
安
政
五
戌
年
七
月
十
日

／
惣
森
村
中
［
碑
石
左
面
］
井
戸
平

左
衞
門
正
明
［
碑
石
後
面
］
石
工
□

□
／
喜
治
郎
／
世
話
人
／
佐
太
郎

／
金
三
郎
／
頭
百
姓
／
伊
平 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
２
９
１
号
を
東
に
曲
が
っ
て

約
１
０
０
㍍
の
道
路
沿
い
に
広
場

を
造
り
、
地
蔵
堂
と
こ
の
碑
が
立
っ

て
い
る
。
手
前
に
割
と
大
き
な
丸
い

石
が
置
い
て
あ
る
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
お
供
え
か
。 

 

碑
石
は
灰
色
の
自
然
石
で
傷
み
は

な
い
よ
う
だ
が
、
か
な
り
苔
が
生
え

て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
28
日
） 

碑石 高さ121/幅48/奥行29 
ほかに、 
２段の台石が 
52×145×123㌢の範囲に 
残っている 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ87/幅44/奥行32 
台石１段目 
  高さ16/幅58/奥行58 
台石２段目（石組） 
  高さ43/幅90/奥行73 
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【美郷町０９】美郷町君谷 小松地 銀山街道 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 邑智郡美郷町君谷 小松地 銀山街道 

北緯３５°０５′５３．２３″／東経１３２°３１′２１．４６″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町１０】美郷町君谷 堂ヶ鼻 大田市境 K186沿い 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 邑智郡美郷町君谷 堂ヶ鼻 大田市境 K186沿い 

北緯３５°０４′５８．４８″／東経１３２°２８′４９．０８″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
万
延
元
年
（
１
８
６
０
） 

【
建
立
者
】
小
松
地
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 
［
碑
石
右
面
］
万
延
元
庚
申
歳
十
一
月

吉
日
建
立
之 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日
逝
去 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
小
松
地
村
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

別
府
か
ら
石
見
銀
山
に
向
か
う
銀

山
街
道
（
県
道
１
８
６
号
）
の
北
側

沿
い
に
、
別
の
碑
と
並
ん
で
立
っ
て

い
る
、
周
囲
は
き
れ
い
に
手
入
れ
さ

れ
て
お
り
、
台
石
の
上
面
に
合
計
21

個
の
盃
状
穴
が
あ
る
。 

 

碑
石
は
福
光
石
だ
が
、
傷
み
も
苔
も

少
な
く
、
文
字
も
は
っ
き
り
読
め

る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
28
日
） 

【
建
立
年
】
安
政
７
年
（
１
８
６
０
） 

【
建
立
者
】
枦
谷
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
五
月
二

十
六
日
［
碑
石
後
面
］
安
政
七
年
／

庚
申
閏
三
月
［
台
石
前
面
］
枦
谷
村

中
［
同
左
面
］
庄
屋
／
健
十
郎
／
頭

百
姓
／
勘
兵
衛
／
百
姓
代
／
長
平 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
１
８
６
号
で
大
田
市
水
上
町

に
向
か
う
、
そ
の
市
町
境
の
道
路
沿

い
の
西
側
に
場
所
を
造
り
、
地
蔵
堂

と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
前
を
走

る
県
道
が
工
事
中
は
す
ぐ
隣
の
倉

庫
に
保
管
さ
れ
て
い
て
、
工
事
終
了

後
に
こ
こ
に
設
置
さ
れ
た
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
赤
っ
ぽ
い
自
然

石
で
傷
み
は
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ93/幅55/奥行34 

台石 高さ20/幅73/奥行47 

碑石 高さ96/幅34/奥行33 
台石１段目 
  高さ26/幅52/奥行52 
台石２段目 
  高さ26/幅76/奥行77 
台石３段目 
  高さ29/幅95/奥行101 
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【美郷町１１】美郷町君谷 久喜原 K291沿い岩の上 井戸明君碑 

所在地 邑智郡美郷町君谷 久喜原 K291沿い岩の上 

北緯３５°０２′５５．９０″／東経１３２°３１′０１．０４″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町１２】美郷町君谷 久喜原 K291沿い岩の上 泰雲院殿儀岳良忠居士 

所在地 邑智郡美郷町君谷 久喜原 K291沿い岩の上 

北緯３５°０２′５５．９０″／東経１３２°３１′０１．０４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
13
年
（
１
９
２
４
） 

【
建
立
者
】
久
喜
原
區 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
大
正
十
三
年
九
月
吉
日 

［
碑
石
左
面
］
久
喜
原
區
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

久
喜
原
の
県
道
２
９
１
号
沿
い
に
、

残
っ
た
岩
に
沿
っ
て
地
蔵
堂
が
建

て
ら
れ
て
お
り
、
地
蔵
堂
の
両
側
の

高
さ
１
８
５
㌢
の
岩
の
上
に
２
基

の
井
戸
公
碑
が
立
っ
て
い
る
。
右
側

の
碑
は
大
正
13
年
に
自
然
石
で
建

立
さ
れ
た
。
左
側
の
碑
は
古
く
、「
願

主
」
の
文
字
は
読
め
る
が
名
前
は
読

め
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
こ
ち

ら
の
碑
は
「
久
喜
原
區
建
之
」
と
は

っ
き
り
読
め
る
。
左
側
の
碑
が
傷
ん

で
き
た
の
で
、
追
加
で
建
立
し
た
の

だ
ろ
う
か
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
28
日
） 

【
建
立
年
】
安
政
４
年
（
１
８
５
７
） 

【
建
立
者
】
（
願
主
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
儀
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
／
丑
五
月

廿
六
日
／
井
戸
平
左
エ
［
碑
石
左

面
］
安
□
四
己
年
八
月
吉
日
／
願
主

…
…
…

／…
…
…
 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

左
側
の
こ
の
碑
は
古
く
、
福
光
石
製

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
小
さ
な
文

字
が
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
。
碑
石

の
剥
離
も
少
し
あ
る
よ
う
だ
。 

 

こ
の
２
基
を
調
査
す
る
た
め
に
脚

立
を
か
け
て
岩
の
上
に
上
が
っ
た

が
、
岩
の
上
が
広
く
な
く
、
後
ろ
は

す
ぐ
崖
で
は
る
か
下
に
江
の
川
が

見
え
る
。
木
や
草
が
な
か
っ
た
ら
こ

わ
く
て
上
が
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
28
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ110/幅40/奥行39 

台石 高さ20/幅82/奥行80 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ87/幅36/奥行29 
台石１段目 
  高さ23/幅52/奥行48 
台石２段目 
  高さ21/幅67/奥行68 
 

↑

地
蔵
堂
の
両
側
に
立
つ
井
戸
公
碑 
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【美郷町１３】美郷町君谷 地頭所 K291から橋渡る なし 

所在地 邑智郡美郷町君谷 地頭所 K291から橋渡る 

北緯３５°０２′０５．７５″／東経１３２°３０′３８．１２″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町１４】美郷町君谷 志君 やなしお坂中の休 為井戸氏御菩提 

所在地 邑智郡美郷町君谷 志君 やなしお坂中の休 

北緯３５°０４′５９．９２″／東経１３２°３４′４５．１４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

文
字
も
何
も
な
い
、
大
き
な
石
で
あ

る
。
た
だ
、
昔
か
ら
「
芋
代
官
の
碑
」

と
口
伝
え
に
伝
え
ら
れ
、
地
域
の
人

が
大
切
に
し
て
き
た
。
２
０
１
２
年

に
行
っ
た
と
き
に
は
碑
の
前
に
花

が
供
え
ら
れ
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
石
は
、
井
戸
公
と
サ
ツ
マ

イ
モ
に
感
謝
す
る
と
い
う
意
味
で
、

頌
徳
碑
の
原
型
と
も
考
え
ら
れ
、
例

え
ば
隠
岐
郡
西
ノ
島
町
に
も
（
№

06
）
あ
る
。
ど
ん
な
文
字
が
彫
っ
て

あ
る
か
が
重
要
で
は
な
く
、
こ
の
石

が
そ
う
だ
と
、
口
承
で
次
代
の
人
々

に
伝
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
大
切

に
さ
れ
る
べ
き
思
い
な
の
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
28
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
為
井
戸
氏
御
菩
提 

［
碑
石
右
面
］
南
無
□
□
大
士 

［
碑
石
後
面
］
南
無
阿
弥
陀
仏 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
３
７
５
号
の
「
灰
屋
バ
ス
停
」

か
ら
向
か
う
、
美
郷
町
の
銀
山
街
道

「
や
な
し
お
道
坂
」
の
途
中
の
休
憩

場
所
「
中
の
休
」
に
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
福
光
石
と
思
わ
れ
、
痩
せ
て

い
て
角
が
取
れ
、
文
字
も
消
え
気
味

に
な
っ
て
い
る
。
緑
色
の
苔
も
生
え

て
い
る
。 

 

急
な
や
な
し
お
坂
を
往
来
し
な
が

ら
、
「
中
の
休
」
で
休
憩
す
る
と
き

に
、
こ
の
碑
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ

せ
て
い
た
人
た
ち
の
姿
が
想
像
さ

れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ74/幅30/奥行30 

台石 高さ24/幅52/奥行54 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ78/幅69/奥行38 
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【美郷町１５】美郷町吾郷 田水 田平氏宅前の道路沿い 井戸明府碑 

所在地 邑智郡美郷町吾郷 田水 田平氏宅前の道路沿い 

北緯３4°５９′１９．１３″／東経１３２°３１′４６．７９″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町１６】美郷町吾郷 堂山 奥野庵裏山 井戸正明君碑 

所在地 邑智郡美郷町吾郷 堂山 奥野庵裏山 

北緯３５°０１′１４．８３″／東経１３２°３５′００．９３″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
） 

【
建
立
者
】
（
発
起
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
碑
（
右
に
）

昭
和
九
年
二
月
建
之
（
左
に
）
發
起

人 
田
平
豊
松 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

田
水
は
川
本
町
境
。
集
落
を
川
沿
い

に
東
西
に
走
る
道
路
の
北
側
の
、
擁

壁
の
上
を
利
用
し
て
、
小
さ
な
地
蔵

堂
と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

台
石
に
は
補
強
の
た
め
に
前
や
横

に
ブ
ロ
ッ
ク
が
入
れ
て
あ
る
よ
う

だ
。 

 

碑
石
は
硬
そ
う
な
濃
い
灰
色
の
自

然
石
で
、
下
部
に
白
っ
ぽ
い
苔
が
か

な
り
見
え
る
。
傷
み
は
な
く
、
文
字

も
は
っ
き
り
読
め
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
22
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
６
年
（
１
９
１
７
） 

【
建
立
者
】
髙
山
区
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
碑
（
右
に
）

発
記
世
話
人
／
下
寺
留
人
／
元
奥

野
惣
三
郎
（
左
に
）
髙
山
区
中
之
建 

［
碑
石
後
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
享
保
十
八
年
五
月
廿
七
日
夜
備

中
笠
岡
ニ
於
テ
自
殺
行
年
六
十
二

才
墓
地
備
中
笠
岡
威
徳
寺
ニ
ア
リ

今
ヨ
リ
百
八
十
五
年
前
ナ
リ
／
大

正
六
年
八
月
建
之 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

集
落
の
山
側
に
奥
野
庵
と
い
う
お

堂
が
あ
り
、
そ
の
裏
山
に
こ
の
碑
が

立
っ
て
い
る
。
碑
ま
で
は
手
入
れ
さ

れ
て
い
て
楽
に
行
け
る
し
、
碑
の
周

り
も
き
れ
い
に
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

自
然
石
の
碑
石
に
は
少
し
苔
は
あ

る
が
傷
み
は
な
く
、
碑
文
な
ど
の
文

字
も
よ
く
読
め
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ108/幅64/奥行26 

台石 高さ33/幅103/奥行66 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ103/幅95/奥行48 

台石 高さ23/幅121/奥行不明 
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【美郷町１７】美郷町吾郷 越堂 旧道三差路小山上 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 邑智郡美郷町吾郷 越堂 旧道三差路小山上 

北緯３５°０１′５５．５５″／東経１３２°３２′５０．２１″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町１７】美郷町吾郷 越堂 旧道三差路小山上 泰雲院殿義岳良忠居士 続き（碑文） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
安
政
４
年
（
１
８
５
７
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 
［
碑
石
右
面
］
碑
文
（
下
欄
に
記
載
） 

［
碑
石
左
面
］
安
政
四
丁
巳
年
／
六
月

六
日
建
之 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
村
中 

［
同
左
面
］
福
光
石
工
／
儀
平
／
同
利

平
／
同
恒
七 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

道
路
に
挟
ま
れ
て
小
山
が
残
っ
た

不
思
議
な
地
形
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
三
江
線

敷
設
の
時
に
こ
の
よ
う
な
形
で
残

っ
た
と
い
う
。
碑
ま
で
は
石
段
と
手

す
り
が
つ
い
て
い
る
。 

４
段
目
の
台
石
は
見
事
な
石
組
み 

故
銀
山
御
代
官
井
戸
君
平
左
衛
門
諱
正
明
以
享
保
十 

六
辛
□
來
在
任
三
年
赴
於
備
笠
岡
而
卒
實
享
保
十
八 

年
癸
丑
五
月
廿
六
日
也
百
姓
如
□
□
□
前
是
毎
荒
年 

海
郷
之
戸
餓
孚
相
望
君
深
憂
焉
遠
求
甘
藷
始
播
斤
卥 

蔓
滋
根
殖
民
以
充
食
乃
免
死
凶
至
今
畠
植
戸
収
絇
受 

其
賜
簗
壇
立
石
敬
勤
嘉
恵
兾
傳
千
里
之
遐
萬
歳
之
久 

 

碑石 高さ114/幅37/奥行30 
台石１段目 
  高さ27/幅67/奥行59 
台石２段目 
  高さ34/幅105/奥行88 
台石３段目 
  高さ12/幅147/奥行128 
台石４段目（石組） 
  高さ95/幅307/奥行214 

 
で
か
な
り
大
規
模
な
碑
だ
。
碑
石

は
福
光
石
で
苔
も
あ
り
、
剥
離
、 

ひ
び
割
れ
な
ど
の
傷
み

も
あ
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年 

４
月
22
日
） 
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【美郷町１８】美郷町吾郷 栗原 願泉寺境内 泰雲院殿義岳良忠居士碑 

所在地 邑智郡美郷町吾郷 栗原 願泉寺境内 

北緯３５°０２′１１．８６″／東経１３２°３２′５９．１６″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町１９】美郷町吾郷 江戸 町道山側 尾原屋敷内 井戸明府碑 

所在地 邑智郡美郷町吾郷 江戸 町道山側 尾原屋敷内 

北緯３５°０２′３０．６０″／東経１３２°３４′０５．４４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
碑 

［
碑
石
右
面
］
亥
十
月
村
中 

［
碑
石
左
面
］
世
話
人
／
川
村
屋
榮
作

／
藤
田
屋
善
助 

［
碑
石
後
面
］
御
降
誕
記
念
／
昭
和
九

年
四
月
三
日
／…

…
支
部
青
年
會 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

願
泉
寺
の
前
の
町
道
沿
い
に
あ
っ

た
が
、
道
路
拡
幅
の
際
に
寺
の
境
内

に
移
設
さ
れ
た
と
い
う
。
本
堂
に
向

か
っ
て
右
側
に
立
っ
て
い
る
。 

１
段
目
の
台
石
に
は
盃
状
穴
が
あ

る
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
黒
っ
ぽ
い
自
然

石
で
、
白
っ
ぽ
い
苔
は
あ
る
が
傷
み

は
な
く
、
文
字
は
読
め
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
22
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
15
年
（
１
９
２
６
） 

【
建
立
者
】
尾
原
氏 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
碑 

［
碑
石
後
面
］
井
戸
明
府
者
誰
所
謂
甘

藷
／
代
官
也
樹
石
者
誰
尾
原
英
夫

也
而
／
曰
操
幹
建
之
者
何
成
遺
志

也
夫
明
府
／
之
事
蹟
膾
炙
人
口
今

不
復
贅
繋
以
詩
代
銘
／
一
塊
甘
藷

浹
國
中
萬
千
餓
餒
浴
仁
風
治
功
／

不
愧
南
陽
守
父
老
至
今
説
井
公
／

大
正
十
五
年
四
月
三
日
／
尾
原
義

雄
撰
／
尾
原
操
軒
建 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

井
戸
公
碑
の
左
隣
に
は
「
錦
織
玄
秀

碑
」
（
笠
岡
陣
屋
で
井
戸
公
の
診
察

を
し
た
簗
瀬
村
の
医
師
）
が
あ
り
、

碑
の
後
ろ
側
が
壁
の
よ
う
な
石
垣

で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
尾
原
氏
は
錦

織
玄
秀
の
縁
者
で
、
大
正
６
年
に
は

重
雄
氏
が
玄
秀
碑
を
建
立
し
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ107/幅63/奥行38 
台石１段目 
  高さ16/幅86/奥行68 
台石２段目（コンクリート） 
  高さ68/幅109/奥行100 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ109/幅56/奥行40 
台石１段目 
  高さ25/幅104/奥行74 
台石２段目（石組み） 
  高さ137/幅167/奥行116 



 

 

253 

 

【美郷町２０】美郷町吾郷 団地広場 吾郷集会所前 井戸府君碑 

所在地 邑智郡美郷町吾郷 団地広場 吾郷集会所前 

北緯３５°０２′３６．０６″／東経１３２°３４′３０．８４″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町２１】美郷町吾郷 堂平 奥山集会所前三差路 泰…… 

所在地 邑智郡美郷町吾郷 堂平 奥山集会所前三差路 

北緯３５°０３′２９．４０″／東経１３２°３４′０３．８０″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
19
年
（
１
８
８
６
） 

【
建
立
者
】
吾
郷
本
郷
区 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
府
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
十
九
年
／
霜
天
記

建
之
／
吾
郷
本
郷
区 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
字
切
人
／
中
ノ

村 

大
田 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

元
は
少
し
南
側
の
県
道
40
号
沿
い

に
立
っ
て
い
た
が
、
水
防
防
災
対
策

事
業
で
堤
防
が
か
さ
上
げ
に
な
っ

た
た
め
団
地
広
場
の
吾
郷
集
会
所

の
前
に
移
転
し
た
。
隣
の
防
災
事
業

の
竣
工
記
念
碑
に
は
平
成
20
年
と

あ
る
。 

 

碑
は
集
会
所
前
の
、
東
屋
も
あ
る
芝

生
広
場
に
立
っ
て
い
る
。 

台
石
の
前
面
に
彫
っ
て
あ
る
「
字
切

人
」
の
文
字
は
初
め
て
見
る
が
、
石

工
さ
ん
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
22
日
） 

【
建
立
年
】
安
政
４
年
（
１
８
５
７
） 

【
建
立
者
】
奥
山
村 

［
碑
石
前
面
］
泰…

…
 

［
碑
石
］
享
保
十
八
癸
丑
年
五
月
／
井

戸
平
左
衛
／
廿
六
日
／
門
正
明
／

安
政
四
巳 

［
台
石
前
面
］
奥
山
村 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

現
場
に
は
崩
れ
て
い
な
い
２
段
の

台
石
が
あ
り
、
そ
の
上
に
碑
石
の
部

分
が
乗
っ
て
い
る
。
周
囲
に
は
碑
石

の
部
分
と
思
わ
れ
る
石
や
３
段
目

の
台
石
の
部
分
が
残
っ
て
い
る
。 

 

地
元
の
方
に
聞
く
と
、
10
年
前
に
は

す
で
に
倒
れ
て
い
た
と
い
い
、
竹
に

押
さ
れ
て
崩
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
話
し
て
い
た
。 

 

宮
本
豊
氏
の
調
査
資
料
を
見
る
と
、

３
段
目
の
台
石
は
高
さ
55
㌢
の
石

組
み
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ182/幅73/奥行60 
台石１段目 
  高さ20/幅127/奥行108 
台石２段目（石組み） 
  高さ60/幅195/奥行195 

碑石（部分） 
  高さ46/幅28/奥行20 
台石１段目 
  高さ18/幅49/奥行49 
台石２段目 
  高さ18/幅61/奥行60 
台石３段目 不明 
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【美郷町２２】美郷町大和潮 信喜橋上 斎木砂利工場脇 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 邑智郡美郷町大和潮 信喜橋上 斎木砂利工場脇 

北緯３５°０２′０８．２７″／東経１３２°３７′４３．１９″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町２３】美郷町大和都賀行 町道郷地区三差路 井戸正明君之碑 

所在地 邑智郡美郷町大和都賀行 町道郷地区三差路 

北緯３４°５９′４２．３５″／東経１３２°３６′３３．５２″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
万
延
２
年
（
１
８
６
１
） 

【
建
立
者
】
潮
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 
［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

廿
六
日
卒 

［
碑
石
左
面
］
萬
延
二
年
辛
酉
歳
六
月

謹
建 

［
碑
石
裏
面
］
石
碑
願
人
中
廻
正
左
衛

門
／
世
話
人
室
屋
金
／
夫
カ
タ
／

潮
村
中
／
石
工
清
吉 

［
調
査
の
経
過
］ 

砂
利
工
場
の
す
ぐ
わ
き
に
、
石
を
並

べ
て
庭
園
風
に
し
つ
ら
え
て
あ
る
。

建
立
年
代
も
万
延
期
と
古
く
、
背
の

高
い
立
派
な
碑
だ
。
地
元
の
方
に
よ

る
と
、
別
の
場
所
か
ら
こ
こ
に
移
動

し
て
き
た
と
い
う
。 

 

台
石
の
上
に
サ
ツ
マ
イ
モ
と
思
わ

れ
る
丸
い
石
が
供
え
て
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
18
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
35
年
（
１
９
０
２
） 

【
建
立
者
】(

企
起
人
名
等
あ
り) 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
之
碑 

［
碑
石
左
面
］
明
治
三
十
五
年
十
二
月

二
十
日
建
之 

［
台
石
一
段
目
前
面
］
企
起
人
／
渡
邊
友

三
郎
／
世
話
人
／
田
邊
喜
一
郎 

［
台
石
一
段
目
右
面
］
富
永
房
友
／
尾
原

秀
二
郎
／
黒
川
鋼
二
郎
／
日
高
長
一

／
新
田
照
二
郎
／
水
戸
梅
吉
／
長
田

□
太
郎
／
黒
川
増
実
／
岩
本
□
太
郎

／
田
邊
□
一
郎
［
同
左
面
］
田
邊
宥
房

／
長
野
保
人
／
酒
野
領
二
郎
／
田
邊

房
吉
／
中
村
徳
一
郎
／
田
邊
□
／
水

戸
小
四
郎
／
馬
場
伊
作
／
富
永
□
郎

／
山
屋
万
太
郎
［
同
後
面
］
花
田
誠
一

郎
／
外
八
十
三
人
／
都
賀
村
／
石
工

／
野
坂
富
太
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

建
立
に
関
わ
っ
た
多
く
の
人
の
名

前
が
残
る
貴
重
な
碑
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
18
日
） 

碑石 高さ 194/幅 58/奥行 41 
台石１段目 
高さ 53/幅 184/奥行 115 

台石２段目 
高さ 21/幅 242/奥行 167 

碑石 高さ 138/幅 62/奥行 36 
台石１段目  
高さ 31/幅 77/奥行 64  

台石２段目 
高さ 20/幅 110/奥行 88 

台石３段目 
高さ 26/幅 185/奥行 152 
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【美郷町２４】美郷町大和宮内 元小学校裏 町営住宅前 井戸明府 

所在地 邑智郡美郷町大和宮内 元小学校裏 町営住宅前 

北緯３４°５７′１８．５３″／東経１３２°３６′０９．５２″ 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

【美郷町２５】美郷町大和都賀本郷 本郷浄水場後 泰雲殿之碑 

所在地 邑智郡美郷町大和都賀本郷 本郷浄水場後 遠藤氏宅庭 

北緯３４°５７′４５．４３″／東経１３２°３８′３９．３７″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
11
年
（
１
９
２
２
） 

【
建
立
者
】
宮
内
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

町
営
住
宅
の
前
の
道
路
の
１
段
高

い
場
所
に
、
忠
魂
碑
と
と
も
に
立

つ
。
高
さ
２
２
１
セ
ン
チ
、
幅
１
３

０
セ
ン
チ
の
巨
大
と
言
っ
て
も
い

い
ほ
ど
大
き
な
碑
で
、
前
面
に
「
井

戸
明
府
」
の
４
文
字
が
大
き
く
彫
ら

れ
て
い
る
。
開
け
た
場
所
と
い
い
、

大
き
な
石
と
い
い
、
田
園
風
景
の
中

で
よ
く
目
立
つ
碑
だ
。 

碑
の
前
に
サ
ツ
マ
イ
モ
と
思
わ
れ

る
丸
い
石
が
供
え
て
あ
る
。 

碑
石
は
濃
い
灰
色
の
自
然
石
で
目

は
粗
く
見
え
る
。
少
し
剥
離
が
あ
る

よ
う
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
18
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
17
年
（
１
８
８
４
） 

【
建
立
者
】
都
賀
本
郷
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
殿
之
碑
（
右
に
）

享
保
十
八
丑
五
月
廿
六
日
／
都
賀

本
郷
／
村
中
（
左
に
）
明
治
十
有
七

年
五
月
建
之
／
世
話
人
／
下
垣
廣

七
郎
／
高
橋
岩
三
郎
／
石
工
／
和

田
直
吉 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

塩
谷
川
の
た
も
と
に
あ
る
個
人
の

居
宅
の
庭
に
立
っ
て
い
る
。「
遠
藤
」

の
姓
は
世
話
人
の
中
に
は
な
い
が
、

何
ら
か
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
碑
石
の
前
面
に
す
べ
て
の
情
報

が
彫
っ
て
あ
る
。
泰
雲
院
殿
の
「
院
」

の
文
字
が
な
い
。 

碑
の
前
に
サ
ツ
マ
イ
モ
と
思
わ
れ

る
丸
い
石
が
供
え
て
あ
る
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石  
高さ 221/幅 130/奥行 36 

台石１段目 
高さ 11/幅 113/奥行 50 

台石２段目 
高さ 17/幅 190/奥行 85 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 105/幅 86/奥 34 

台石 高さ 5/幅 78/奥行 64 
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【出雲市０１】出雲市多伎町 清龍寺 泰雲院義岳良忠居士 

所在地 出雲市多伎町 清龍寺 本堂右手 

北緯３５°１６′１０．６２″／東経１３２°３４′５３．７５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【出雲市０２】出雲市湖陵町大池 彌久賀神社 井戸明府碑 

所在地 出雲市湖陵町大池 彌久賀神社 境内 

北緯３５°１８′５０．２３″／東経１３２°３９′４２．６３″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
９
号
の
上
に
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の

陸
橋
が
か
か
る
多
伎
町
の
田
儀
川

沿
い
に
あ
る
清
龍
寺
。
本
堂
の
右
手

に
別
の
碑
と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。

碑
石
前
面
は
碑
銘
を
彫
る
場
所
を

平
面
に
掘
り
下
げ
て
、
碑
銘
の
文
字

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
、
珍
し
い

碑
。 

１
段
目
台
石
は
猫
足
で
、
そ
の
下
に

さ
ら
に
２
段
の
台
石
を
積
ん
で
い

る
。
碑
銘
以
外
の
文
字
が
な
い
。 

碑
石
は
軟
ら
か
そ
う
な
墓
石
型
で
、

苔
は
生
え
て
い
る
が
傷
み
は
な
く
、

最
近
建
て
た
よ
う
に
見
え
る
ほ
ど
。 

  （
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ125/幅59/奥行31 

台石 高さ27/幅93/奥行92 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
碑 

［
台
石
前
面
］
願
主
／
村
中
／
世
話
人

／
長
崎
屋
政
兵
衞
／
木
屋
助
右
エ

門
／
山
城
屋
甚
五
郎
／
西
川
屋
清

右
エ
門
／
北
ノ
屋
喜
八
／
前
地
屋

小
八
／
中
島
屋
豊
四
郎
／
原
屋
孫

兵
衞 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
９
号
沿
い
に
あ
る
彌
久
賀
神

社
の
境
内
、
拝
殿
に
向
か
っ
て
左
手

に
あ
る
。
以
前
は
同
じ
大
池
の
慶
正

寺
の
境
内
に
あ
っ
た
も
の
が
こ
こ

に
移
設
さ
れ
て
い
る
。 

 

碑
の
前
に
賽
銭
箱
が
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
自
然
石
で
、

苔
は
少
し
あ
る
が
傷
み
は
な
い
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
11
日
） 

碑石 高さ90/幅35/奥行29 
台石１段目 
  高さ26/幅48/奥行48 
台石２段目 
  高さ25/幅57/奥行52 
台石３段目 
  高さ14/幅81/奥行81 
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【出雲市０３】出雲市湖陵町板津 荒神社後 泰雲院殿 

所在地 出雲市湖陵町板津 荒神社後 道路沿い 

北緯３５°１９′１９．２６″／東経１３２°３９′３８．４６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【出雲市０４】出雲市湖陵町砂子 砂子会館 泰雲院殿 

所在地 出雲市湖陵町砂子 砂子会館 

北緯３５°１９′０８．６０″／東経１３２°４０′２１．９３″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
６
年
（
１
８
７
３
） 

【
建
立
者
】
村
内 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
明

治
六
年
／
癸
酉
七
月
日
（
左
に
）
施

主
村
内 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

板
津
の
海
岸
道
路
近
く
に
あ
る
荒

神
社
に
入
る
交
差
点
の
辻
に
、
一
畑

薬
師
、
地
蔵
堂
な
ど
と
共
に
立
っ
て

い
る
。 

 

こ
こ
で
は
毎
年
11
月
に
い
も
代
官

祭
り
が
板
津
公
民
館
で
開
か
れ
て

お
り
、
同
館
所
蔵
の
井
戸
公
の
肖
像

画
の
掛
軸
を
掲
示
し
た
り
、
西
浜
芋

を
供
え
る
な
ど
、
芋
代
官
へ
の
感
謝

を
忘
れ
な
い
。 

ま
た
、
同
館
は
「
芋
代
官
由
緒
巻
物
」

と
い
う
２
・
５
㍍
の
長
さ
の
巻
物
も

所
蔵
し
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
11
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ74/幅54/奥行30 

台石 高さ17/幅81/奥行65 

 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
砂
子
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
嘉

永
七
年
（
左
に
）
砂
子
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

湖
陵
町
に
は
４
基
あ
る
が
、
唯
一
国

道
９
号
よ
り
内
陸
部
に
あ
る
の
が

こ
の
碑
。
砂
子
会
館
の
舗
装
し
た
前

庭
に
、
一
畑
薬
師
な
ど
ほ
か
の
２
つ

の
碑
と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
前
碑
（
№
03
）
の
板
津
の
碑

と
よ
く
似
た
自
然
石
で
、
立
ち
姿
も

よ
く
似
て
い
る
。
嘉
永
７
年
と
湖
陵

町
で
最
も
古
い
の
で
、
こ
の
碑
を
参

考
に
し
て
板
津
も
大
池
（
№
02
）
も

建
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
濃
い
灰
色
で
、
白

っ
ぽ
い
苔
は
あ
る
も
の
の
、
傷
み
は

な
く
、
文
字
も
は
っ
き
り
読
め
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
11
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ88/幅48/奥行39 

台石 高さ12/幅77/奥行54 
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【出雲市０５】出雲市湖陵町差海 観音寺向い 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 出雲市差海 観音寺向い 道路沿い 

北緯３５°１９′５５．２２″／東経１３２°３９′５８．１８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【出雲市０５】出雲市湖陵町差海 観音寺向い 泰雲院殿義岳良忠大居士 続き（解説板） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
差
海
区
民
一
同 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
平
成
二
十
五
年
十
一
月
再
建 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明
／
享
保

十
八
年
五
月
二
十
六
日
［
三
段
目
台
石
右

面
］
差
海
区
民
一
同
［
花
立
て
前
面
］
戸
長

／
原
伊
平
／
世
話
人
／
原
伊
左
エ
門
／
桑

原
定
六
／
原
林
左
エ
門
／
中
尾
彦
助
／
中

尾
祖
助
／
大
垰
善
四
郎
／
森
山
藤
左
エ
門

／
大
垰
万
三
郎
／
桑
原
幸
四
郎
／
中
尾
長

兵
エ
／
桑
原
勘
六
／
桑
原
喜
三
郎
／
原
勘

左
エ
門
／
差
海
村
中
［
同
右
面
］
明
治
十
四

年
建
立
／
石
工
楯
縫
郡
万
田
／
善
太
郎

［
同
左
面
］
昭
和
六
年
三
月
修
理
施
行 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

旧
碑
は
総
高
さ
３
７
０
㌢
を
超
え

る
、
湖
陵
町
で
は
最
大
の
碑
だ
っ
た

が
、
最
下
段
の
石
組
み
の
基
礎
の
中

が
崩
れ
て
危
険
に
な
っ
た
た
め
、
地

区
を
中
心
に
寄
付
を
募
っ
て
再
建
。

今
で
も
町
随
一
の
大
き
さ
だ
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
11
日
） 

 

井
戸
公
（
い
も
代
官
）
顕
彰
碑
の
由
来
に
つ
い
て 

 

享
保
の
大
飢
饉
（
江
戸
時
代
中
期 

一
七
三
二
年
）
の
と
き
、
大
森
代
官
の
「
井

戸
平
左
衛
門
正
明
公
」
が
、
薩
摩
の
国
か
ら
サ
ツ
マ
芋
を
導
入
し
、
栽
培
普
及
に
努

め
ら
れ
、
そ
の
恩
恵
で
当
時
の
差
海
の
人
々
も
飢
え
を
し
の
い
で
命
を
救
わ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
井
戸
公
」
を
「
い
も
代
官
」
と
呼
び
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
た
め
、
明
治
十
四

年
（
一
八
八
一
年
）
に
差
海
村
中
で
「
い
も
代
官
さ
ん
」
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。 こ

の
顕
彰
碑
は
、
他
の
地
区
の
も
の
よ
り
大
き
く
、
し
か
も
、
立
派
な
も
の
で
、

救
い
の
手
を
延
べ
て
く
れ
た
「
い
も
代
官
」
さ
ん
に
対
す
る
差
海
の
方
々
の
感
謝
の

気
持
ち
が
、
い
か
に
大
き
い
も
の
だ
っ
た
か
を
現
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
石
碑
は
、
老
朽
化
が
激
し
く
、
非
常
に
危
険
な
状
態
に
な
り
、

先
人
の
「
井
戸
公
」
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、
次
の
時
代
に
継
承
す
る
た
め
再
建
し

た
の
が
こ
の
石
碑
で
す
。 

平
成
二
十
五
年
十
一
月 

 
 
 
 

差 

海 

区 

   
 
 

碑石 高さ137/幅41/奥行34 
台石１段目 
  高さ28/幅63/奥行50 
台石２段目 
  高さ31/幅94/奥行79 
台石３段目 
  高さ26/幅130/奥行110 

石
碑
再
建
の
際
に
碑
の
左
前
に
設

置
さ
れ
た
解
説
板
（
写
真
上
、
内
容

右
欄
）
。
御
影
石
に
ス
テ
ン
レ
ス
板

を
埋
め
込
ん
だ
も
の
。 

再
建
に
あ
た
っ
て
関
係
の
皆
さ
ん

は
旧
碑
を
非
常
に
大
切
に
さ
れ
、

碑
石
の
文
字
は
旧
碑
と
同
じ
文
字

と
し
、
傷
ん
で
い
な
か
っ
た
石
製

の
花
立
て
を
そ
の
ま
ま
新
碑
の
前

に
設
置
さ
れ
て
、
明
治
、
昭
和
の
先

輩
に
敬
意
を
表
さ
れ
て
い
る
。 
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【出雲市０６】出雲市西園町 長浜神社裏山 芋代官井戸平左エ門氏祀 

所在地 出雲市西園町 長浜神社裏山 

北緯３５°２０′４４．３６″／東経１３２°４０′４５．８７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【出雲市０７】出雲市西園町 外園幸神社（境内社） 井戸神社 

所在地 出雲市西園町 外園幸神社（境内社） 

北緯３５°２１′１１．４８″／東経１３２°４０′３０．２４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
芋
代
官
井
戸
平
左
エ
門

氏
祀 

［
碑
石
左
面
］
昭
和
三
十
五
年
十
一
月

建
［
碑
石
後
面
］
世
話
人
／
大
野
庄

太
郎
／
藤
江
富
市 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

長
浜
神
社
の
裏
山
に
「
北
の
杜
」「
西

の
杜
」
へ
の
散
策
路
が
あ
り
、
そ
ち

ら
に
向
か
う
と
こ
の
碑
が
立
っ
て

い
る
。
草
の
勢
い
が
強
い
時
期
に
は

散
策
が
む
ず
か
し
い
か
も
し
れ
な

い
。 

 

碑
石
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
よ
う

に
も
見
え
、
世
話
人
の
お
二
人
が
気

持
ち
を
こ
め
て
、
こ
の
場
所
を
借
り

て
建
て
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
11
日
） 

（単位：ｃｍ） 

祠 高さ144/幅105/奥行129 

台石 高さ45/幅82/奥行95 

【
建
立
年
】
平
成
11
年
（
１
９
９
９
） 

【
建
立
者
】
外
園
区 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
祠
に
文
字
は
な
い
が
、

棟
札
に
「
井
戸
神
社
」
の
表
記
が
あ

る
。 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

長
浜
神
社
で
情
報
を
得
て
、
幸
神
社

で
棟
札
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
境
内
社
で
あ
る
井
戸
神
社
が
風

の
被
害
で
大
破
し
た
た
め
建
て
替

え
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十

一
年
十
月
二
十
六
日
竣
工
、
同
十
一

月
三
日
遷
座
と
な
っ
て
い
る
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
11
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ153/幅21/奥行20 

台石 高さ16/幅62/奥行62 
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【松江市０１】松江市福原町 長慶寺 泰雲院殿 

所在地 松江市福原町 長慶寺参道入口 

北緯３５°３０′４７．４９″／東経１３３°０６′１０．３０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市０２】松江市上本庄町川部 元公民館前道路 泰雲院殿 

所在地 松江市上本庄町川部 旧本庄公民館跡地前の道路沿い 

北緯３５°３１′０８．７９″／東経１３３°０６′５４．１２″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
11
年
（
１
８
４
０
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
天

保
十
一
年
九
月
吉
旦
（
左
に
）
七
世

代
造
立 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

令
和
２
年
度
に
当
協
会
が
実
施
し
た

文
書
に
よ
る
照
会
調
査
で
長
慶
寺
の

ご
住
職
か
ら
報
告
が
あ
っ
て
訪
問
。
ご

住
職
に
よ
る
と
こ
の
辺
り
は
松
江
藩
の

殿
様
が
狩
り
に
出
か
け
て
い
た
地
域

だ
っ
た
と
言
い
、
井
戸
公
碑
の
隣
に
は

「
狗
塚
」
が
あ
る
。
近
く
の
持
田
公
民

館
の
資
料
「
い
も
代
官
・
頌
徳
碑
」
に

は
、「
井
戸
公
の
恩
赦
に
よ
く
よ
く
感

謝
の
意
を
表
し
て
碑
を
建
立
し
供
養

し
た
も
の
と
思
う
」
と
書
か
れ
て
い

る
。 

 
 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
６
月
16
日
） 

  

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ80/幅48/奥行33 

台石 高さ54/幅63/奥行67 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

当
協
会
が
令
和
２
年
度
に
行
っ
た
郵

便
に
よ
る
照
会
事
業
が
新
聞
で
紹
介

さ
れ
る
と
、
境
港
市
の
方
か
ら
何
件

か
新
情
報
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
そ

の
う
ち
の
１
件
。
急
傾
斜
地
の
た
め
移

転
し
た
旧
本
庄
公
民
館
（
川
部
公
会

堂
）
前
の
狭
い
道
路
の
向
い
に
ブ
ロ
ッ
ク

を
囲
ん
で
場
所
を
作
り
、
他
の
石
碑
２

基
と
と
も
に
立
っ
て
い
る
。
道
路
の
向

い
に
は
地
蔵
堂
が
あ
る
。 

茶
色
が
か
っ
た
、
す
ら
り
と
し
た
自
然

石
の
碑
石
が
、
背
の
高
い
円
柱
状
の
台

石
の
上
に
乗
っ
て
い
る
。
近
く
で
場
所

を
聞
い
た
女
性
が
、
お
ば
あ
さ
ん
に
聞

い
て
車
で
先
導
し
て
く
れ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
10
月
13
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ98/幅72/奥行23 

台石 高さ21/幅120/奥行50 
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【松江市０３】松江市邑生町 邑生公会堂 泰雲院殿 

所在地 松江市邑生町 邑生公会堂前庭 

北緯３５°３１′０２．４３／東経１３３°０７′３９．３７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市０４】松江市手角町 象田寺 泰雲院殿 

所在地 松江市手角町 象田寺 境内道路側 

北緯３５°３２′２１．６６″／東経１３３°０９′２９．６８″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

令
和
２
年
度
の
照
会
調
査
で
手
角
町

の
象
田
寺
の
ご
住
職
な
ど
複
数
の
方

か
ら
情
報
を
い
た
だ
い
て
訪
問
。
邑
生

公
会
堂
の
場
所
は
国
道
４
３
１
号
か

ら
枕
木
山
に
上
が
る
県
道
を
少
し
入

っ
た
右
手
。 

前
庭
の
、
向
か
っ
て
右
隅
の
小
川
沿
い

に
碑
は
あ
る
。
碑
石
は
す
ら
り
と
し
た

自
然
石
で
、
そ
れ
が
卵
形
の
丸
い
台
石

に
乗
り
、
接
続
部
は
セ
メ
ン
ト
で
補
修

し
て
あ
る
。
苔
も
傷
み
も
な
く
、
周
囲

も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。 

    （
調
査
日
２
０
２
０
年
10
月
13
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ95/幅 52/奥行40 

台石 高さ35/幅108/奥行90 

【
建
立
年
】
天
保
５
年
（
１
８
３
４
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
後
面
］
旹
天
保
五
星
喜
閼
逢
敦

牂
蕤
賓
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

中
海
の
北
岸
を
通
る
県
道
４
３
１
号

沿
い
に
あ
る
象
田
寺
。
も
う
３
０
０
㍍

で
美
保
関
町
と
い
う
、
旧
松
江
市
の

東
端
の
町
に
あ
る
寺
。
長
ら
く
、
旧
松

江
市
で
は
唯
一
の
井
戸
公
碑
と
認
識

さ
れ
て
い
た
。 

碑
は
本
堂
の
ほ
ぼ
真
正
面
に
立
っ
て
い

る
。
台
石
は
穴
が
多
数
あ
る
中
海
産

の
森
山
石
と
思
わ
れ
る
特
徴
的
な
石

が
使
わ
れ
て
い
る
。 

前
の
花
立
て
に
は
青
々
と
し
た
シ
キ
ミ

が
供
え
て
あ
っ
た
。 

  （
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
27
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ71/幅32/奥行35 
台石１段目  

高さ40/幅93/奥行85 
台石２段目  

高さ12/幅94/奥行102 
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【松江市０５】松江市鹿島町御津 観潮寺 泰雲院殿芋元祖 

所在地 松江市鹿島町御津 観潮寺境内 本堂に向かって左側 

北緯３５°３２′１２．４５／東経１３３°０１′３９．６８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市０６】松江市美保関町万原 地区学習会館前 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町万原 地区学習会館前 地蔵堂横 

北緯３５°３２′１９．５２″／東経１３３°０９′５０．１６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
若
連
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
芋
元
祖
（
右

に
）
読
め
な
い
文
字
３
字
（
左
に
）

同
若
連
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

鹿
島
町
唯
一
の
井
戸
公
碑
だ
。
寺
の

前
の
道
路
は
狭
い
が
、
寺
の
前
に
は
数

台
分
の
駐
車
場
が
あ
る
。
広
い
境
内

で
、
本
堂
に
向
か
っ
て
左
手
に
木
を
植

え
た
り
し
た
石
庭
の
し
つ
ら
い
が
し
て

あ
り
、
碑
の
周
囲
は
白
い
玉
砂
利
が
敷

か
れ
て
い
て
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
て

い
る
。 

碑
銘
は「
芋
元
祖
」
と
入
っ
た
珍
し
い

も
の
。
碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
す
ら
り

と
し
た
自
然
石
。
台
石
は
数
個
の
大

き
さ
の
違
う
石
で
碑
を
囲
ん
で
い
る
。 

  （
調
査
日
２
０
２
１
年
４
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ156/幅94/奥行28 

台石 高さ11/幅175/奥行100 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
享

保
十
八
年
（
左
に
）
五
月
二
十
八
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

手
角
町
の
象
田
寺
の
ご
住
職
か
ら

情
報
を
得
て
訪
問
。
象
田
寺
か
ら
約

６
０
０
㍍
の
近
さ
だ
っ
た
。 

国
道
４
３
１
号
の
北
側
に
集
落
が

あ
り
、
地
区
学
習
会
館
の
前
が
広
場

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
桜
の
木
や

不
燃
物
置
き
場
、
地
蔵
堂
、
石
碑
な

ど
が
立
っ
て
い
る
。
井
戸
公
碑
は
地

蔵
堂
の
隣
に
立
っ
て
い
て
、
高
さ
は

低
い
が
幅
が
広
く
て
ゆ
っ
た
り
し

た
台
石
の
上
に
大
ぶ
り
な
自
然
石

の
碑
石
が
乗
っ
て
い
る
。 

石
質
は
そ
う
堅
く
は
見
え
な
い
が
、

苔
も
傷
み
も
な
い
よ
う
だ
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
27
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ117/幅48/奥行50 
台石 高さ24/幅128/奥行154 

碑石前面右下はセメント補修されてい

て、その上から元あった文字らしきもの

が３文字分彫ってあるが、読めなかった 



 

 

263 

 

【松江市０７】松江市美保関町下宇部尾 元正法寺 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町下宇部尾 元正法寺 

北緯３５°３２′２４．０９″／東経１３３°１０′５５．６６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市０８】松江市美保関町森山 萬福寺 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町森山 萬福寺境内左手 

北緯３５°３２′３１．３４″／東経１３３°１２′２１．７８″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
左
に
）
享

保
十
八
年
五
月
廿
八
日 

［
碑
石
左
面
］
石
工
二
宮
亀
太
郎 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
資
料
に
は「
正
法
寺
境
内
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
は
寺
で
な
く
お
堂
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
前
庭
の
道
路
側
に
六

地
蔵
と
並
ん
で
碑
が
立
っ
て
い
る
。
地

域
の
方
が
、
石
工
の
二
宮
さ
ん
の
家
は

こ
の
お
堂
の
す
ぐ
近
く
だ
と
教
え
て
く

れ
た
。
今
住
ん
で
い
る
人
が
彫
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
す
ご
く
親
し
み
を
感

じ
た
。 

碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
ご
つ
ご
つ

し
た
自
然
石
で
、
傷
み
は
な
い
が
、

白
っ
ぽ
い
苔
が
生
え
て
い
た
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

  

【
建
立
年
】
天
保
５
年
（
１
８
３
４
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
旹

天
保
五
甲
年
四
月
三
日
建
之 

［
碑
石
左
面
］
十
世
萬
峰
代
／
年
寄
七

部
兵
衛
／
施
主
／
當
村
中 

［
碑
石
後
面
］
石
工
廣
左
エ
門 

［
そ
の
他
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
碑
は
境
内
に
入
っ
て
す
ぐ
左
に
あ

る
。
台
石
は
元
々
３
段
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
境
内
整
備
の
際
に
、
周
り
に
土
や

砂
利
が
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
、
３
段

目
の
厚
さ
が
10
㌢
し
か
見
え
な
く
な

っ
て
い
る
。 

碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
自
然
石
で
、
白

っ
ぽ
い
苔
は
あ
る
が
、
傷
み
は
な
い
。 

前
の
花
立
て
に
シ
キ
ミ
が
供
え
ら
れ
て

い
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ164/幅66/奥行24 
台石１段目  
高さ25/幅95/奥行56 

台石２段目  
高さ40/幅126/奥行115 

碑石 高さ156/幅95/奥行26 
台石１段目  
高さ19/幅140/奥行67 

台石２段目  
高さ20/幅136/奥行120 

台石３段目  
高さ10/幅177/奥行165 
 
 



 

 

264 

 

【松江市０９】松江市美保関町福浦 源正寺 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町福浦 源正寺 

北緯３５°３３′１７．９１″／東経１３３°１５′１４．４９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市１０】松江市美保関町長浜 学習供用施設向い  泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町長浜 K2沿い 学習供用施設向い 

北緯３５°３３′２７．４１″／東経１３３°１６′５１．４９″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
７
年
（
１
８
３
６
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
天

保
七
年
（
左
に
）
申
九
月
廿
六
日
（
下

に
）
村
中
／
世
話
人
重
蔵
／
年
寄
善

七 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
境
水
道
の
海
沿
い
か
ら
ま
っ
す

ぐ
に
参
道
が
伸
び
る
源
正
寺
。
石
段

を
上
が
っ
て
境
内
に
入
る
と
左
手

に
六
地
蔵
や
石
碑
が
並
ん
で
お
り
、

そ
の
中
に
井
戸
公
碑
も
あ
る
。 

碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
ご
つ
ご
つ

し
た
自
然
石
で
、
傷
み
は
な
い
が
、

苔
が
生
え
て
い
る
。
台
石
は
中
海
産

の
森
山
石
と
思
わ
れ
、
碑
の
周
囲
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
入
れ
て
整
備
さ

れ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

  

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ148/幅45/奥行32 

台石 高さ55/幅114/奥行96 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
男
鹿
・
長
浜 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
享

保
十
八
年
（
左
に
）
丑
五
月
廿
六
日

（
下
に
）
男
鹿
／
長
浜 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

長
浜
港
の
北
側
の
県
道
２
号
沿
い
に

長
浜
地
区
学
習
等
供
用
施
設
（
元
公

民
館
か
）
が
あ
り
、
道
路
向
い
の
墓
地

に
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

碑
の
前
に
は
石
灯
籠
が
１
基
と
、
部
材

と
思
わ
れ
る
石
材
が
あ
っ
た
。 

碑
石
は
目
の
粗
い
硬
そ
う
な
灰
色
の

自
然
石
で
、
特
徴
的
な
の
は
台
石
に

横
縞
の
入
っ
た
森
山
石
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
。
中
海
沿
い
の
碑
に
は
何
基
か

こ
の
石
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

碑
の
前
の
花
立
て
に
は
シ
キ
ミ
が
供
え

ら
れ
て
い
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
10
月
13
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ155/幅70/奥行22 
台石１段目  
高さ44/幅130/奥行106 



 

 

265 

 

【松江市１１】松江市美保関町海崎 K2沿い 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 松江市美保関町海崎 K2沿い 

北緯３５°３３′２８．８６″／東経１３３°１７′５５．７５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市１２】松江市美保関町才浦 集会所前 泰雲院 

所在地 松江市美保関町才浦 集会所前 道路沿い 

北緯３５°３４′０３．４１″／東経１３３°１８′１４．７６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

海
崎
港
の
す
ぐ
東
の
県
道
２
号
沿

い
山
側
に
立
っ
て
い
る
。
道
路
が
カ

ー
ブ
に
な
っ
て
お
り
、
周
囲
の
木
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
碑
が
隠

れ
が
ち
。 

 

碑
は
白
っ
ぽ
い
す
ら
り
と
し
た
自

然
石
で
、
白
っ
ぽ
い
苔
も
あ
る
の
で

一
層
白
く
見
え
る
。 

碑
文
以
外
の
文
字
が
な
く
、
情
報
が

少
な
い
。
台
石
１
段
目
に
は
横
縞
模

様
が
き
れ
い
に
出
て
い
る
森
山
石

が
使
わ
れ
て
い
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
０
年
10
月
13
日
） 

  

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ137/幅45/奥行32 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

境
港
市
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
情
報
の

一
つ
。
美
保
関
町
の
美
保
関
地
区
に

は
、
こ
れ
ま
で
井
戸
公
碑
は
な
い
と
さ

れ
て
き
た
が
、
情
報
を
い
た
だ
い
て
行

っ
て
み
る
と
、
才
浦
集
会
所
の
南
約

50
㍍
の
道
路
横
に
、
横
に
な
っ
た
状

態
で
存
在
し
て
い
た
。
台
石
は
な
く
、

碑
石
の
文
字
も
彫
り
が
途
中
の
よ
う

に
も
見
え
る
の
で
、
ど
こ
か
に
立
っ
て
い

た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

泰
雲
院
の
下
に
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
が
文

字
が
な
く
、
そ
の
下
で
割
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
、
製
作
途
中
の
も
の
か
も

し
れ
な
い
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
10
月
13
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ185/幅84/奥行48 
台石１段目  
高さ62/幅124/奥行85 

台石２段目  
高さ15/幅128/奥行不明 



 

 

266 

 

【松江市１３】松江市美保関町軽尾 港入口東側 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町軽尾 港入口の手前を右に 

北緯３５°３４′１３．３６″／東経１３３°１７′５５．２３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市１４】松江市美保関町雲津 覚源寺 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町雲津 覚源寺 境内 

北緯３５°３４′１３．１８″／東経１３３°１６′５１．５６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
下
に
）
村

中 
［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

軽
尾
港
に
突
き
当
た
る
ち
ょ
っ
と

手
前
に
、
右
に
入
る
細
い
道
が
あ

り
、
そ
の
道
沿
い
に
立
っ
て
い
る
。 

高
さ
約
１
㍍
の
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
基

礎
の
上
に
祠
と
こ
の
碑
が
立
っ
て

お
り
、
そ
の
す
ぐ
右
側
に
も
別
の
基

礎
が
あ
っ
て
、
祠
と
石
灯
籠
が
立
っ

て
い
る
。 

碑
石
は
灰
色
の
自
然
石
で
、
白
っ
ぽ

い
苔
が
か
な
り
生
え
て
い
る
。
台
石

１
段
目
に
は
横
縞
模
様
が
き
れ
い

な
森
山
石
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
10
月
13
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
享

和
十
八
年
（
左
に
）
巳
五
月
廿
六
日 

施
主
村
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

雲
津
集
落
に
入
る
と
す
ぐ
右
手
に
あ

る
覚
源
寺
。
碑
は
境
内
の
道
路
側
に

立
っ
て
い
る
。
茶
色
が
か
っ
た
目
の
粗
い

大
ぶ
り
な
自
然
石
で
、
左
上
の
前
部

分
が
欠
損
し
て
い
る
。
白
っ
ぽ
い
苔
も

あ
る
。 

碑
石
前
面
の「
享
和
十
八
年
巳
五
月

廿
六
日
」
は
井
戸
公
の
命
日
と
思
わ

れ
る
が
、
正
し
く
は「
享
保
十
八
年
丑

五
月
廿
六
日
」で
あ
る
。 

   
 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
10
月
13
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ135/幅50/奥行30 

台石 高さ23/幅128/奥行95 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ171/幅98/奥行36 

台石 高さ42/幅123/奥行76 
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【松江市１５】松江市美保関町諸喰 明音寺 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町諸喰 明音寺 

北緯３５°３４′１５．７０″／東経１３３°１５′５４．４７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市１６】松江市美保関町法田 観音堂 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町法田 観音堂前 

北緯３５°３４′１０．３８″／東経１３３°１４′４６．５８″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
９
年
（
１
８
３
８
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

明
音
寺
は
諸
喰
集
落
の
西
側
の
高

台
に
あ
り
、
井
戸
公
碑
は
境
内
に
上

が
っ
て
す
ぐ
右
手
に
、
六
地
蔵
と
共

に
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
黒
み
が
か
っ
た
灰
色
の
自

然
石
で
、
傷
み
は
な
く
、
白
っ
ぽ
い

苔
が
少
し
あ
る
。 

 

碑
の
前
の
花
立
て
に
は
た
く
さ
ん

の
緑
鮮
や
か
な
シ
キ
ミ
が
供
え
て

あ
っ
た
。 

美
保
関
町
に
は
台
石
が
１
段
で
、
碑

石
は
自
然
石
、
碑
銘
は
「
泰
雲
院
殿
」

と
い
う
碑
が
多
い
が
、
こ
こ
で
も
同

じ
構
造
に
な
っ
て
い
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
10
月
13
日
） 

【
建
立
年
】
文
久
４
年
（
１
８
６
４
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
文

久
四
歳
（
左
に
）
子
六
月
廿
六
日 

［
そ
の
他
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
法
田
地
区
は
集
落
の
山
側
に
広

い
道
路
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
観
音

堂
は
広
い
道
か
ら
集
落
に
降
り
る

山
道
の
途
中
に
あ
る
。
近
く
に
は
共

同
墓
地
が
あ
り
、
お
堂
の
前
と
横
に

は
墓
石
と
思
わ
れ
る
石
が
か
な
り

多
く
積
ま
れ
た
り
、
一
部
は
立
て
て

あ
る
も
の
も
あ
る
。 

碑
石
は
目
の
粗
い
自
然
石
で
、
上
部

は
セ
メ
ン
ト
で
補
修
し
て
あ
る
よ

う
に
も
見
え
る
。
前
面
下
部
は
か
な

り
目
が
粗
く
、
文
字
が
彫
れ
な
か
っ

た
よ
う
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
10
月
13
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ163/幅87/奥行28 

台石 高さ22/幅115/奥行95 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ121/幅82/奥行34 

台石 高さ25/幅122/奥行75 



 

 

268 

 

【松江市１７】松江市美保関町七類 大日堂 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町七類 R485沿い 大日堂 

北緯３５°３４′１３．２８″／東経１３３°１３′２９．６１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今福まちづくりセンター【松江市１８】松江市美保関町惣津 阿弥陀堂 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町惣津  道路沿い 阿弥陀堂前 

北緯３５°３４′１９．５５″／東経１３３°１３′００．０２″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

七
類
港
の
メ
テ
オ
プ
ラ
ザ
の
近
く
、

国
道
４
８
５
号
沿
い
の
大
日
堂
の

境
内
に
あ
る
。 

 

碑
石
は
ざ
ら
ざ
ら
し
た
濃
い
灰
色

の
自
然
石
で
、
碑
銘
の
ほ
か
に
文
字

は
な
い
。 

１
段
目
の
台
石
も
自
然
石
だ
が
、
２

段
目
だ
け
整
形
さ
れ
た
来
待
石
の

よ
う
な
石
。
後
日
周
囲
に
置
か
れ
た

か
も
し
れ
な
い
。
碑
石
と
１
段
目
台

石
、
１
段
目
と
２
段
目
の
台
石
の
接

続
部
分
は
セ
メ
ン
ト
で
て
い
ね
い

に
補
修
し
て
あ
る
。
碑
石
は
２
㍍
を

超
す
大
き
な
石
な
の
で
、
安
定
さ
せ

る
目
的
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
惣
津
の
海
岸
道
路
沿
い
に
共
同

墓
地
と
阿
弥
陀
堂
が
あ
り
、
こ
の
碑

は
阿
弥
陀
堂
の
前
に
、
日
本
海
を
向

い
て
立
っ
て
い
る
。 

碑
石
は
黒
っ
ぽ
い
堅
そ
う
な
自
然
石
。

傷
み
は
な
く
、
白
っ
ぽ
い
苔
が
あ
る
。 

碑
の
前
を
砂
と
石
で
固
め
て
、
小
さ
な

石
庭
の
よ
う
に
し
つ
ら
え
て
、
花
立
て

が
埋
め
て
あ
る
。
調
査
日
も
シ
キ
ミ
と

色
と
り
ど
り
の
花
（
造
花
）
が
供
え
ら

れ
、
彩
り
を
添
え
て
い
た
。 

 
 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ222/幅88/奥行56 
台石１段目  
高さ38/幅156/奥行101 

台石２段目  
高さ19/幅208/奥行106 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ120/幅47/奥行57 

台石 高さ34/幅125/奥行98 



 

 

269 

 

【松江市１９】松江市美保関町笹子 山上 忠魂碑横 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町笹子 山上 忠魂碑横 

北緯３５°３３′５７．７７″／東経１３３°１２′１１．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市２０】松江市美保関町片江 長寿寺 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町片江 長寿寺 境内 

北緯３５°３３′３９．９５″／東経１３３°１１′１７．８５″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
５
年
（
１
９
１
６
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
大

正
五
年
（
左
に
）
辰
二
月
再
建 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
笹
子
の
集
落
の
西
側
の
斜
面
が

共
同
墓
地
に
な
っ
て
お
り
、
少
し
上

が
っ
た
場
所
が
ち
ょ
っ
と
し
た
広

場
に
な
っ
て
い
て
、
忠
魂
碑
が
立
っ

て
い
る
場
所
と
、
こ
の
碑
が
立
っ
て

い
る
場
所
が
造
ら
れ
て
い
る
。
井
戸

公
碑
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
広
い
基

礎
の
上
に
他
の
石
碑
、
地
蔵
数
体
と

並
ん
で
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
濃
い
灰
色
の
硬
そ
う
な
自

然
石
で
、
表
面
が
波
打
っ
て
お
り
、

№
21
、
菅
浦
と
同
じ
よ
う
な
石
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

【
建
立
年
】
文
政
12
年
（
１
８
２
９
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
後
面
］
文
政
十
二
己
丑
年
／
八

月
廿
日
建
之 

［
そ
の
他
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

片
江
集
落
の
山
側
に
あ
る
長
寿
寺
。

山
門
を
く
ぐ
っ
て
左
手
に
あ
り
、
隣

に
は
六
地
蔵
も
立
っ
て
い
る
。 

碑
石
は
濃
い
灰
色
の
自
然
石
で
白

っ
ぽ
い
苔
が
少
し
あ
る
が
、
傷
み
は

な
い
。
こ
の
碑
の
特
徴
は
何
と
い
っ

て
も
１
段
目
の
台
石
。
お
椀
の
よ
う

な
形
で
、
上
に
は
小
さ
な
石
が
び
っ

し
り
埋
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で

は
安
定
が
悪
か
っ
た
の
か
、
２
段
目

に
は
森
山
石
を
据
え
て
、
全
体
を
安

定
さ
せ
て
い
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ112/幅58/奥行45 

台石 高さ23/幅132/奥行64 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ114/幅80/奥行42 
台石１段目  
高さ81/幅140/奥行102 

台石２段目  
高さ25/幅146/奥行130 



 

 

270 

 

【松江市２１】松江市美保関町菅浦 現種院 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町菅浦 現種院 

北緯３５°３３′４５．８３″／東経１３３°１０′２３．３１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市２２】松江市美保関町稲積 稲積橋東 泰雲□□□岳良忠大居士 

所在地 松江市美保関町稲積 稲積橋東 屋根付き 

北緯３５°３３′４４．９７″／東経１３３°０９′３７．９６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
７
年
（
１
８
３
６
） 

【
建
立
者
】
當
邑
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
天

保
七
丙
申
三
月
日
（
左
に
）
當
邑
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

近
く
ま
で
行
っ
た
が
場
所
が
わ
か

ら
ず
、
通
り
が
か
り
の
高
齢
の
女
性

に
尋
ね
た
ら
「
泰
雲
院
さ
ん
な
ら
こ

っ
ち
で
す
」
と
案
内
し
て
く
れ
た
。

碑
が
親
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
安

心
し
た
。 

 

現
種
院
は
元
寺
院
だ
っ
た
が
現
在

は
お
堂
に
な
っ
て
い
て
、
看
板
だ
け

は
玄
関
に
か
け
て
あ
る
。 

 

碑
石
は
№
19
、
笹
子
の
碑
と
同
じ
よ

う
に
前
面
が
波
打
っ
た
、
目
の
細
か

い
自
然
石
。
色
合
い
は
こ
ち
ら
の
方

が
少
し
明
る
い
。
台
石
は
森
山
石
の

よ
う
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

【
建
立
年
】
天
保
７
年
（
１
８
３
６
） 

【
建
立
者
】
（
年
寄
役
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
□
□
□
岳
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
享
保
十
八
年
丑
二
月

念
六
日
（
左
に
）
前
御
代
官
井
戸
正

明 

［
碑
石
後
面
］
天
保
七
申
二
月
建
之
／

年
寄
役
中
／
田
中
甚
三
郎
／
石
工

秀
助 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

川
が
海
に
そ
そ
ぐ
手
前
の
稲
積
橋
の

た
も
と
の
、
民
家
の
庭
を
一
部
削
る

形
で
屋
根
付
き
の
地
蔵
堂
が
あ
り
、

井
戸
公
碑
も
立
っ
て
い
る
。 

碑
石
は
明
る
い
茶
色
、
見
方
に
よ
っ
て

は
オ
レ
ン
ジ
色
に
も
見
え
る
色
で
、
軟

ら
か
そ
う
。
碑
銘
の
一
部
が
剥
離
し
て

い
る
。
苔
は
生
え
て
い
な
い
。
花
立
て
に

は
シ
キ
ミ
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ151/幅75/奥行58 

台石 高さ42/幅140/奥行110 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ147/幅63/奥行26 

台石 高さ8/幅96/奥行85 



 

 

271 

 

【松江市２３】松江市美保関町北浦 北禅寺 泰雲院殿 

所在地 松江市美保関町北浦 北禅寺 境内 

北緯３５°３３′３２．４６″／東経１３３°０９′２０．４２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市２４】松江市美保関町笠浦 元地蔵堂 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 松江市美保関町笠浦 元地蔵堂 

北緯３５°３４′３４．４１″／東経１３３°０７′４７．１７″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
天
保
代
官
平
左
エ
門 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

集
落
の
南
側
（
山
側
）
に
県
道
37
号

が
東
西
方
向
に
走
っ
て
お
り
、
そ
の

南
側
に
あ
る
北
禅
寺
。 

山
門
を
上
が
っ
て
す
ぐ
左
手
に
井

戸
公
碑
が
あ
る
。
そ
の
隣
に
「
三
界

萬
霊
塔
」、
六
地
蔵
が
並
ん
で
い
る
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
灰
色
の
自
然
石
。

き
れ
い
な
卵
形
を
し
て
お
り
、
白
っ

ぽ
い
苔
は
少
し
あ
る
が
傷
み
は
な

い
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ117/幅62/奥行35 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
天
運
享
保
十
八
丑
五

月
念
六
其
（
左
に
）
石
刕
銀
山
御
領

前
御
代
官
井
戸
正
明 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
笠
浦
出
張
所
近
く
の

道
路
山
側
に
斜
面
を
上
が
る
石
段

が
あ
り
、
上
が
る
と
地
蔵
堂
が
あ
っ

た
広
い
場
所
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
登

り
の
石
段
が
続
い
て
、
そ
の
上
に
広

い
墓
地
が
あ
る
が
、
石
段
を
上
が
る

左
手
の
擁
壁
の
端
ぎ
り
ぎ
り
に
井

戸
公
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

台
石
は
な
く
、
碑
石
は
灰
色
の
目
の

細
か
い
自
然
石
。
硬
い
の
か
、
彫
っ

て
あ
る
文
字
は
浅
い
。
白
っ
ぽ
い
苔

は
か
な
り
あ
る
が
、
傷
み
は
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ87/幅43/奥行38 

台石 高さ28/幅85/奥行65 



 

 

272 

 

【松江市２５】松江市島根町野井 お堂前 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 松江市島根町野井 お堂前 

北緯３５°３５′０２．５８″／東経１３３°０６′５９．７３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市２６】松江市島根町瀬崎 集落上お堂下 泰雲院殿 

所在地 松江市島根町瀬崎 集落上お堂下（緑地広場下） 

北緯３５°３５′２７．２６″／東経１３３°０６′４１．４６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
野
井
漁
港
近
く
の
県
道
37
号
を

山
側
に
歩
い
て
少
し
進
む
と
お
堂

が
あ
り
、
庭
の
左
側
の
擁
壁
沿
い
に

広
い
基
礎
を
し
て
、
ほ
か
の
碑
や
六

地
蔵
と
共
に
並
ん
で
い
る
。 

 

石
碑
３
基
の
中
央
に
立
つ
井
戸
公

碑
は
黒
っ
ぽ
い
硬
そ
う
な
自
然
石

で
、
台
石
は
違
う
種
類
の
石
が
２
段

積
ん
で
あ
る
。 

 

台
石
に
は
橙
色
の
苔
が
生
え
て
い

る
が
、
碑
石
に
は
苔
は
少
な
く
、
傷

み
も
な
い
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
27
日
） 

【
建
立
年
】
嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
嘉

永
五
（
左
に
）
壬
子
五
月
吉
旦 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
集
落
の
背
後
の
高
手
に
緑
地
広

場
が
あ
り
、
集
落
を
抜
け
て
広
場
に

上
が
る
途
中
の
お
堂
の
下
の
段
に
、

ほ
か
の
碑
や
六
地
蔵
と
共
に
整
然

と
並
ん
で
い
る
。 

碑
は
ほ
か
か
ら
こ
こ
に
移
設
さ
れ

た
が
、
六
地
蔵
が
昭
和
61
年
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
井
戸
公
碑
も
そ
の
時

期
か
も
し
れ
な
い
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
い
黒
っ
ぽ
い
自

然
石
で
、
苔
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
傷

み
も
な
い
。
花
立
て
に
は
新
し
い
シ

キ
ミ
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
27
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ116/幅60/奥行47 
台石１段目  
高さ29/幅72/奥行53 

台石２段目  
高さ20/幅77/奥行58 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ135/幅60/奥行33 
台石１段目  
高さ19/幅78/奥行55 

台石２段目  
高さ8/幅120/奥行89 



 

 

273 

 

【松江市２７】松江市島根町野波 小波地区小広場 泰雲院殿 

所在地 松江市島根町野波 小波地区小広場 

北緯３５°３５′１５．８４″／東経１３３°０５′５９．１２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市２８】松江市島根町多古 多古庵前 泰雲院殿 

所在地 松江市島根町多古 多古庵前 

北緯３５°３５′５８．１５″／東経１３３°０５′３６．６０″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
享

保
十
八
年
（
左
に
）
丑
五
月
廿
六
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
集
落
の
中
心
付
近
に
小
広
場
が

あ
り
、
舗
装
し
た
部
分
と
東
屋
を
供

え
た
芝
生
の
部
分
が
あ
る
。
場
所
が

い
い
の
で
、
皆
さ
ん
が
何
か
と
集
ま

り
や
す
い
よ
う
な
い
い
雰
囲
気
の

広
場
で
、
碑
は
舗
装
部
分
に
立
っ
て

い
る
。 

 

広
い
楕
円
形
の
台
石
に
、
す
ら
っ
と

し
た
黒
っ
ぽ
い
碑
石
が
乗
っ
て
い

る
の
で
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
よ
う
に

も
見
え
る
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
日
常

的
に
見
る
風
景
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
27
日
） 

【
建
立
年
】
天
保
９
年
（
１
８
３
８
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
享

保
十
八
年
（
左
に
）
丑
皐
月
廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
天
保
九
年
戊
戌
七
月
吉

日
立
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
集
落
の
外
れ
に
多
古
庵
が
あ

り
、
そ
の
前
庭
に
六
地
蔵
と
並
ん
で

立
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
２
基
の
石

碑
、
１
基
の
石
灯
籠
も
あ
る
。 

碑
石
は
明
る
い
灰
色
の
自
然
石
で
、

模
様
の
よ
う
に
亀
裂
が
い
く
ら
か

見
え
、
亀
裂
に
沿
っ
て
石
の
色
に
濃

淡
が
出
て
い
る
よ
う
だ
。 

今
は
し
っ
か
り
立
っ
て
い
て
何
の

心
配
も
な
い
と
思
わ
れ
る
し
、
小
さ

い
文
字
も
は
っ
き
り
読
め
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
27
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ147/幅40/奥行35 

台石 高さ30/幅159/奥行135 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ120/幅63/奥行41 

台石 高さ15/幅86/奥行64 



 

 

274 

 

【松江市２９】松江市島根町沖泊 阿弥陀堂横 泰雲院殿 

所在地 松江市島根町沖泊 阿弥陀堂横 

北緯３５°３６′１０．８１″／東経１３３°０５′４２．１５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市３０】松江市島根町野波 ＪＡ裏 交差点 泰雲院殿 

所在地 松江市島根町野波 ＪＡしまね野波店裏 交差点 

北緯３５°３４′４３．１３″／東経１３３°０５′５５．９５″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
９
年
（
１
８
３
８
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
享

保
十
八
年
丑
五
月
廿
六
日
（
左
に
）

天
保
九
年
戌
七
月
吉
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
家
並
み
の
間
に
あ
る
石
畳
の
細

い
坂
を
上
が
る
と
阿
弥
陀
堂
が
あ

り
、
そ
の
横
の
擁
壁
沿
い
に
立
っ
て

い
る
。 

 

碑
石
は
黒
っ
ぽ
く
見
え
る
が
、
後
面

を
見
る
と
前
碑
（
№
28
）
と
同
じ
石

の
よ
う
だ
。
ま
た
建
立
年
、
月
ま
で

同
じ
な
の
で
、
多
古
地
区
と
沖
泊
地

区
の
皆
さ
ん
が
相
談
し
な
が
ら
そ

ろ
っ
て
建
て
た
の
だ
ろ
う
。
距
離
も

近
く
、
直
線
距
離
で
約
４
０
０
㍍
の

近
さ
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
27
日
） 

【
建
立
年
】
嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
） 

【
建
立
者
】
若
連
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
嘉

永
四
□
□
□
（
左
に
）
亥
六
月
旦 

若
連
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
野
波
店
の
後
ろ
が

広
い
三
差
路
に
な
っ
て
お
り
、
道
路

の
側
溝
と
民
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

間
に
、
六
地
蔵
と
共
に
立
っ
て
い

る
。
地
元
の
方
に
よ
る
と
昔
は
墓
地

へ
の
入
口
だ
っ
た
と
い
う
。 

碑
石
は
ざ
ら
ざ
ら
し
た
表
面
の
灰

色
の
自
然
石
で
、
少
し
傷
み
も
あ

り
、
苔
も
生
え
て
い
る
。
隣
の
電
柱

と
見
比
べ
る
と
少
し
斜
め
に
立
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
で

安
定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
27
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ100/幅43/奥行35 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ170/幅48/奥行32 

台石 高さ27/幅120/奥行94 



 

 

275 

 

【松江市３１】松江市八束町馬渡 いこいセンター後 泰雲院殿 

所在地 松江市八束町馬渡 いこいセンター後 

北緯３５°３０′０７．３８″／東経１３３°１１′１５．９４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市３２】松江市八束町江島 老人集会所横 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 松江市八束町江島 港近くにある阿弥陀堂の隣の江島老人集会所横の道路沿い 

北緯３５°３０′３１．３０／東経１３３°１１′１５．９４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
６
年
（
１
８
３
５
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
天
保
六
乙
未
歳
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

馬
渡
の
港
近
く
に
消
防
器
具
倉
庫
、

阿
弥
陀
堂
が
あ
り
、
そ
の
隣
の
道
路

沿
い
に
地
蔵
な
ど
９
体
の
碑
が
並

ぶ
う
ち
の
一
つ
。
碑
の
後
ろ
は
い
こ

い
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
玄
武
岩
で
、

碑
石
に
は
穴
は
な
い
が
、
台
石
は
２

段
と
も
穴
が
多
く
あ
る
大
根
島
玄

武
岩
。
八
束
町
の
碑
は
こ
の
石
が
多

く
、
建
立
場
所
も
お
堂
の
近
く
、
し

か
も
近
く
に
消
防
器
具
庫
が
多
い

の
も
特
徴
的
。
そ
の
地
域
の
「
い
い

場
所
」
に
建
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

台
石
に
盃
状
穴
が
あ
る
。 

  （
調
査
日
２
０
２
１
年
４
月
22
日
） 

 

(単位：ｃｍ) 
碑石 高さ118/幅78/奥行30 
台石１段目  
高さ18/幅128/奥行94 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

廿
六
日
（
左
に
）
井
戸
平
左
エ
門
尉
正

明 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

江
島
港
近
く
の
阿
弥
陀
堂
の
隣
に

江
島
老
人
集
会
所
が
あ
り
、
そ
の
壁

と
道
路
（
こ
の
道
路
は
広
く
な
い
）

と
の
間
に
軍
人
碑
や
地
蔵
と
と
も

に
並
ぶ
。
こ
れ
も
大
根
島
玄
武
岩
。

碑
の
前
の
花
立
て
に
新
鮮
な
菊
の

花
が
生
け
て
あ
っ
た
。
台
石
の
上
に

丸
い
石
が
２
個
置
い
て
あ
る
が
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
お
供
え
か
。 

 
 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
４
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ102/幅52/奥行27 
台石１段目  
高さ28/幅78/奥行59 

台石２段目  
高さ30/幅104/奥行110 

隣の碑の前の赤い牡丹が満開で美しかった 

黄色と白の菊の花は、道路沿いに並ぶす
べての碑、地蔵に供えてあった。近所の高
齢女性がときどき供えているという。 



 

 

276 

 

【松江市３３】松江市八束町亀尻 お堂（法福寺）向い 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 松江市八束町亀尻 地蔵堂（法福寺）前の広い道路沿い 

北緯３５°３０′０７．９０″／東経１３３°１０′４２．７７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市３４】松江市八束町遅江 お堂（海禅寺）前 不明 

所在地 松江市八束町遅江 港から少し住宅地に入った場所にあるお堂（海禅寺）の前の広場 

北緯３５°２９′３７．５９″／東経１３３°１１′０９．７８″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
７
年
（
１
８
３
６
） 

【
建
立
者
】
（
年
寄
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 
［
碑
石
右
面
］
天
保
七
丙
申
歳 

［
碑
石
左
面
］
年
寄
又
市
／
組
親
清
助 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

広
い
道
路
の
角
に
新
し
い
地
蔵
堂

が
あ
り
、
そ
の
向
い
の
道
路
沿
い
に

ほ
か
の
碑
や
地
蔵
、
計
12
基
が
並

ぶ
、
そ
の
左
端
。
道
路
改
良
で
地
蔵

堂
や
石
碑
類
を
移
転
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
台
石
３
段
目
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
だ
。 

松
江
市
に
は
自
然
石
型
が
多
く
、
墓

石
型
は
こ
の
碑
を
含
め
て
八
束
町

に
３
基
あ
る
だ
け
で
、
２
基
は
来
待

石
、
１
基
は
御
影
石
。 

  （
調
査
日
２
０
２
１
年
４
月
22
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ62/幅31/奥行29 
台石１段目  
高さ19/幅43/奥行43 

台石２段目  
高さ17/幅55/奥行54 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
正
面
］
不
明
（
現
在
は
碑
が
や

せ
て
読
め
な
い
が
「
泰
雲
院
殿
義
岳

良
忠
居
士
」
だ
っ
た
と
同
地
の
門
脇

和
也
氏
の
話
）
碑
石
左
面
に
約
10
文

字
あ
り
（
こ
れ
も
読
め
な
い
）。 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

遅
江
の
お
堂
は
波
入
と
同
様
に
海

岸
か
ら
少
し
入
っ
た
場
所
に
あ
り
、

前
の
広
場
に
他
の
３
基
と
と
も
に

並
ぶ
。
右
隣
に
は
昭
和
43
年
建
立
の

「
海
禅
寺
建
立
記
念
碑
」
が
あ
り
、

そ
の
と
き
に
セ
メ
ン
ト
で
補
修
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
八
束
町
で

は
珍
し
い
、
台
石
ま
で
す
べ
て
来
待

石
の
墓
石
型
だ
。
こ
の
碑
の
調
査
の

際
に
火
山
洞
窟
学
会
会
員
の
門
脇

和
也
氏
と
出
会
い
情
報
を
得
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
１
年
４
月
22
日
） 

  

碑石 高さ74/幅27/奥行24 
台石１段目 
高さ16/幅38/奥行40 

台石２段目  
高さ26/幅77/奥行49 

台石３段目  
最大50/幅108/高さ100 
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【松江市３５】松江市八束町寺津 お堂横 泰雲院殿 

所在地 松江市八束町寺津 広い道路の十字路に立つ地蔵堂横 

北緯３５°３０′０６．４０″／東経１３３°１０′２９．３９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市３６】松江市八束町二子 二松睦会館 泰雲院殿碑 

所在地 松江市八束町二子 善慶寺近くの二松睦会館前 

北緯３５°３０′１６．９２／東経１３３°１０′０９．８６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し
（
碑
石
後
面

に
文
字
ら
し
き
も
の
が
あ
る
が
読

め
な
い
） 

［
調
査
の
経
過
］ 

広
い
道
路
の
十
字
路
の
地
蔵
堂
の

前
に
地
蔵
２
体
と
と
も
に
立
っ
て

い
る
。
台
石
に
１
円
玉
が
供
え
て
あ

っ
た
。 

碑
は
玄
武
岩
で
、
碑
石
に
は
穴
が
少

な
い
石
を
使
い
、
台
石
に
は
穴
が
多

い
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
組

み
合
わ
せ
が
八
束
町
に
は
多
く
、
穴

の
多
い
も
の
は
大
根
島
玄
武
岩
と

呼
ぶ
と
い
う
。
石
が
硬
い
せ
い
か
、

気
候
が
乾
燥
し
て
い
る
の
か
、
八
束

町
の
井
戸
公
碑
は
傷
み
が
少
な
く
、

苔
が
生
え
た
も
の
も
少
な
い
。 

 （
調
査
日
２
０
２
１
年
４
月
22
日
） 

碑石 高さ79/幅29/奥行25 
台石１段目  
高さ18/幅41/奥行38 

台石２段目  
高さ24/幅53/奥行51 

台石３段目 
  高さ39/幅83/奥行84 

【
建
立
年
】
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院
殿
碑
（
右
に
）

芋
代
官 

［
碑
石
裏
面
］
大
森
代
官
井
戸
平
左
衛

門
は
飢
饉
対
策
に
／
甘
藷
栽
培
を
奨

励
し
人
々
を
飢
饉
か
ら
救
っ
た
／
そ

の
偉
業
に
深
謝
し
碑
を
奉
る
も
摩
耗

欠
損
し
た
の
で
／
後
世
に
伝
え
る
た

め
新
し
く
顕
彰
碑
を
建
立
す
る
／
平

成
二
十
三
年
三
月
吉
日 

［
調
査
の
経
過
］ 

八
束
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
碑
。
門
脇
氏
の
調

査
で
は
阿
弥
陀
堂
（
興
福
寺
）
と
あ

る
の
で
、
再
建
の
際
に
少
し
場
所
が

変
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
八
束

町
で
唯
一
の
再
建
碑
で
、
３
段
目
の

台
石
以
外
は
御
影
石
。 

 （
調
査
日
２
０
２
１
年
４
月
22
日
） 

  

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ100/幅71/最大30 

台石１段目 

高さ33/幅108/奥行71 

台石２段目  

高さ27/幅132/奥行88 
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【松江市３７】松江市八束町入江 児童公園 泰雲院殿 

所在地 松江市八束町入江 港近くのバス待合所前の児童公園 

北緯３５°２９′３７．１９／東経１３３°０９′３７．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【松江市３８】松江市八束町波入 お堂（円通寺） 泰雲院殿 

所在地 松江市八束町波入 港から少し入った場所にあるお堂（円通寺） 

北緯３５°２９′１５．７８″／東経１３３°１０′３５．８２″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
６
年
（
１
８
３
５
） 

【
建
立
者
】
組
中 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
天

保
六
年
未
四
月
吉
日 

［
碑
石
右
面
］
石
工
久
助 

［
台
石
左
面
］
代
／
組
中
／
年
寄
佐
一

郎
（
ほ
か
に
三
人
の
名
が
あ
る
が
読

め
な
い
） 

［
調
査
の
経
過
］ 

児
童
公
園
内
に
お
堂
、
後
ろ
に
は
学

習
等
供
用
施
設
が
あ
り
、
公
園
の
前

に
は
駐
車
場
も
あ
っ
て
、
開
け
た
場

所
。
左
右
に
１
基
ず
つ
、
少
し
離
れ

た
場
所
に
別
の
立
派
な
碑
が
あ
る
。 

大
根
島
玄
武
岩
を
使
っ
た
、
八
束
町
ら

し
い
碑
。
碑
石
の
高
さ
は
１
７
６
㌢
も

あ
る
、
町
で
最
大
の
碑
。 

玄
武
岩
は
硬
く
、
穴
も
多
く
あ
っ
て

目
も
荒
い
の
で
、
傷
ん
で
は
い
な
い

が
小
さ
い
文
字
が
読
み
に
く
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
４
月
22
日
） 

  

碑石 高さ155/幅54/奥行46 
台石１段目  
高さ24/幅79/奥行68 

台石２段目  
高さ25/幅110/奥行88 

 

【
建
立
年
】
天
保
６
年
（
１
８
３
５
） 

【
建
立
者
】
（
年
寄
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
正
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
卯
左
エ
門
／
組
親
／
□

三
助
柳
吉
／
伊
兵
エ
治
助
理
助 

［
碑
石
左
面
］
天
保
六
年
未
五
月
立
之

／
年
寄
為
治
兵
エ
代
／
石
工
安
兵

エ 

［
調
査
の
経
過
］ 

令
和
２
年
度
の
照
会
調
査
で
、
波
入

の
全
隆
寺
の
ご
住
職
か
ら
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
碑
。
お
堂
の
前
に
こ
の

碑
だ
け
が
立
っ
て
い
る
。
石
は
大
根

島
玄
武
岩
で
、
硬
い
石
の
た
め
傷
み

は
な
い
が
、
碑
石
左
右
面
の
小
さ
い

文
字
は
読
み
に
く
い
。 

宮
本
調
査
で
は
八
束
町
に
は
７
基

と
な
っ
て
い
た
が
、
８
つ
の
す
べ
て

の
集
落
に
井
戸
公
碑
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
、
記
念
す
べ
き
碑
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
０
年
６
月
16
日
） 

  

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ176/幅82/奥行58 

台石１段目  

高さ17/幅108/奥行106 
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【知夫村０１】知夫村多沢 お堂裏手 井戸平左…… 

所在地 隠岐郡知夫村多沢 お堂裏手 

北緯３６°００′３４．８０″／東経１３３°０２′５７．５１″ 

 

 

 

 

 

 

やま 

 

 

 

 

 

 

８８た 

 
 

【知夫村０２】知夫村郡 一宮神社参道階段右手 井戸平左衛門正明□□ 

所在地 隠岐郡知夫村郡 一宮神社参道階段右手 

北緯３６°００′４８．２９″／東経１３３°０２′３１．１１″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左…

…
 

［
そ
の
ほ
か
］
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

隠
岐
諸
島
の
井
戸
公
碑
の
説
明
は
、

「
島
前
の
文
化
財
第
６
号
」
（
昭
和

51
年
）
の
「
芋
代
官
碑
／
宇
野
力
男
」

の
記
事
も
参
考
に
し
て
記
述
す
る
。 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。 

多
沢
の
お
堂
裏
に
も
う
１
棟
お
堂

が
あ
り
、
そ
の
裏
山
の
法
面
に
あ
る

巨
木
の
下
に
碑
が
あ
り
、
ほ
か
の
石

碑
や
灯
籠
も
あ
る
。 

海
辺
の
楕
円
形
の
自
然
石
だ
が
あ

ま
り
堅
く
な
い
よ
う
で
、
正
面
は
下

三
分
の
一
が
剥
離
し
て
い
て
、
彫
ら

れ
た
文
字
も
浅
く
て
読
み
づ
ら
い
。 

  （
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
８
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明
□

□
（
右
に
）
享
保
十
八
年
（
左
に
）

五…
…
 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
港
の
近
く
に
あ
る
一
宮
神
社
の

参
道
の
階
段
右
手
に
立
っ
て
い
る
。

地
元
の
方
に
よ
る
と
、
参
道
階
段
の

下
に
石
碑
が
い
く
つ
も
並
ん
で
い

た
が
、
道
路
拡
幅
の
時
に
こ
の
碑
は

階
段
右
側
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。 

碑
の
下
部
が
土
の
中
に
埋
ま
っ
て

い
る
の
で
下
の
文
字
が
読
め
な
い
。

ま
た
、
剥
離
は
な
い
も
の
の
石
が
や

せ
て
き
た
の
か
、
文
字
が
薄
く
な
っ

て
い
て
読
み
づ
ら
い
。
白
っ
ぽ
い
苔

が
生
え
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
８
日
） 

  

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 64/幅 40/奥行 23 

台石 高さ 24/幅 80/奥行 80 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ65/幅40/奥行25 
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【知夫村０３】知夫村大江 お堂左手 井戸平左衛門正明灵代 

所在地 隠岐郡知夫村大江 お堂左手 

北緯３６°００′３６．５９″／東経１３３°０２′２３．９９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８８た 

 
 

【知夫村０４】知夫村仁夫 お堂右手 井戸平左衛門正明霊代 

所在地 隠岐郡知夫村仁夫 お堂右手 

北緯３６°００′３１．３１″／東経１３３°０１′５３．１４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
大
江
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明
灵

代
（
右
に
）
享
保
十
八
年
／
大
江
（
左

に
）
五
月
廿
六
日
／
村
中 

［
碑
石
左
右
裏
面
］
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
集
落
の
外
れ
の
三
差
路
の
辻
に

お
堂
が
あ
り
、
そ
の
左
手
の
道
路
沿

い
に
祠
や
地
蔵
、
石
碑
な
ど
が
整
然

と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
井
戸
公
碑
は

一
番
お
堂
寄
り
に
立
っ
て
い
る
。 

碑
石
は
前
２
基
よ
り
目
の
細
か
い

硬
そ
う
な
自
然
石
で
、
彫
ら
れ
た
文

字
は
浅
い
が
比
較
的
読
み
や
す
い
。 

白
っ
ぽ
い
苔
と
緑
の
苔
が
生
え
て

い
る
。 

建
立
者
が
わ
か
る
の
は
こ
こ
と
仁

夫
（
№
04
）
の
２
基
だ
け
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
８
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明
霊

代 

［
碑
石
右
面
］
施
主
村
中
［
碑
石
左
面
］

世
話
人
／
宇
賀
村
／
小
倉
清
左
エ

門
／
上
原
弥
五
郎 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
仁
夫
の
お
堂
は
建
物
右
手
に
地

蔵
や
石
碑
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
て

お
り
、
左
か
ら
二
番
目
に
井
戸
公
碑

が
あ
る
。
知
夫
村
唯
一
の
墓
石
型
の

碑
で
、
建
立
者
が
前
碑
（
№
03
）
と

こ
の
碑
だ
け
彫
っ
て
あ
る
。
碑
石
は

軟
ら
か
そ
う
だ
が
左
右
面
の
刻
字

も
読
め
る
。
傷
み
は
な
い
が
白
っ
ぽ

い
苔
が
生
え
て
い
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
８
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 72/幅 46/奥行 29 

台石 高さ 10/幅 85/奥行 61 

碑石 高さ99/幅24/奥行21 
台石１段目  
高さ19/幅36/奥行35 

台石２段目  
高さ16/幅49/奥行47 
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【知夫村０５】知夫村古海 愛宕神社境内（拝殿左手） 泰……… 

所在地 隠岐郡知夫村古海 愛宕神社境内（拝殿左手） 

北緯３６°０１′４８．２１″／東経１３３°０１′２６．０６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８８た 

 
 

【西ノ島町０１】西ノ島町宇賀 県道沿い 倉ノ谷との境 泰雲院殿義岳良忠大居士碑 

所在地 隠岐郡西ノ島町宇賀 県道沿い 倉ノ谷との境 

北緯３６°０７′０１．２２″／東経１３３°０４′２４．７４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰…

…
…
 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
愛
宕
神
社
と
姫
宮
神
社
が
同
じ

場
所
に
あ
り
、
碑
は
愛
宕
神
社
の
左

手
の
石
碑
、
祠
群
の
中
に
あ
る
。 

「
島
前
の
文
化
財
」
に
は
「
（
石
は
）

海
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

文
字
は
な
い
が
土
地
の
古
老
が
芋

神
様
と
伝
え
、
知
夫
村
誌
に
も
、
五

月
二
十
六
日
・
九
月
二
十
六
日
を
縁

日
と
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

軟
ら
か
そ
う
な
、
少
し
緑
が
か
っ
た

灰
色
の
自
然
石
。
傷
み
は
な
い
よ
う

だ
が
、
痩
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
文

字
が
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
。
白
っ

ぽ
い
苔
が
生
え
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
８
日
） 

 

【
建
立
年
】
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）

再
建 

【
建
立
者
】
宇
賀
・
倉
ノ
谷 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
碑
（
左
に
）
井
戸
平
左
衛
門
正

明 

［
碑
石
右
面
］
昭
和
五
十
五
年
九
月 

［
碑
石
左
面
］
宇
賀 

倉
ノ
谷
他
六
十

二
名 

世
話
人
／
板
谷
敬
／
下
問
幸

市
／
濱
本
友
三
郎 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
旧
碑
が
傷
ん
だ
た
め
御
影
石
で

再
建
さ
れ
た
。
近
く
に
旧
碑
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。
旧
碑
は
来
待
石
製

で
旧
道
ト
リ
ゴ
エ
坂
か
ら
海
岸
道

路
の
こ
の
場
所
に
移
設
さ
れ
た
。
そ

れ
が
傷
ん
だ
た
め
再
建
さ
れ
た
も

の
。
海
に
向
か
っ
て
建
っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 132/幅 38/奥行 40 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 126/幅 32/奥行 23 
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【西ノ島町０２】西ノ島町物井 大日堂前 （梵）泰雲院殿儀岳良忠居士 

所在地 隠岐郡西ノ島町物井 大日堂前 

北緯３６°０６′４８．０２″／東経１３３°０２′５８．４１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【西ノ島町０３】西ノ島町別府 黒木天皇山下 （梵）泰雲院殿義岳良忠大居士□□位 

所在地 隠岐郡西ノ島町別府 黒木天皇山下 県道沿い 

北緯３６°０６′４５．４９″／東経１３３°０２′４１．９６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］（
梵
）
泰
雲
院
殿
儀
岳
良

忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
丑
二
月
二
十
六
日
伊
藤

平
右
エ
門 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
大
日
堂
入
口
の
五
輪
塔
群
の
中

に
ち
ょ
っ
と
窮
屈
そ
う
に
立
っ
て

い
る
。
石
が
軟
ら
か
く
、
文
字
が
薄

く
な
っ
て
い
て
読
み
に
く
い
。
碑
石

前
面
の
下
部
が
剥
落
し
て
お
り
「
居

士
」
の
文
字
は
剥
落
片
を
読
ん
だ
。

右
面
の
文
字
に
は
誤
字
が
多
い
。 

井
戸
公
の
姓
や
命
日
な
ど
が
違
っ

て
い
る
が
、
情
報
が
正
し
く
伝
わ
ら

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  （
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
７
日
） 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］（
梵
）
泰
雲
院
殿
義
岳
良

忠
大
居
士
□
□
位
（
右
に
「
享
保
十

八
年
五
月
二
十
六
日
」
と
彫
っ
て
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
判
然
と
し
な
い
） 

［
台
石
前
面
］
村
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
黒
木
御
所
跡
の
近
く
に
広
い
県

道
が
あ
り
、
道
路
沿
い
に
高
さ
約
70

㌢
の
広
い
基
礎
を
し
て
、
石
碑
や
地

蔵
が
並
ん
で
い
る
。
井
戸
公
碑
は
左

か
ら
２
番
目
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の

県
道
が
で
き
た
と
き
に
こ
の
よ
う

な
整
備
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

碑
石
は
軟
ら
か
く
、
文
字
が
読
み
に

く
く
な
っ
て
い
る
。
台
石
の
「
村
中
」

は
大
き
な
文
字
で
、
誇
ら
し
く
さ
え

見
え
る
。 

 （
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
７
日
） 

碑石 高さ50/幅21/奥行16 
台石１段目  
高さ13/幅31/奥行24 

台石２段目  
高さ20/幅41/奥行39 

 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 110/幅 31/奥行 26 

台石 高さ 37/幅 46/奥行 43 
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【西ノ島町０４】西ノ島町美田尻 美田尻堂横 （梵）泰雲院殿儀…… 

所在地 隠岐郡西ノ島町美田尻 美田尻堂横 

北緯３６°０６′３５．６８″／東経１３３°０２′１９．８３″ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【西ノ島町０５】西ノ島町大津 長福寺墓地入口左手 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 隠岐郡西ノ島町大津 長福寺墓地入口左手 

北緯３６°０５′５６．３５″／東経１３３°００′５４．９９″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］（
梵
）
泰
雲
院
殿
儀…

…
 

［
碑
石
左
面
］
世
話
人 

文
七 

［
そ
の
ほ
か
］
不
明 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
美
田
尻
堂
左
手
の
石
仏
群
の
中

に
あ
る
。
石
が
軟
ら
か
く
、
前
面
の

「
儀
」
の
下
が
剥
落
し
て
い
る
ほ

か
、
全
体
に
文
字
が
浅
く
な
っ
て
い

る
。
苔
が
全
体
に
生
え
て
い
る
。「
島

前
の
文
化
財
」
で
紹
介
さ
れ
た
昭
和

51
年
に
は
、
前
面
の
「
梵
字
泰
雲
院

殿
儀
岳
良
忠
大
居
士
霊
位
」
と
右
面

の
「
五
月
十
六
日 

伊
藤
平
右
エ

門
」
が
読
め
た
と
あ
る
。
風
化
の
早

さ
か
ら
、
隠
岐
島
の
自
然
条
件
の
厳

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
花
立
て
に
は

新
し
い
シ
キ
ミ
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

 （
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
14
年
（
１
８
８
１
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
村
中
／
明
治
十
四
年

十
二
月
三
日 

世
話
人 

前
田 

松
本

（
左
に
）
井
戸
平
左
エ
門 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
寺
の
正
面
で
な
く
道
路
沿
い
に

あ
る
伝
承
館
（
大
津
堂
）
側
か
ら
墓

地
に
入
っ
て
す
ぐ
の
場
所
に
あ
る
。

碑
石
は
目
の
粗
い
、
大
ぶ
り
で
薄
い

自
然
石
。
文
字
の
彫
り
は
薄
い
が
ま

だ
読
め
る
。
苔
は
比
較
的
少
な
い
。 

前
の
木
が
大
き
く
な
っ
て
碑
全
体

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。 

    （
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 50/幅 22/奥行 15 

台石 高さ 18/幅 35/奥行 26 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 142/幅 76/奥行 40 
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【西ノ島町０６】西ノ島町小向 木村家裏旧道沿い山側 なし 

所在地 隠岐郡西ノ島町小向 木村家裏旧道沿い山側 

北緯３６°０６′０８．４７″／東経１３３°００′４２．７５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【西ノ島町０７】西ノ島町船越 運河沿い道路横 泰雲院義岳良忠居士 

所在地 隠岐郡西ノ島町船越 運河沿い道路横 

北緯３６°０６′２５．６７″／東経１３３°００′１５．３２″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
全
面
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
木
村
家
の
裏
の
斜
面
に
あ
る
細

い
道
を
少
し
上
が
っ
た
場
所
に
あ

る
。
自
然
石
で
、
刻
字
は
初
め
か
ら

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

碑
銘
は
な
い
が
「
芋
神
様
」
と
し
て

口
承
で
大
切
に
守
ら
れ
て
き
て
、
供

養
を
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
日
も

新
し
い
榊
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。 

元
は
少
し
上
の
旧
道
に
立
っ
て
い

た
も
の
を
移
動
。
そ
の
際
埋
め
ら
れ

て
地
上
部
の
高
さ
が
低
く
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。 

碑
石
は
苔
が
多
く
て
白
っ
ぽ
く
見

え
る
が
、
堅
そ
う
な
茶
色
が
か
っ
た

石
で
、
傷
み
は
な
い
よ
う
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
７
日
） 

 

【
建
立
年
】
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）

再
建 

【
建
立
者
】
船
越
区 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
二
十

六
日
［
碑
石
左
面
］
御
代
官
井
戸
平

左
衛
門
正
朋
［
碑
石
裏
面
］
船
越
区 

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
建
立 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
船
引
運
河
の
上
の
橋
を
渡
っ
て

海
の
方
に
進
ん
だ
左
側
に
、
高
さ
約

45
㌢
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
広
い

基
礎
を
造
り
、
そ
の
上
に
地
蔵
と
並

ん
で
立
っ
て
い
る
。
旧
碑
と
思
わ
れ

る
石
も
寝
か
せ
て
あ
る
。
小
さ
い
が

御
影
石
で
凜
と
し
て
お
り
、
た
っ
ぷ

り
の
シ
キ
ミ
も
供
え
て
あ
る
。
再
建

し
た
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
た
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 66/幅 41/奥行 24 

碑石 高さ49/幅18/奥行15 
台石１段目  
高さ15/幅28/奥行25 

台石２段目  
高さ15/幅39/奥行32 
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【西ノ島町０８】西ノ島町本郷 専念寺参道右手 泰雲□□塚 

所在地 隠岐郡西ノ島町本郷 専念寺参道右手 

北緯３６°０５′３９．２５″／東経１３２°５９′４６．４７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【西ノ島町０９】西ノ島町赤之江 共同墓地海側の端 甘藷代官之碑 

所在地 隠岐郡西ノ島町赤之江 共同墓地海側の端 

北緯３６°０４′５６．５３″／東経１３２°５８′３６．５６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
19
年
（
１
８
８
６
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
不
明
（
「
島
前
の
文
化

財
」
に
「
泰
雲
□
□
塚
」
と
あ
り 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
専
念
寺
の
墓
地
の
下
の
参
道

に
、
ほ
か
の
石
像
と
並
ん
で
立
っ
て

い
る
。
碑
石
の
前
面
が
く
ぼ
ん
だ
よ

う
に
剥
離
し
て
お
り
、
文
字
が
読
め

な
い
。
他
の
面
も
台
石
も
文
字
は
全

く
読
め
な
か
っ
た
が
、
地
元
の
方
が

元
ご
住
職
に
井
戸
公
碑
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
く
れ
た
。 

「
島
前
の
文
化
財
」
に
は
碑
銘
の
ほ

か
「
来
待
石
造
り
、
台
石
四
段
」「
明

治
十
九
年
」
な
ど
と
あ
る
の
で
、
碑

銘
と
建
立
年
は
こ
れ
に
拠
っ
た
。 

  （
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
７
日
） 

 

【
建
立
年
】
大
正
８
年
（
１
９
１
９
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
甘
藷
代
官
之
碑
（
左
に
）

隠
岐
島
司
正
六
位
勲
五
等
千
代
延

聡
健
書 

［
碑
石
後
面
］
為
謝
恩
大
正
八
年
四
月

□
院
建
立 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
赤
之
江
の
共
同
墓
地
は
海
沿
い

の
道
路
か
ら
少
し
山
道
を
登
っ
た

場
所
に
あ
り
多
く
の
墓
が
立
っ
て

い
る
。
井
戸
公
碑
は
一
番
海
側
に
、

海
を
向
い
て
立
っ
て
い
る
。 

石
組
み
の
３
段
目
の
台
石
も
大
き

く
、
隠
岐
諸
島
で
最
大
、
威
風
堂
々

た
る
碑
。
墓
参
す
る
人
は
多
く
、
来

た
人
が
花
や
榊
を
供
え
た
り
、
碑
の

周
り
の
草
を
抜
い
た
り
し
て
い
る
。 

今
日
も
海
か
ら
の
風
を
受
け
な
が

ら
確
然
と
し
て
立
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
７
日
） 

 

碑石 高さ67/幅37/奥行36 
台石１段目  
高さ20/幅54/奥行54 

台石２段目  
高さ27/幅73/奥行73 

 

碑石 高さ146/幅76/奥行37 
台石１段目  
高さ21/幅90/奥行91 

台石２段目  
高さ28/幅125/奥行124 

台石３段目（石組み）  
高さ57/幅190/奥行194 
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【海士町０１】海士町豊田入口 県道沿い地蔵堂横 井戸平左エ門正明神霊 

所在地 隠岐郡海士町豊田入口 県道沿い地蔵堂横 

北緯３６°０６′２１．８０″／東経１３３°０７′２４．７９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【海士町０２】海士町保々見 清水寺下の池畔 伊藤平左エ門神灵 

所在地 隠岐郡海士町保々見 清水寺下の池畔 

北緯３６°０５′０２．３８″／東経１３３°０６′４５．８１″灵 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
エ
門
正
明
神

霊
（
右
に
）
享
保
十
八
年
癸
（
左
に
）

丑
五
月
廿
六
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
豊
田
に
入
る
県
道
沿
い
に
大
き

な
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ
の
右
手
に
立

っ
て
い
る
。 

穴
が
多
数
あ
い
た
海
の
石
を
使
っ

て
い
る
よ
う
で
、
台
石
も
同
様
の
石

材
だ
。
前
面
の
碑
銘
を
彫
る
場
所
だ

け
平
ら
に
磨
い
て
文
字
を
彫
っ
て

い
る
。 

隣
の
地
蔵
堂
と
も
ど
も
き
れ
い
に

管
理
さ
れ
て
お
り
、
花
立
て
に
榊
が 

供
え
て
あ
っ
た
。 

  （
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
６
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
19
年
（
１
８
８
６
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
伊
藤
平
左
エ
門
神
灵 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日 

［
台
石
］
當
村
中
（
右
に
）
明
治
十
九

年
（
左
に
）
世
話
人
／
井
上
要
四
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
保
々
見
の
清
水
寺
の
下
、
道
路

沿
い
に
「
天
川
（
て
ん
が
わ
）
の
水
」

が
わ
き
出
る
池
が
あ
り
、
そ
の
畔
に

他
の
石
仏
と
並
ん
で
い
る
。「
井
戸
」

が
「
伊
藤
」
と
な
っ
て
い
る
。「
灵
」

は
「
霊
」
の
俗
字
。 

細
く
て
す
ら
り
と
長
い
碑
石
が
幅

の
広
く
な
い
台
石
の
上
に
乗
る
形

は
、
知
夫
村
№
04
、
西
ノ
島
町
№
03

と
似
て
お
り
、
墓
石
型
８
基
の
う
ち

の
３
基
が
こ
の
型
。
隠
岐
型
と
呼
ん

で
も
い
い
ス
タ
イ
ル
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
８
年
11
月
６
日
） 

 
（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 156/幅 55/奥行 26 

台石 高さ 32/幅 120/奥行 70 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 107/幅 24/奥行 22 

台石 高さ 28/幅 37/奥行 35 
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【境港市０１】境港市渡町下 とんど場 真砂神 

所在地 鳥取県境港市渡町下 とんど場 

北緯３５°３１′１０．７３″／東経１３３°１２′４２．４６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【境港市０２】境港市馬場崎町 光祐寺 泰雲院殿 

所在地 鳥取県境港市馬場崎町 光祐寺 参道入口 

北緯３５°３２′２７．２０″／東経１３３°１３′３９．７４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
４
年
（
１
８
３
３
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
真
砂
神 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
不
明 

［
調
査
の
経
過
］ 

砂
に
埋
も
れ
て
い
た
の
を
明
治
19

年
に
こ
こ
に
移
設
し
た
と
い
う
。
碑

石
は
軟
ら
か
く
て
か
な
り
傷
み
が

進
ん
で
い
る
。 

碑
銘
は
出
雲
大
社
か
ら
も
ら
っ
て

お
り
、
同
時
に
も
ら
っ
た
碑
文
に
は

「
（
前
略
）
常
盤
に
栄
て
田
豊
海
幸

な
き
年
も
賑
ひ
ぬ
る
は
、
井
戸
氏
の

功
業
に
な
む
有
り
け
る
（
後
略
）」
と

あ
る
。
碑
石
の
ど
こ
か
に
彫
ら
れ
て

い
た
が
、
現
在
読
め
な
い
。
建
立
年

は
碑
文
が
書
か
れ
た
年
で
あ
る
。 

【
建
立
年
】
天
保
９
年
（
１
８
３
８
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
十
三
世 

孝
誉
代 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
碑
石
後
面
］
天
保
九
戊
戌
六
月
立 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

光
祐
寺
の
境
内
に
入
っ
て
す
ぐ
右

手
に
あ
る
。
鳥
取
県
内
に
あ
る
井
戸

公
碑
は
全
部
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
碑

の
後
ろ
に
は
境
港
市
の
文
化
財
の

解
説
板
が
立
っ
て
い
る
。 

碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
自
然
石
で

表
面
は
磨
い
て
あ
る
よ
う
に
き
れ

い
。
亀
裂
が
少
し
あ
る
。
碑
の
前
に

は
御
影
石
の
花
立
て
、
水
鉢
、
そ
し

て
立
派
な
香
炉
が
あ
り
、
花
立
て
に

は
生
花
と
シ
キ
ミ
が
い
っ
ぱ
い
供

え
て
あ
る
な
ど
手
厚
い
扱
い
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
７
日
） 

 

碑石 高さ70/幅30/奥行32 
台石１段目  
高さ14/幅46/奥行45 

台石２段目  
高さ15/幅61/奥行60 

台石３段目  
高さ10/幅75/奥行75 

台石４段目  
高さ55/幅202/奥207 

 

（調査日２０２２年 11月７日） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 103/幅 69/奥行 35 

台石 高さ 24/幅 65/奥行 61 
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【境港市０３】境港市外江町 補岩寺 泰雲院殿 

所在地 鳥取県境港市外江町 補岩寺山門手前右手 

北緯３５°３２′０１．０１″／東経１３３°１２′１８．８９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【境港市０４】境港市財ノ木町 文化会館 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 鳥取県境港市財ノ木町 財ノ木町文化会館 前庭の左側 

北緯３５°３０′１８．１８″／東経１３３°１４′５２．２９″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
天
保
10
年
（
１
８
３
９
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
干

時
天
保
十
己
亥
九
月
立
焉
（
左
に
）

施
主 

村
中 

［
碑
石
左
面
］
世
話
人
／
小
西
屋
幾
蔵

／
出
雲
屋
亦
五
郎
／
但
馬
屋
権
三

郎
／
米
屋
源
右
エ
門 

［
台
石
前
面
］（
読
め
ず
） 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

補
岩
寺
の
門
と
山
門
の
間
が
駐
車

場
に
な
っ
て
お
り
、
門
を
抜
け
た
す

ぐ
右
手
に
、
別
の
碑
と
並
ん
で
立
っ

て
い
る
。 

 

碑
石
は
か
な
り
目
の
粗
い
自
然
石

で
、
碑
銘
以
外
の
小
さ
い
文
字
は
読

み
に
く
い
。
台
石
は
小
さ
な
穴
が
た

く
さ
ん
あ
い
た
海
石
の
よ
う
な
石

質
で
、
前
面
に
人
名
が
彫
っ
て
あ
る

よ
う
だ
が
、
読
め
な
か
っ
た
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
慶
応
元
丑
八
月
廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
石
州
銀
山
先
御
代
官
／

井
戸
平
左
ヱ
門 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

近
く
ま
で
行
っ
た
が
車
で
入
れ
ず
、

中
浜
公
民
館
で
場
所
を
聞
い
て
、
歩

い
て
行
っ
た
。
お
堂
の
よ
う
な
建
物

が
「
財
ノ
木
町
文
化
会
館
」
で
、
建

物
に
向
か
っ
て
左
側
に
六
地
蔵
な

ど
と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。 

碑
石
は
軟
ら
か
い
石
の
墓
石
型
で
、

白
っ
ぽ
い
苔
は
生
え
て
い
る
が
、
碑

石
は
や
せ
て
お
ら
ず
、
角
も
し
っ
か

り
し
て
い
て
傷
み
も
な
く
、
小
さ
い

文
字
も
読
め
た
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 98/幅 56/奥行 25 

台石 高さ 30/幅 83/奥行 64 

碑石 高さ75/幅29/奥行26 
台石１段目  
高さ24/幅46/奥行42 

台石２段目  
高さ24/幅68/奥行62 

台石３段目 
高さ15/幅89/奥行86 
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【境港市０５】境港市麦垣町 永井家墓地 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 鳥取県境港市麦垣町 永井家墓地 

北緯３５°３０′３３．３８″／東経１３３°１５′１０．３３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【境港市０６】境港市麦垣町 麦垣神社 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 鳥取県境港市麦垣町 麦垣神社境内（麦垣町会館裏） 

北緯３５°３０′３６．３０″／東経１３３°１５′０２．２３″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
右
に
）
享
保
十
八
五
月
廿
六
日

（
左
に
）
石
州
井
戸
平
左
エ
門 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

麦
垣
町
の
国
道
４
３
１
号
沿
い
の

共
同
墓
地
の
永
井
家
の
墓
地
に
３

基
の
石
碑
が
あ
り
、
そ
の
一
番
右
の

碑
が
井
戸
公
碑
だ
。
ほ
か
の
２
碑
に

比
べ
て
少
し
小
ぶ
り
で
、
軟
ら
か
い

石
質
の
墓
石
型
の
碑
だ
。 

白
っ
ぽ
い
苔
は
生
え
て
い
る
も
の

の
、
碑
石
に
傷
み
は
な
く
、
角
も
し

っ
か
り
し
て
い
て
、
文
字
は
問
題
な

く
読
め
た
。 

    （
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
享
保
十
八
五
月
廿
六

日
（
左
に
）
石
州
銀
山
御
領
井
戸
平

左
ヱ
門
政
明 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

資
料
に
は
「
麦
垣
町
会
館
別
館
裏
」

と
あ
っ
た
が
そ
こ
に
は
な
く
、
地
元

の
方
に
教
え
て
も
ら
っ
て
麦
垣
神

社
に
向
か
っ
た
。
神
社
は
麦
垣
町
会

館
の
裏
に
あ
た
り
、
力
石
と
思
わ
れ

る
丸
い
石
と
井
戸
公
碑
が
御
影
石

の
枠
の
中
に
収
ま
っ
て
い
た
。 

後
刻
中
浜
公
民
館
で
、
令
和
４
年
に

こ
こ
に
移
設
し
た
と
聞
い
た
。 

碑
石
は
少
し
茶
色
が
か
っ
た
硬
そ

う
な
自
然
石
で
、
傷
み
も
苔
も
な
か

っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ55/幅24/奥行18 
台石１段目  
高さ18/幅34/奥行31 

台石２段目  
高さ5/幅47/奥行43 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 61/幅 42/奥行 28 

台石 高さ 7/幅 65/奥行 49 
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【境港市０７】境港市中野町 村田家墓地 不明 

所在地 鳥取県境港市中野町 村田家墓地 民家裏 井戸の前 

北緯３５°３１′５０．５７″／東経１３３°１４′１６．０７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
不
明 

［
碑
石
右
面
］…

保
十
八
年
／
五
月
二

十…
…

［
碑
石
左
面
］
石
州
銀
山…

…

／
前
御
代
官…

…
 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
不
明 

［
調
査
の
経
過
］ 

中
野
町
の
広
い
墓
地
の
最
も
南
側
、

村
田
家
墓
地
の
隣
、
民
家
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
沿
い
に
立
っ
て
い
る
。 

境
港
市
の
学
頭
和
夫
氏
の
著
書
「
井

戸
平
左
衛
門
」
に
は
、
村
田
家
と
一

緒
に
当
成→

麦
垣→

中
野
と
移
動

し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
あ
る
。

碑
石
は
墓
石
型
で
軟
ら
か
い
た
め

傷
み
が
激
し
く
、
剥
離
も
あ
っ
て
文

字
が
ま
と
ま
っ
て
は
読
め
な
く
な

っ
て
い
る
。
花
立
て
に
は
新
し
い
シ

キ
ミ
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
７
日
） 

 
（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ 68/幅 30/奥行 28 

台石 高さ 13/幅 45/奥行 45 
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【米子市０１】米子市葭津町 元任宗寺前 泰雲院展義岳良忠大居士 

所在地 鳥取県米子市葭津町 元任宗寺前 

北緯３５°２８′４８．６５″／東経１３３°１５′０２．６１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【米子市０２】米子市和田町 雲泉寺 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 鳥取県米子市和田町 雲泉寺 境内 

北緯３５°２９′１１．２２″／東経１３３°１５′５３．７３″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
24
年
（
１
８
９
１
） 

【
建
立
者
】
葭
津
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
展
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
後
面
］
享
保
十
八
年
五
月
二
十

六
日
／
井
戸
平
左
エ
門
政
明
塚
／ 

葭
津
村
中
／
明
治
二
十
四
年
五
月

一
日
堂
主
金
山
龍
山
代
ニ
於
テ
建

之
／
世
話
係
／
長
谷
川
準
／
石
橋

吉
太
郎
／
安
田
松
四
郎
／
安
田
勝

造 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

今
は
寺
は
な
く
、
敷
地
が
二
段
に
な

っ
て
い
て
、
上
の
段
に
は
墓
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
下
の
段
に
は
墓
の
ほ
か

石
碑
が
か
な
り
立
っ
て
い
る
。
井
戸

公
碑
も
そ
の
一
つ
で
、
目
の
粗
い
海

石
の
よ
う
な
大
き
な
自
然
石
で
、
総

高
さ
３
２
７
㌢
と
県
内
随
一
だ
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
27
日
） 

【
建
立
年
】
天
保
３
年
（
１
８
３
２
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

二
十
六
日
［
碑
石
左
面
］
石
見
國
銀

山
御
領
御
代
官
／
井
戸
平
左
衛
門

尉
正
明
［
台
石
前
面
］
願
主
／
村
中

［
台
石
右
面
］
天
保
三
年
／
辰
五
月

日
／
建
之
［
台
石
左
面
］
世
話
人
／

友
左
ヱ
門
／
傳
介
／
弥
三
八
／
藤

右
ヱ
門
／
清
五
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

雲
泉
寺
は
龍
泉
寺
の
分
寺
で
地
元

で
は
ど
え
（
堂
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

弓
ヶ
浜
半
島
最
古
の
碑
で
、
井
戸
公

没
後
ち
ょ
う
ど
百
年
目
の
建
立
。 

碑
石
は
墓
石
型
で
、
情
報
が
豊
富
に

彫
ら
れ
て
い
る
が
、
や
せ
て
い
る
の

か
、
小
さ
い
文
字
は
読
み
に
く
い
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
27
日
） 

碑石 高さ254/幅82/奥行43 
台石１段目  
高さ40/幅123/奥行78 

台石２段目  
高さ33/幅203/奥行160 

 

碑石 高さ87/幅34/奥行34 
台石１段目  
高さ27/幅54/奥行53 

台石２段目  
高さ27/幅79/奥行79 
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【米子市０３】米子市富益町 富益神社 井戸正朙大人碑 

所在地 鳥取県米子市富益町 富益神社 

北緯３５°２８′２３．６７″／東経１３３°１７′０８．３０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【米子市０４】米子市夜見町 迎接院 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 鳥取県米子市夜見町 迎接院 境内左手道路側 

北緯３５°２７′５５．２９″／東経１３３°１７′５９．７５″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
41
年
（
１
９
０
８
） 

【
建
立
者
】
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
朙
大
人
碑
（
右

に
）
明
治
四
十
一
年
十
二
月
建
之

（
左
に
）
弓
灣
書
［
台
石
前
面
］
寄

附
者
／
村
中
／
村
長
／
手
島
善
四

郎
／
発
起
人
／
湯
浅
久
市
郎
／
世

話
係
／
井
田
国
四
郎
／
足
立
辰
十

郎
／
佐
々
木
清
重
／
湯
浅
久
市
郎

／
足
立
磯
吉
／
吉
岡
喜
代
松
／
松

本
大
五
郎
／
足
立
市
太
郎
／
佐
々

木
岩
松
／
石
工
西
村
益
次
郎 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

富
益
神
社
の
駐
車
場
に
立
つ
。
目
の

粗
い
自
然
石
で
前
面
だ
け
磨
い
て

碑
銘
が
彫
っ
て
あ
る
。「
大
人
」
は
漢

文
で
「
偉
大
で
す
ぐ
れ
た
人
の
尊

称
」
。
す
べ
て
の
井
戸
公
碑
の
中
で

唯
一
の
も
の
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
27
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］…

…

門
／…

…

政
明 

［
碑
石
左
面
］
世
話
人
／
足
立
喜
三
郎

／
国
立
仲
右
エ
門
／
西
村
定
七
／

渡
邊
和
五
郎
／
門
脇
元
七 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

道
路
か
ら
寺
に
入
っ
て
す
ぐ
左
に

立
っ
て
い
る
。
墓
石
型
で
和
田
の
碑

（
№
02
）
に
似
て
い
る
。
迎
接
院
で

は
毎
年
６
月
に
地
域
ぐ
る
み
で
い

も
代
官
ま
つ
り
を
営
ん
で
い
る
。 

碑
石
が
傷
ん
で
き
た
の
を
ご
住
職

が
気
に
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
剥

落
や
亀
裂
が
あ
り
、
文
字
が
読
み
に

く
く
な
っ
て
い
る
。
黄
色
の
供
花
が

鮮
や
か
に
彩
り
を
添
え
て
い
た 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
27
日
） 

碑石 高さ78/幅31/奥行27 
台石１段目  
高さ28/幅43/奥行41 

台石２段目  
高さ17/幅66/奥行64 

碑石 高さ153/幅64/奥行19 
台石１段目  
高さ32/幅93/奥行48 

台石２段目  
高さ23/幅133/奥行89 

台石３段目  
高さ21/幅181/奥行132 



 

 

293 

 

【鳥取市０１】鳥取市青谷町灘町 共同墓地入口 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 鳥取県鳥取市青谷町灘町 青谷高校裏 共同墓地入口 

北緯３５°３１′１７．１９″／東経１３３°５９′５５．５３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
安
政
３
年
（
１
８
５
６
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
右
に
）
享
保
十
八
年
丑
五
月
廿

六
日
卒
（
左
に
）
石
州
銀
山
附
御
代

官
俗
稱
／
贈
従
四
位 

井
戸
平
左

衛
門
／
安
政
三
年
建
之
／
世
話
人

／
弥
七
／
權
十 

［
二
段
目
台
石
］
工
川
六
／
岩
吉
／
直

次
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

青
谷
高
校
裏
の
共
同
墓
地
の
入
口

に
立
つ
。
前
に
は
青
谷
町
の
文
化
財

の
標
柱
と
説
明
板
、
「
芋
塚
ふ
れ
あ

い
広
場
」
の
柱
が
立
っ
て
い
る
。
碑

は
地
元
の
名
工
「
川
六
」
こ
と
尾
崎

六
郎
兵
衛
の
作
。
芋
に
見
え
る
石
と

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
台
石
を
海
か

ら
運
ん
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
川
六

の
作
品
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
27
日
） 

碑石 高さ164/幅107/奥行80
台石１段目 
  高さ 62/幅 170/奥行 116 
台石２段目 
   高さ 7/幅 154/奥行 137 
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【尾道市０１】尾道市因島洲江町 正善寺境内 泰雲院殿儀岳良忠大居士 

所在地 広島県尾道市因島洲江町 正善寺境内 

北緯３４°１７′１１．７２″／東経１３３°０８′３１．４０″ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
文
久
３
年
（
１
８
６
３
） 

【
建
立
者
】
當
村
世
話
人
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
儀
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
當
村
世
話
人
中
造
立
／

文
久
三
癸
亥
歳
九
月
上
浣
吉
日 

［
碑
石
左
面
］
古
岩
獨
釣
信
士
／
蘭
庭

芳
秀
信
女 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

瀬
戸
内
海
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
も
た

ら
し
た
の
は
大
三
島
の
下
見
吉
十

郎
で
あ
る
。
正
善
寺
の
井
戸
公
碑
の

碑
石
左
面
に
は
下
見
吉
十
郎
と
そ

の
妻
の
法
名
、
古
岩
獨
釣
信
士
／
蘭

庭
芳
秀
信
女
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
３

人
に
対
す
る
頌
徳
碑
に
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
毎
年
８
月
30
日
に
芋

地
蔵
供
養
祭
が
営
ま
れ
、
井
戸
公
と

下
見
吉
十
郎
を
偲
ん
で
い
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
21
日
） 

碑石 高さ146/幅46/奥行39
台石１段目 
  高さ 29/幅 75/奥行 76 
台石２段目 
   高さ 36/幅 108/奥行 106 
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【笠岡市０１】笠岡市笠岡町 威徳寺 泰雲院義岳良忠居士 

所在地 岡山県笠岡市笠岡町 威徳寺 境内右手 

北緯３４°３０′２９．１３″／東経１３３°３０′０７．０１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【笠岡市０２】笠岡市笠岡町 井戸公園 井戸明府碑 

所在地 笠岡市笠岡町 井戸公園 中央奥 

北緯３４°３０′３０．５９″／東経１３３°３０′０４．０４″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
天
五
月

廿
六
日
［
碑
石
左
面
］
石
見
／
備
後

／
備
中
／
國
御
代
官
／
武
州
江
府

住
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

井
戸
公
の
墓
で
あ
る
。
明
治
の
初
め

廃
仏
毀
釈
で
裏
山
に
放
置
さ
れ
て

い
た
も
の
を
、
こ
の
場
所
に
移
転
、

整
備
し
た
。
碑
石
は
山
陰
の
軟
ら
か

い
石
で
な
く
、
硬
い
感
じ
の
石
が
使

わ
れ
て
い
る
。
写
真
に
写
っ
て
い
な

い
が
墓
の
前
に
一
対
の
石
灯
籠
が

あ
り
、
向
か
っ
て
左
側
に
「
石
刕
御

代
官
所
村
人
」
の
文
字
が
読
め
る
。 

威
徳
寺
で
は
毎
年
５
月
26
日
に
法

要
を
営
ん
で
い
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
21
日
） 

【
建
立
年
】
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
） 

【
建
立
者
】
岩
瀬 

亮 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
碑
（
左
に
） 

忠
正
（
下
に
）
碑
文
（
次
葉
に
記
載
） 

［
碑
石
右
面
］
建
設
基
金
醵
出
者
／
千

葉
県 

岩
瀬
亮
／
建
設
斡
旋
者 

渡
辺
弁
三 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

威
徳
寺
の
す
ぐ
裏
の
井
戸
公
園
は

大
正
時
代
に
地
元
の
皆
さ
ん
が
桜

を
植
え
て
作
っ
た
公
園
。
現
在
は
市

の
都
市
公
園
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
碑
は
非
常
に
大
き
く
、
碑
石
だ

け
で
高
さ
３
５
１
㌢
、
全
体
で
は
５

㍍
を
超
え
、
台
石
も
巨
石
を
使
っ
て

い
て
幅
が
４
３
３
㌢
も
あ
る
。 

長
文
の
碑
文
は
戦
時
下
の
甘
藷
増

殖
を
訴
え
て
い
る
。 

  （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
21
日
） 

碑石 高さ351/幅188/奥行64 
台石１段目  
高さ72/幅307/奥行135 

台石２段目  
高さ85/幅433/奥行371 

碑石 高さ141/幅65/奥行64 
台石１段目  
高さ24/幅58/奥行58 

台石２段目  
高さ32/幅82/奥行82 

台石３段目  
高さ28/幅112/奥行113 

台石４段目（石組）  
高さ46/幅187/奥行189 
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【笠岡市０２】笠岡市笠岡町 井戸公園 井戸明府碑 続き（碑文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【笠岡市０３】笠岡市笠岡町 笠岡小学校 貫閲講堂前 井戸代官終焉之地 

所在地 岡山県笠岡市笠岡町 笠岡小学校 校庭奥の貫閲講堂前 

北緯３４°３０′３０．０５″／東経１３３°３０′２９．８３″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

芋
代
官
井
戸
正
朋
公
頌
徳
ノ
碑 

題
額 

中
央
農
業
会
長
従
三
位
勲
三
等
伯
爵
酒
井
忠
正  

笠
岡
ハ
芋
代
官
贈
従
四
位
井
戸
正
朋
公
終
焉
ノ
地
ナ
リ 

公
幼
名
正
明
後
正
朋
ト
改

ム
通
称
平
左
衛
門 

又
安
右
衛
門
ト
称
ス 

寛
文
二
年
江
戸
ニ
生
ル 

父
ハ
野
中
八

右
衛
門
重
吉 
母
ハ
町
田
氏 

旗
本
井
戸
平
左
衛
門
正
和
ニ
養
ハ
レ 

井
戸
氏
ヲ
冒

ス 

元
録
十
五
年
勘
定
役
ニ
進
ミ 

享
保
十
六
年
六
十
歳
ヲ
以
テ
石
見
銀
山
大
森
領
代

官
ニ
補
セ
ラ
ル 
盖
シ
大
森
銀
山
ノ
監
督
及
ビ
石
見 

備
中 

備
後
ノ
三
国
内
幕
領

ノ
支
配
ヲ
兼
ヌ
ル
ノ
重
任
タ
リ 

九
月
二
日
命
ヲ
拝
シ 

十
三
日
早
ク
モ
大
森
ニ
着

任
ス 

其
恪
勤
知
ル
ベ
キ
ナ
リ 

銀
山
領
ノ
地 

砂
磧
多
ク
耕
種
ニ
適
セ
ザ
ル
ヲ
慨

キ 

一
雲
水
僧
ノ
説
ヲ
容
レ 
嘱
シ
テ
琉
球
芋
ヲ
薩
摩
ニ
求
メ 

栽
培
増
殖
セ
シ
メ

テ
救
荒
ノ
対
策
ト
ナ
シ 

頗
ル
偉
功
ヲ
挙
グ 

爾
来
関
西
ノ
地 

凶
歳
尚
ホ
克
ク
飢

餓
ヲ
免
ル
ル
モ
ノ 

公
ノ
遺
徳
ニ
負
フ
所
極
メ
テ
大
ナ
リ 

翌
十
七
年
所
謂
享
保
ノ

大
飢
饉
ハ
是
ヲ
免
ル
ル
コ
ト 

能
ハ
ズ 
同
年
十
一
月 

公
ハ
幕
命
ヲ
待
ツ
ノ
暇
ナ
ク

君
ノ
タ
メ
民
ノ
タ
メ
一
命
ヲ
捨
テ
ン
コ
ト
ハ
我
平
生
ノ
志
ナ
リ
ト 

決
然
租
ヲ
免
シ

倉
廩
ヲ
開
キ
テ
貢
米
ヲ
飢
民
ニ
賑
恤
ス
ル
等 
一
意
救
済
ノ
道
ヲ
講
ズ 

為
メ
ニ
領

内
一
人
ノ
餓
死
ス
ル
者
無
キ
ヲ
得
タ
リ 

然
レ
ド
モ
独
断
ノ
責
ヲ
負
ヒ 

嗣
正
武
ニ

一
書
ヲ
留
メ 

五
月
二
十
七
日
夜 

笠
岡
陣
屋
ニ
於
テ
心
静
カ
ニ
自
栽
シ
畢
ン
ヌ 

行
年
六
十
二 

泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士
ト
謚
シ 

威
徳
寺
境
内
ニ
葬
ル 

高
邁
義
烈

啻
ニ
甘
藷
増
産
指
導
ノ
先
覚
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ 

亦
以
テ
醇
乎
鋼
常
ヲ
扶
植
ス
ル
ノ

先
賢
ト
シ
テ 

永
ヘ
ニ
憬
仰
ス
ベ
キ
ナ
リ 

宜
ナ
ル
哉 

治
下
ノ
民 
其
恩
澤
ヲ
仰
ギ

今
尚
ホ
毎
歳
追
祭
ヲ
行
ヒ
テ
感
恩
ノ
誠
ヲ
致
セ
ル
コ
ト 

今
ヤ
大
東
亜
戦
下 

甘
藷 

 
 

増
殖
ノ
急
叫
バ
ル
ル
ノ

時 

公
ノ
炯
眼
遺
徳
ヲ

推
頌
ス
ル
ハ 

豈
独
リ

吾
人
ノ
感
慨
ノ
ミ
ナ
ラ

ン
ヤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
十
九
年
五
月 

  

岡
山
県
農
業
会
長 

 
 

原
澄
治 

撰 

広
島
高
等
師
範
学
校
講

師 
 
  

井
上
政
雄
書 

【
建
立
年
】
昭
和
27
年
（
１
９
５
２
） 

【
建
立
者
】
事
蹟
保
存
会 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
代
官
終
焉
之
地

（
左
に
）
岡
山
縣
知
事 

三
木
行
治

書 

［
碑
石
後
面
］
旧
御
陣
屋
の
地
図
に
因

り
／
自
裁
し
た
位
置
を
茲
に
定
め

／
昭
和
二
十
七
年
十
月
建
之
／
井

戸
代
官
事
蹟
保
存
会 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

笠
岡
小
学
校
は
明
治
初
期
は
小
田

県
庁
、
江
戸
時
代
は
笠
岡
代
官
所
で

あ
り
、
井
戸
公
は
こ
の
場
所
で
亡
く

な
っ
た
。
門
扉
は
今
で
も
小
学
校
の

門
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
は
そ
の
門
を
く
ぐ
っ
て
登
下

校
し
、
校
庭
の
奥
に
あ
る
こ
の
碑
も

毎
日
目
に
し
て
い
る
。
碑
銘
は
当
時

の
岡
山
県
知
事
の
揮
毫
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
21
日
） 

碑石 高さ76/幅52/奥行27 
台石１段目  
高さ22/幅72/奥行65 

台石２段目（コンクリート）  
高さ10/幅108/奥行86 

台石３段目  
高さ69/幅150/奥行112 
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【
建
立
年
】
平
成
23
年
（
２
０
１
１
） 

【
建
立
者
】
鳴
本
石
材 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
碑
（
上
に
）

井
戸
公
上
半
身
レ
リ
ー
フ
（
下
に
）

碑
文
（
下
欄
に
記
載
）［
碑
石
裏
面
プ

レ
ー
ト
］
寄
贈
／
鳴
本
石
材
株
式
会

社
／
原
石
提
供
／
鶴
田
石
材
株
式

会
社
／
管
理
者 

笠
岡
市 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

笠
岡
湾
干
拓
地
に
道
の
駅
が
完
成

し
た
と
き
に
建
立
さ
れ
た
、
笠
岡
市

で
最
も
新
し
い
碑
。
大
き
な
自
然
石

で
、
台
石
が
な
く
、
碑
石
正
面
上
部

に
井
戸
公
の
上
半
身
の
レ
リ
ー
フ

を
あ
し
ら
う
な
ど
、
新
し
い
時
代
の

頌
徳
碑
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
も
斬
新
。

調
査
日
に
は
周
辺
で
国
道
２
号
の

付
け
替
え
工
事
が
盛
ん
に
進
ん
で

い
た
の
で
、
完
成
す
れ
ば
さ
ら
に
訪

れ
る
人
が
増
え
る
だ
ろ
う
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
21
日
） 

井 

戸 

明 

府 

碑 

井
戸
平
左
衛
門
正
明
は
、
世
に
「
い
も
代
官
」・「
い
も
神
様
」
と
も
呼
ば
れ
た
名

代
官
で
あ
る
。
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
五
月
、
こ
こ
笠
岡
の
地
で
没
し
、
墓
は

笠
岡
の
威
徳
寺
に
あ
る
。
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
九
月
、
六
十
歳
に
し
て
石
見

銀
山
を
受
け
持
つ
石
見
国
大
森
（
現
島
根
県
大
田
市
）
の
代
官
に
任
命
さ
れ
た
。
翌

十
七
年
か
ら
、
備
中
国
笠
岡
代
官
を
兼
務
し
た
。 

時
に
西
日
本
地
方
一
帯
は
未
曽
有
の
大
飢
饉
と
な
っ
て
い
た
。
平
左
衛
門
は
事
態

が
一
刻
を
争
う
と
判
断
し
、
幕
命
を
待
た
ず
に
独
断
で
代
官
所
の
米
蔵
を
開
放
し

て
、
飢
え
た
領
民
に
米
を
与
え
た
と
い
う
。
ま
た
、
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
農
民
の
た

め
年
貢
を
大
胆
に
免
除
し
、
領
民
に
助
け
合
い
の
心
を
説
い
た
。 

さ
ら
に
、
や
せ
地
で
も
取
れ
る
食
物
と
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
を
薩
摩
の
国
よ
り
取
り

寄
せ
栽
培
に
成
功
し
、
飢
饉
を
し
の
い
だ
。
こ
れ
ら
の
優
れ
た
施
策
に
よ
っ
て
、
井

戸
代
官
の
支
配
地
か
ら
は
一
人
の
餓
死
者
も
出
さ
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

こ
こ
に
、
笠
岡
湾
干
拓
地
の
道
の
駅
「
笠
岡
ベ
イ
フ
ァ
ー
ム
」
の
完
成
に
あ
た
り
、

井
戸
平
左
衛
門
正
明
の
記
念
碑
に
よ
り
、
食
の
大
切
さ
を
訴
え
る
も
の
で
す
。
現
代

の
食
に
不
自
由
し
な
い
時
代
の
な
か
で
、
人
々
が
食
べ
る
物
も
無
く
餓
死
し
て
い
っ

た
過
酷
な
当
時
に
思
い
を
は
せ
て
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
こ
と
を
誓
い
、
海
の
幸
と
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
瀬
戸
内
の
自
然
豊
か
な
笠
岡
の

地
に
感
謝
す
る
も
の
で
す
。 

平
成
二
十
三
年
八
月
吉
日 

（単位：ｃｍ） 

碑石  
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